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部一第 ハンムラピ法典の前文と後文

（特にハンムラピ法典の条文

違反者に対する罰則規定につ

いて）

　このハンムラピ法典において、その石柱頭部に描かれた象徴図像の中

で、太陽神と司法神を兼ねるシャマシュ神が、バビロン第一王朝の第六代

として即位したハンムラピ王（治世B．C．1728～1686年頃）に「王笏と王

冠（環）」を手渡していることからもわかるように、この法典の中で王笏

の持っ意味は、かなり重要なることが暗示されている。

　　　　　　　　　　　　一302一
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第一部ハンムラピ法典の前文と後文

(特にハンムラピ法典の条文

違反者に対する罰則規定につ

いて)

このハンムラピ法典において、その石柱頭部に描かれた象徴図像の中

で、太陽神と司法神を兼ねるシャマシュ神が、パビロン第一王朝の第六代

として即位したハンムラピ王(治世B.C.1728"-'1686年頃)に「王坊と王

冠(環)Jを手渡していることからもわかるように、この法典の中で王努

の持つ意味は、かなり重要なることが暗示されているo



　4論　　説

　このハンムラピ法典が記された梗形文字の文章の中で、王笏ha－at－ti一

という単語は、先ず前文中に一ケ所、後文中に三ケ所にわたって記され、

ハンムラピ法典全体にその重要性は広くゆきわたり、全体に「法とは何

か」に就て、その認識を深める役割りをはたしているのである。

写真は、ハンムラピ法典上部に描かれた象徴図像と前文を記した箇所

（上から5行目の真中まで）

ハンムラピ法典解読の鍵

　ハンムラピ法典を記した石柱の上方正面には、右側に玉座に坐った太陽

神シャマシュと、立ったまま右手を掲げて口の前を抑えて、神に対する崇

敬の態度を如実に表わしているバビロニアの王ハンムラピとが二人、かな

　　　　　　　　　　　　　一301一

4論説

このハンムラピ法典が記された模形文字の文章の中で、王努ha-at-tiー

という単語は、先ず前文中にーケ所、後文中に三ケ所にわたって記され、

ハンムラピ法典全体にその重要性は広くゆきわたり、全体に「法とは何

か」に就て、その認識を深める役割りをはたしているのである。

写真は、ハンムラピ法典上部に描かれた象徴図像と前文を記した箇所

(上から 5行目の真中まで)

ハンムラピ法典解読の鍵

ハンムラピ法典を記した石柱の上方正面には、右側に玉座に坐った太陽

神シャマシュと、立ったまま右手を掲げて口の前を抑えて、神に対する崇

敬の態度を如実に表わしているパビロニアの王ハンムラピとが二人、かな
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り対象的に描かれている。

　この象徴図像のレリーフにおいて、太陽神（肩の上から太陽の光線が三

本出て頭部に渦巻き状の帽子を被った、この当時の太陽神の典型的な姿）

であるとともに司法神でもあるシャマシュは、右手で厳かに何かの象徴と

みられる「笏と輪」を国王ハンムラピに渡そうとしているのが、明らかに

見てとれることであろう。

Q

／
！

　
膨

ハ　　　1
」

　　　アッカド時代の円筒印章：冥界を行くシャマシュ（BG）

　アッカド時代（バビロニアとアッシリアのセム系民族による支配期）

に、太陽神であるとともに司法神であるシャマシュ神の頭部が渦巻き状に

描かれるのはどの図形においてもだいたい同じである。この頁上部に描か

れたのは「円筒印章（シリンダー状の筒となっていて、粘土の上を回転さ

せるとこの様な図形となる）」の図像を、はっきりと紙上に再現したもの

である。

　ハンムラピ法典は、この図像の（シャマシュ神の台座）すぐ右下から

6．5～7cm幅の帯状になった段落毎にアッカド語の懊形文字を使用して、

各行上方から下方に次に右から左の方向へ読んでゆくシュメール期の公式

文書書記法に従って、漢文を記述するのと同じような縦書き様式の書式を

　　　　　　　　　　　　　一300一
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り対象的に描かれている。

この象徴図像のレリーフにおいて、太陽神(肩の上から太陽の光線が三

本出て頭部に渦巻き状の帽子を被った、この当時の太陽神の典型的な姿)

であるとともに司法神でもあるシャマシュは、右手で厳かに何かの象徴と

みられる「努と輪Jを国王ハンムラピに渡そうとしているのが、明らかに

見てとれることであろう。

アッカド時代の円筒印章:冥界を行くシャマシュ (8G) 

アッカド時代(パビロニアとアッシリアのセム系民族による支配期)

に、太陽神であるとともに司法神であるシャマシュ神の頭部が渦巻き状に

描かれるのはどの図形においてもだ、いたい同じであるo この頁上部に描か

れたのは「円筒印章(シリンダー状の筒となっていて、粘土の上を回転さ

せるとこの様な図形となる)Jの図像を、はっきりと紙上に再現したもの

である。

ハンムラピ法典は、この図像の(シャマシュ神の台座)すぐ右下から

6.5-----7 cm幅の帯状になった段落毎にアッカド語の模形文字を使用して、

各行上方から下方に次に右から左の方向へ読んでゆくシュメール期の公式

文書書記法に従って、漢文を記述するのと同じような縦書き様式の書式を
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　6論　　説

もって記述されてゆくのであるが、この石柱上部の象徴図像に描かれた

「笏」の意味が、この法典の前文（シャマシュ神の台座下から五行目の真

中まで）の中に一ケ所と後文（後背部下方の約三分の一の部分）の中に三

ケ所にわたって、その笏杖（後文では神から受けとって王笏となったも

の）の何たるかが、詳細に解説されているのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　典

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真

　　　　　　　　　　　　翻灘懸

　ハンムラピ法典の前文においては、先ずこのハンムラピ王が神から受け

とることになった王笏と冠が、ハンムラピ王の正統性を顕示する幾多の修

飾語句のひとっとして以下の模形文字の中に表示されるのである。

　　　　　　　葛
be－lum　　zi一皿a－at　　ha－a‡一ti－im　　u3　　a－gi－im

主、　　　飾った　　　　　笏　　と　　　冠とで

Slmtu　装備

Sa　ua－Sa－ak－h－lu　Su　　　　　　e－rHS－tum8豊uma－ma

所の　完成する　　それを　　　　　　　　　賢い　　　　神母が

すなわち「賢い神母が、成就したるところの笏と冠とで、装飾したる

　　　　　　　　　　　　　一299一

6論説

もって記述されてゆくのであるが、この石柱上部の象徴図像に描かれた

「第」の意味が、この法典の前文(シャマシュ神の台座下から五行目の真

中まで)の中にーケ所と後文(後背部下方の約三分のーの部分)の中に三

ケ所にわたって、その勿杖(後文では神から受けとって王勿となったも

の)の何たるかが、詳細に解説されているのであるo

ハンムラピ法典の前文においては、先ずこのハンムラピ王が神から受け

とることになった王第と冠が、ハンムラピ王の正統性を顕示する幾多の修

飾語句のひとつとして以下の模形文字の中に表示されるのである。

lK健闘機止ゴ降雪123~支障箇苓餅卜斗同薗T干肝遜餅トーl
be-lum zi-ma-at ha-at-ti-in1 U3 a-gi-im slmtu 装備

主 飾った 勿 と 冠とで

惨事標章肉ト野ー議関図占11野柄陸ヨ宅三ヨ附ぞ征二fEヨ|

所の完成する それを 賢い 神母が

すなわち「賢い神母が、成就したるところの努と冠とで、装飾したる
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主」がハンムラピ王である、というのである。

　この冠は、勿論「輪」状の象徴図像とも相互に関連性を有しており、輪

はここでは国土の領域をすべて統治して取り締る意味を有することにな

る。そして後にアッシリア語の「その領域を束縛すること（beritu）」の

意がユダヤ人のバビロン捕囚などによってヘブライ語の「契約」berith

（その原意は「圏、環、輪」）という単語となって、旧約聖書の「契約」

やユダヤ教における律法の法源として、「輪を切って創る」というところ

から「契約の締結」へと発展してゆくのである。（拙稿「条約（契約）法

の本質」　　法の字源とPacta　smt　servandaの成立、伝統的「契約法・

条約法」の通説批判　　中央大学『法学新報』第101巻、第5・6号掲載）

　ハンムラピ法典の前文では、こうした幾多のハンムラピ大王を修飾する

字句を並べた後で「……王統の永久なる種、強力な権限を有する王、バビ

ロニアの太陽神、シュメールとアッカドの国土に光を放つ者、すべての方

位の（国々を）従える王、イナンナ神の意を受けたる者は、この私なので

ある」といった修飾語句によって、これらの修飾文がすべてハンムラピ王

に結びつくことを強調し、原文では、

zer　da－ru9－um　　…3a　　＄ar－ru－tim

種　永久の　　の　　王統

（larO永続する

臨漏「館薦闘・一SarrUm　da－nUm21置“SamaSka－dingir－rak三　UtUでなくきamaS朧む

王、　　強力な　　太陽神　バビロンの　　　　　ため一SUと送りがな

皿U一きe－zi　　nu－ri－im

放つ者、　光を

aSU出ていく

　　　　　　　　　ト
a－na　ma－at　　Su－me－er4－im　　u3　　ak－ka－di－im

へ国　 シュメールとアッカドの

一298一

法の象徴図像「王努J7 

主」がハンムラピ王である、というのである。

この冠は、勿論「輪J状の象徴図像とも相互に関連性を有しており、輪

はここでは国土の領域をすべて統治して取り締る意味を有することにな

る。そして後にアッシリア語の「その領域を束縛すること (beritu)Jの

意がユダヤ人のパビロン捕囚などによってへブライ語の「契約Jberith 

(その原意は「圏、環、輪J)という単語となって、旧約聖書の「契約j

やユダヤ教における律法の法源として、「輪を切って創る」というところ

から「契約の締結」へと発展してゆくのである。(拙稿「条約(契約)法

の本質」一一一法の字源と Pactasunt servandaの成立、伝統的「契約法・

条約法」の通説批判一一中央大学『法学新制第101巻、第5・6号掲載)

ハンムラピ法典の前文では、こうした幾多のハンムラピ大王を修飾する

字句を並べた後で「……王統の永久なる種、強力な権限を有する玉、パピ

ロニアの太陽神、シュメールとアッカドの国土に光を放つ者、すべての方

位の(国々を)従える王、イナンナ神の意を受けたる者は、この私なので

あるjといった修飾語句によって、これらの修飾文がすべてハンムラピ王

に結びつくことを強調し、原文では、

時壬耳コヒ百dl1Jゆ司窓口主主ゆc>l
r-ru-tim dar日永続する

種永久の の 王統

廊監F二了芯事雪|瞬毛三刀直1~1l話事熔壬版r~1

玉、 強力な 太陽神パピロンの ため -Su と送りがな

|陸~~軒号無守岡糾斗
皿u-Se-Zl nu-rl-lm as白出ていく

放つ者、 光を

でfy
へ国 シュメールとアッカドの
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蓉arrum　mu－u忌一te－eS－mi　ki－ib－ra－at　ar－ba－im

王、　聞かしめる　　　方位に　　四

騙隔已きemu聞く

皿i－gidr　H“i取amaa－na－ku

　お気に入り、神イナンナの　　私は～である。

i－nu－ma　　d　umarduk　　　a－na　Su－te－Su－ur　ni－Si　　　a＄aru正しく支配する

　時、　　神マルドゥクは　ため　支配し　　人を

　　　　　　　　　　　　　　　　　を
matlmu2－sHm＄u－hu－zi－imu2－we－e－ra　aa－m　　usほ

国に　助けを　　もたらす　派遣し（たので）、　私を

ki－it－ta皿　Uo皿1一きa－ra－am

法律　　と　　正義を

i－na　pi4　ma－tim　 aS－ku－un　　　　　　　　　　　　　　S6ru　肉、幸福

で命令　国に　 設定し　　　　　 甑kanu置く、

支捕する

指名する

　　　　　　　千一睡…奄　　獅
　瓢一ir　m－Si　u2－ti－ib　・一nu－mi　Su　　tabu良くする

　幸福を　人民の繁栄させた↑　　時　その

（この原文の下五行からの和訳）「マルドゥク神は、（このような）時であ

るからこそ人民を支配して国土に助けをもたらすために、私（ハンムラ

ピ）を派遣したのである。そして王令によって国土に法律と正義とを確立

して、人民の福祉を繁栄させるその時に（以下の如き法典が施行されたの

である）……」という文章に続く形で、ハンムラピ法典の第1条から第

282条（勿論、原典の条文に数字が打ってあるわけではなく、後世の法学

者が勝手に条文の箇条を定めているわけだが）までが始まり、その最後に

後文が来る形で、ハンムラピ法典の全文が締めくくられているわけである

（なお、この冒頭のマルドゥク神は都市バビロンの守護神で、後にパンテ

オンの主神となって、多くの神殿が建立された）。

　しかしながら、この後文中にまたこの正面上部に描かれた象徴図像の説

　　　　　　　　　　　　　　一297一

8論説
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(この原文の下五行からの和訳)Iマルドゥク神は、(このような)時であ

るからこそ人民を支配して国土に助けをもたらすために、私(ハンムラ

ピ)を派遣したのである。そして王令によって国土に法律と正義とを確立

して、人民の福祉を繁栄させるその時に(以下の如き法典が施行されたの

である)……Jという文章に続く形で、ハンムラピ法典の第 1条から第

282条(勿論、原典の条文に数字が打つであるわけではなく、後世の法学

者が勝手に条文の箇条を定めているわけだが)までが始まり、その最後に

後文が来る形で、ハンムラピ法典の全文が締めくくられているわけである

(なお、この官頭のマルドゥク神は都市パビロンの守護神で、後にパンテ

オンの主神となって、多くの神殿が建立された)。

しかしながら、この後文中にまたこの正面上部に描かれた象徴図像の説



法の象徴図像「王笏」9

ハンムラピ法典・後文（正面）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンムラピ法典・後文（右側）

　右側の上端より、先ず各段落の上から下に読んでゆき、それから右側から左の方向へ

向って読み進めてゆく、本書の対訳と翻訳は粘土板と同じく「上から下へ」を横書きの

原稿にあわせて「左から右へ」に置き換えて訳出してあるから注意してもらいたい。

この部分が最終

ハンムラピ法典・後文（左側）

弧状に右から左へと読み進め

ハンムラピ法典・後文の中央部分

一296一

法の象徴図像「王坊J9 

ハンムラピ法典・後文(右側)

右側の上端より、先ず各段落の上から下に読んで、ゆき、それから右側から左の方向へ

向って読み進めてゆく、本書の対訳と翻訳は粘土板と同じく「上から下へJを横書きの
原稿にあわせて「左から右へ」に置き換えて訳出しであるから注意してもらいたい。

ハンムラピ法典・後文(左側)

-296-

弧状に右から左へと読み進め

ハンムラピ法典・後文の中央部分



　10論　　説

明がなされ、王笏などの意義が法律解釈の上でどのようになされるかが説

明され、この象徴図像と条文の全体が、如何にして法律として機能するの

かが理解されるように出来あがっているのである。

　ハンムラピ法典の後文では、まず最初にこれらの条文が法律として完全

である旨を示し、その正統性を強調する文句が並べられる。

di－na－a－at　　皿i－Sa－ri－im　　言a　　ha－am－mu－ra－bi

　法規　　　　正義の　　　所の　ハンムラビが

きar－ru－u皿　　11－u2－um　　u2－ki－in－nu　　ma

王　　　　　賢い　　　確立して、

　　　　　　　5

　　　　障　くシ　　　　　　　酬診
ma－tam　　u2－sa－a皿　　ki－na皿　u3　ri－da皿　　dam－ga－a皿　　da皿qu　範粋な

国土に　　支持　　安定したと　政府を　純粋な

　　u2－Sa－az－bi－tu

　　獲得した

「賢い王ハンムラピが確立して、それによって国土に安定した支持基盤と

純粋な正義を確立したところの正義の法律」である事が主張され、それを

確立した、このハンムラピ王こそ

　　　　　　　　　．一彌’
　　ha－am一皿u－ra－bi　　言ar－ru－um　　gi－it－ma－1u皿　a－na－ku

　　ハンムラビ　　　王　　　　完全な　　　　私は

「完全なる王ハンムラピ」である、ことが堂々と述べられる。

　そして、この法律を公布した理由として、

　　⊇F：細、，一　　5i－na－ti　i玉a皿i　ra加ti　ib－bu－u2－nin　ni　ma　nabO名を呼ぶ

　　（彼らを）神々が　偉大な　呼んだ　　　私を　　　ra樋tu〈gal－ga

　　　　　　　　田　明翻麗【餌
a－na－ku　皿a　　r6u皿　皿u－Sa－al－1i一皿u－um　　　　　　　Salamu安全にする

私は　　　　　牧人である　保護する

一295一

10論説

明がなされ、王勿などの意義が法律解釈の上でどのようになされるかが説

明され、この象徴図像と条文の全体が、如何にして法律として機能するの

かが理解されるように出来あがっているのである。

ハンムラピ法典の後文では、まず最初にこれらの条文が法律として完全

である旨を示し、その正統性を強調する文句が並べられるo

限時Tf醇三ゴI~差別刷胸判断忍ゆ匹者間ゆ|
di-na-a-at mi-Sa-ri-im sa ha-am-mu-ra-bi 

法規 正義の 所のハンムラピが

総務欄併用胡 51間存側炉事7同
sar-ru-um li寸lz-um uz-ki-in-nu ma 

王 賢い 確立して、

|回目昨fflF妙。殿週間制令削除干ゆゆl
ma-tam uz-sa-am ki-na皿 U3 ri-dam dam-ga-am damqu純粋な

国土に 支持 安定したと政府を純粋な

|開時干惨隆1償問
u2-sa-az-bi-tu 

獲得した

「賢い王ハンムラピが確立して、それによって国土に安定した支持基盤と

純粋な正義を確立したところの正義の法律」である事が主張され、それを

確立した、このハンムラピ王こそ

JT1:K~惨劇闘ゆLo\鶏口手期間阿日陰存両副

ハンムラピ 王 完全な 私は

「完全なる王ハンムラピ」である、ことが堂々と述べられる。

そして、この法律を公布した理由として、

4-ゆ砕ーく|随時壬任一昏ー11画関ト鴨aTBl
Si-na-ti ilani rabuti ib-bu-uz-nin ni ma nabu名を呼ぶ

(彼らを)神々が偉大な呼んだ 私を rabutu< gal-ga 

\lf~回kゴ11昨箇前例砂T縦断降主閣l
-a l-li -mu-u皿 Salamu安全にする

私は 牧人である保護する

-295ー



法の象徴図像「王笏」　11

　　　　　　　　6
Sa　ka林u一訓　i一豊a－ra－at

所の王笏がその　正義であリ、

　　　　　　　　仔
si－1i2ta－bu－um　a－na　ali　la

保護がよい　　の上に　　町我が

　　　　　asaru正しい

　　　　　ha伽く『置署pa

　矧目和ta－ri－iミ　　　　　tarasu　広げる

広がる

トna　ut－li　ia

中に　胸　　私の

ni一言i　　mat　　Su一皿e－er4－im

人民を国の　　シュメール

姐3ak－ka－di－im　u2－ki－i1

や　アッカドの　　養う

このように述べられているが、これを普通の日本語文に置き換えると「偉

大な神々が私を呼び起こした。私は、私の王笏が正義なのであり、良識あ

る保護が我が都市のいたるところに広がっている（私こそが）その保護を

与える牧者なのである。我が胸中にはシュメール人やアッカド人の国民を

養護しているのである。・・…・」

　ここにおいて象徴図像の王笏が正義の象徴すなわち法を施行して国家を

治めることの象徴図像であることが直接語られるのである。

　そして、具体的に国家の裁判をおこない判決を下す場所を「エサギラ神

殿羅である」とし、この法律文を石碑に書いて、正義の王で
　i－na　　esagila

あるハンムラピ王の像の前に置いたことが書かれている。懊形原文では以

下の通り

i－na　　esagila　　bit夏m　　…；a　　　ki皿a　　Sa－me－e　　u3　　ir－Si－ti皿

で　　エサギラ神殿　所ののように　天　や　地esagila〈e2－sag－i12

i言da　Su　　ki－na

基礎がその確固とした

　di－in　ma－ti皿　a－na　di－a－nim

　判決を国の　ために　決定する

⑩

pu－ru－z　i－e　　ma－t　im　　a－na

裁決を　　国の　　　ため

pa－ra－si－im

調べて

　　一294一

駐a－ab－1i皿　　Su－te－Su－ri－i皿

　不正を　　　正しくする

法の象徴図像「王務J11 

|制止才昨:: ~l 岨I~制帽陪ゴl
Sa hattu-Su i-Sa-ra-at aSaru正しい

所の玉事告がその 正義であり、

I~関幹〉書こIぬ←明lITfkJ回障:: Tfllゆ苓肝牙匡=ll
-bu-um a-na ali la ta-ri-i~ tarä~u 広げる

保護がよい の上に 町我が 広がる

I~時閣制問|却炉〉←一回相直ト由桝--l

中に胸 私の人民を国の シュメール

河野鮮料6緋 H時三〈昏町村
U3 ak-ka-di-im u2-ki-il 

やアツカドの 養う

このように述べられているが、これを普通の日本語文に置き換えると「偉

大な神々が私を呼び起こした。私は、私の王勿が正義なのであり、良識あ

る保護が我が都市のいたるところに広がっている(私こそが)その保護を

与える牧者なのである。我が胸中にはシュメール人やアッカド人の国民を

養護しているのである。……」

ここにおいて象徴図像の王坊が正義の象徴すなわち法を施行して国家を

治めることの象徴図像であることが直接語られるのであるo

そして、具体的に国家の裁判をおこない判決を下す場所を「エサギラ神

殿院時相聞域開である」とし、この法律文を石碑に書いて、正義の王で

あるハンムラピ王の像の前に置いたことが書かれている o 模形原文では以

下の通り

\s時!開閉嗣|問診<f~日制ド回開fiÞ>同首ゆc>

で エサギラ神殿所ののように天 や地 esagila< e2-sag-i12 

-~ヨ「占~ .司 咽|磁~持関崎明例|
iSda Su ki-na di-in ma-ti皿 a-na di-a-nim 

基礎がその確固とした 判決を国の ために 決定する

‘----_.&‘一一一一一・ 総削岩統制凶日
pu-ru-zi-e ma-tim a-na pa-ra-si-im ha-ab-li皿 su-te-Su-n-tm

裁決を 国の ため調べて 不正を 正しくする

-294ー



12論　　説

　　　　　　　　　　　霜
a－wa－ti　ia忌u－ku－ra－ti壌　i－na　na－ru　iaa言一tur皿a

言葉を　私の　　重い　　　　　　に　石碑　私の　 書いて、

　　i－oa　ma－karSalmi　ia　Sar　mi－Sa－ri－im　u2－ki－in　　Sal皿uくalan

　　に　　前　　像の　私の　王正義の　　　　据えた　　　甑rru〈Iu－ga1

（そして、天と地のように基礎が確固としたところのエサギラ神殿では、

そこで国家の判決を決審するために、またしても国家の裁判をおこなった

のである）この判決を決審をするために、また国家の（裁判をおこなっ

た）判決文を調査して不正を正すために、我が重大なる（法律の）語句を

この石碑に記して、正義の王としての我が像の面前に、設置したものであ

る）

　この模形文書から、古代バビロニアにおいてはハンムラピ王の時代に裁

判がエサギラ神殿でおこなわれ、初審も再審の判決もここで言い渡された

ことがわかるのである。

　これに続いて、ハンムラピ王が「王の中の王（都市の王の中でも卓越し

た王）」であり、それゆえに、この法典の中に書かれた条文は重要であっ

て（私の言葉は貴重である）。このハンムラピ王に対して異議をとなえる

者などいない（私の力に決して対抗する者などはない）から、この「ハン

ムラピ法典」が唯一絶対なる法律文書としてシュメール人とアッカド人の

間に適用されることが強調されている。

　この文章に続く後文の中で、この法典石柱の表面上部にレリーフとして

描かれた象徴図像の説明が記載されているのである。

　すなわち、

　　　　　　　　　　　　　一騨冨燗
　i一黙aqi2－bi2－it・1uSa眺　da－a－a－ni皿ra－bH“a　anu3ki

　で　　命令　　神シャマシュの　裁判官　　偉大なる　　の　天　　と　　地

一293一

12論説

鴨将棋間開制 官肋φ錨闘争惨回

言葉を私の重い に石碑弘の書いて、

|防相隣駁聞|職〉告例制府11聞~~懇rt>I
i-na ma一har$almi ia Sar mi-Sa-ri-im u2-ki-in $almuくalan

に 前 像の私の王正義の 据えた Sarruく lu-gal

(そして、天と地のように基礎が確固としたところのエサギラ神殿では、

そこで国家の判決を決審するために、またしても国家の裁判をおこなった

のである)この判決を決審をするために、また国家の(裁判をおこなっ

た)判決文を調査して不正を正すために、我が重大なる(法律の)語句を

この石碑に記して、正義の王としての我が像の面前に、設置したものであ

る)

この模形文書から、古代パピロニアにおいてはハンムラピ王の時代に裁

判がエサギラ神殿でおこなわれ、初審も再審の判決もここで言い渡された

ことがわかるのであるo

これに続いて、ハンムラピ王が「王の中の王(都市の王の中でも卓越し

た王)Jであり、それゆえに、この法典の中に書かれた条文は重要であっ

て(私の言葉は貴重である)。このハンムラピ王に対して異議をとなえる

者などいない(私の力に決して対抗する者などはない)から、この「ハン

ムラピ法典」が唯一絶対なる法律文書としてシュメール人とアッカド人の

聞に適用されることが強調されている o

この文章に続く後文の中で、この法典石柱の表面上部にレリーフとして

描かれた象徴図像の説明が記載されているのであるo

すなわち、

判例月関駅間| 阿 lffl<>-1閣時折11断朕相親
qi2-bi2-it .Iusamas da-a-a-nim ra-bi-i皿主a an U3 ki 

で 命令 神シャマシュの裁判官 偉大なる の天 と 地

-293ー



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　噌a－ri　i一聡皿ati皿li－i言一te－bi　　　　　i¶a　a－wa榊at

　　の正義が中に　国　　輝くように、（そして）　によって言葉

（天地の偉大なる裁判官であるシャマシュ神の命令で、私の正義＝司法が

国中に輝くようにするために……）という文章が挿入されるのであるが、

これによって太陽神シャマシュがなぜ司法神としても機能するかが理解さ

れるであろう。

　この文章で表わされている法の象徴図像とその背景となる図柄は、国王

を除外して共和制の国民国家となっても、また宗教的な神の概念が、抽象

的な「至高の存在rEtre　supreme」に置き換えられても、そのまま使用さ

れ続け、1789年「フランス人権宣言」“D6claration　des　Droits　de　l’

homme　et　du　citoyen”が発布された時も、古代からの法を公布する象徴

図形の図柄は、そのまま使用されることになるのである。

　すなわち人権宣言上部の左側に描かれるのは、ルソーの『人間不平等起

原論』“Discourssur　roriginede1’in6galitepamileshommes”などで説

かれる旧体制からの訣別を「鎖を断ち切ること」で象徴したものである

が、上部右側の天使（旧国王にとって変わったもの）が右手に持つもの

は、まさにかつてのハンムラピ王の王笏が変化したものに他ならない。そ

して、天使がその王笏で至高の存在であるピラミッドすなわち神の国を象

徴した「法典」に、火を点ずるのである。一般的に、アメリカ合衆国の国

章でもある「ピラミッドに神の目」像は、フリーメイソンの象徴図像のよ

うに思われているが、その本来は「太陽神」に他ならないのである。

　シュメール時代から「光輝やく点」は、「太陽であり、星でもあったが」

やがて「天」と「神」を表わす文字劇ぐとなり、アッカド語ではこのハン

　　　　　　　　　　　　　　　　ハぴ
ムラピ法典の中などで廉とも呼ばれるようになったが、拡散する星型が

合体化して、ヒッタイト語など印欧語系の模形文字では後にDingirヰと

象徴化した表意文字として呼ばれるようになり、それがギリシア時代には

　　　　　　　　　　　　　一292一

法の象徴図像「王努J13 

酬明院〈開制閣制闇削除制 間 φlf手一懐ゴ|
一色a-ri i-na matim li-is-te-bi l-na a-wa-at 

の正義が中に 国 輝くように、 (そして) によって言葉

(天地の偉大なる裁判官であるシャマシュ神の命令で、私の正義=司法が

国中に輝くようにするために……)という文章が挿入されるのであるが、

これによって太陽神シャマシュがなぜ司法神としても機能するかが理解さ

れるであろう o

この文章で表わされている法の象徴図像とその背景となる図柄は、国王

を除外して共和制の国民国家となっても、また宗教的な神の概念が、抽象

的な「至高の存在l合tresupremeJに置き換えられても、そのまま使用さ

れ続け、 1789年「フランス人権宣言」“Dec1aration des Droits de l' 

homme et du citoyen"が発布された時も、古代からの法を公布する象徴

図形の図柄は、そのまま使用されることになるのであるD

すなわち人権宣言上部の左側に描かれるのは、ルソーの『人間不平等起

原論』“Discourssur l'origine de l'inegalite parmi les hommes"などで説

かれる旧体制からの訣別を「鎖を断ち切ることjで象徴したものである

が、上部右側の天使(旧国王にとって変わったもの)が右手に持つもの

は、まさにかつてのハンムラピ王の王努が変化したものに他ならない。そ

して、天使がその王第で至高の存在であるピラミッドすなわち神の国を象

徴した「法典Jに、火を点ずるのであるo 一般的に、アメリカ合衆国の国

章でもある「ピラミッドに神の目J像は、フリーメイソンの象徴図像のよ

うに思われているが、その本来は「太陽神Jに他ならないのであるo

シュメール時代から「光輝ゃく点」は、「太陽であり、星でもあったが」

やがて「天」と「神」を表わす文字}持モとなり、アッカド語ではこのハン

ムラピ法典の中などで場ごとも呼ばれるようになったが、拡散する星型が

合体化して、ヒッタイト語など印欧語系の模形文字では後に Dingir斗と

象徴化した表意文字として呼ばれるようになり、それがギリシア時代には
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　14論　　説

アポロン神の象徴図像となって、キリスト教の成立によって、イエスの礫

となった「十字架」へと変化してゆくが、その根元は依然として太陽神に

他ならなかったのである。

　　　　　　シュメール文字の変遷

絵文マ

来
添
き

　
　
続

　
｝
　
手

き
B
講

古拙文字

止
㊥

バピロニア アッシリア

古典的

襖形文字

　後期

襖形文字

音価

昧 柚キ
an

dingar

繍＞
ピ

トヤ捗一一
ト
トー｝一“F

　　一

h12

意咲

天
衿

人

　ハンムラピ法典では、これに続く文章で「神マルドゥクの言葉によって

我が像が削り取られたりしないように、また我が名を愛するエサギラでは

好意をもって永遠に呼びかけるように・一…」という語句が入って、その後

にこの法典が実際の訴訟においてどのように機能すべきか、を述べてい

る。

　　w　　　　　　　　耳斗一　　　　トi
　　a¶i－1umha－ab－lum　Sa　a－wa－tam　l－ra－aS－Su－u3

　　人は　　不正の　　所の言葉（訴訟）を受けた

　に　の前　　　像我が　　　　　　王　　正義の　　　行くように・そして

　na－ru－i　Sa－a‡一ra－am　li－is－ta－aS2－si　ma

　我が碑文を書かれた　　　読み上げるように、　訟so読む、告げる

　　a－wa－ti　ia　Su－ku－ra一しim　IHS－me　ma　　kala皿u知らせる

　　言葉を我が　貴重な　　　　聞くように、　　　se而聞く

　　　　　　　　　　　　一291一
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アポロン神の象徴図像となって、キリスト教の成立によって、イエスの探

となった「十字架jへと変化してゆくが、その根元は依然として太陽神に

他ならなかったのである。

シュメール文字の変遷

パピロニア アッシリア

絵文? l 内相官文字 l 古典的 後期 荷価 愈 E最

棋形文字 機形文字

ー 一一一一

業 う長 b来 bキ
an 

同斗ー
d i n~ Jr 

ーー...ー・

什会ごご、 r¢〉 ちな〉 ヒい+ト→ロド与一r-ー 人

訴訟手続き

ハンムラピ法典では、これに続く文章で「神マルドゥクの言葉によって

我が像が削り取られたりしないように、また我が名を愛するエサギラでは

好意をもって永遠に呼びかけるように……」という語句が入って、その後

にこの法典が実際の訴訟においてどのように機能すべきか、を述べてい

る。

Ilf手金園芸ば躍岩砂<fT干手一悶 518=闘ト畠f 時国
a-wi-lum ha-ab-lum Sa a-wa-tam l-ra-aS-Su-uz 

人は 不正の 所の言葉(訴訟}を受けた

明月7fRT竿間|!?????問問対許担|
仁の前 像我が 王 正義の 行くように、そして

|時ふ院中I~~問削除|隊側犀ヨゆ司昏三百回i

我が碑文を書かれた 読み上げるように、 Sasli震な、告げる

ITf幸一時〈間lrJeJ回開悦>1問題倒閣下回l
a-ti ia Su-ku-ra-tim li-is-me ma kalamu知らせる

言葉を我が貴重な 聞くように、 Semli聞く
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　　　　　　　一頗薙ヨna－ru一・　a－wa－ta皿Ii－kal響H皿Su　　dHn　Su　li一皿u－ur

我が碑文が訴訟に関し示し・彼に　　　　　　判決を彼の検討して

li－ib－ba　　＄u　　li－na－ab－bi－is　　皿a

　心を　彼の気楽にするように、

（訴訟を起こされた不正な人は、正義の国王である我が像の前に〔出頭し

て〕来るように、そしてここに記載された我が碑文を読みあげなければな

らない。このようにして我が貴重な言葉〔法律上の条文〕を聞くことを要

す。我が碑文をもって、この訴訟に関してその者に対して示すことを聞く

べし、その者がこの場において下された判決を検討して自分の気持を安ら

かにするように……）

　そして、この判決を受け入れた者の遵守事項を示し、先ず、この法典の

条文をマルドゥク神とザルパニット女神の前で読みあげて、

da－ni－ta皿　H－iq－bl　ma　i－na　皿a－har　　　　　a2は　daの誤り

法典を語るように、　　　　で　　前

　　91駆皿arduk　be－h2ia　ibzar－pa－m－tum　be－e1－ti　ia

　　神マルドウクと主我が　神ザルパニットの　女主人　我が

（この懊形文字に記されたように）判決された刑に服することが書かれて

いるが、その文中において「王笏」はかなり特殊な意味で使われている。

つまり、判決を受け入れてハンムラピ法典に従う者は、（それが国王であ

る場合）「その王笏が延びる」すなわち自分の治世や権力が延びる、と読

むことができ、その後に掲げられた「この法典の内容を守らないなら（そ

れが国王であろうとも）王笏を破壊し、その運命が呪われる」ことが記載

されているのである。

　法典を守る者の特権を示した箇所は以下の通り

　　　　　　　　　　　　　一290一

法の象徴図像「王第J15 

同&間干季一矧機制野ーそ)0閏I1，歩統〉局総制長ミ証=n
na-ru-l a-wa-もam li-kal-lim Su 

我が碑文が訴訟に関し示し、彼に

紗平腫-::!I開高|齢胸間ゆ間日|
li-ib-ba Su li-na-ab-bi-iS ma 

心を 彼の気楽にするように、

di-in Su li-mu-ur 

判決を彼の検討して

(訴訟を起こされた不正な人は、正義の国王である我が像の前に〔出頭し

て〕来るように、そしてここに記載された我が碑文を読みあげなければな

らない。このようにして我が貴重な言葉〔法律上の条文〕を聞くことを要

す。我が碑文をもって、この訴訟に関してその者に対して示すことを聞く

べし、その者がこの場において下された判決を検討して自分の気持を安ら

かにするように……)

そして、この判決を受け入れた者の遵守事項を示し、先ず、この法典の

条文をマルドゥク神とザルパニット女神の前で読みあげて、

国璽J'II>-口lω縦断品お長bゴ1~防<彦主立ゆ|
da-ni -tam 1 i -iq白bl ma i-na ma-har az t~ daの誤り

法典を語るように、 で 前

剛容今回予ぐb間予It噸百圏昨主〉明記IK令部←~I

神マルドゥクと主我が 神ザルパニットの 女主人 我が

にの模形文字に記されたように)判決された刑に服することが書かれて

いるが、その文中において「王努」はかなり特殊な意味で使われているo

つまり、判決を受け入れてハンムラピ法典に従う者は、(それが国王であ

る場合)Iその王坊が延びるJすなわち自分の治世や権力が延びる、と読

むことができ、その後に掲げられた「この法典の内容を守らないなら(そ

れが国王であろうとも)王第を破壊し、その運命が呪われる」ことが記載

されているのである o

法典を守る者の特権を示した箇所は以下の通り

-290-
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u2－zu－ra－ti　ia　la　u2－na－ki－ir

像を　　我が　　ないなら　変え

a－wi一短皿鋤一u2ki一皿a　ia－ti艶r皿i－Sa－ri－i皿

　人に　このように私の　王正義の

　　　　　　　　15
犀hSa皿aS　hat些i　言u　li－ir－ri－ik　　　araku甑する

神シャマシュが　王笏．を　彼の延ばすように　（そして）

ni＿言i　Su　i－na　皿i－Sa－ri－im　li－ri　　　　　　　aru支配する

人民を彼ので　　正義　　支配するように、

また、この法典を守らぬ者に対する罰則は以下の通り、

anu皿　　ra－b舷一um　　a－bu　　　i3一夏i2　　na－bu－u2　　pal亙　　　ia

アヌが　偉大なる　父　神々の制定した治世を我が

me－la皿2　艶r－rU－tim　li－te－ir帥

栄光を　王権の取り上げるように、彼から

hatti　　su　l　i－iS－bi－ir　　　　きi－ma－ti　　Su　　I　i－ru－ur

王笏を披の破壊するように、運命を彼の幌うように、

araru呪う

きabaru　鍛す

　　　　　　　　　　ぐL　　ぐ一冒酬
i　iuen－li12　　　　be－1um　　mu一きi－i皿　　忌i－ma－ti皿　　　　　Samu　決する

神エンリルが主なる　決定者　　運命の

忌a　　qi2－bi2－zu　　la　ut－ta－ka－ru

　　　　　　　　　　　　　　　　　拡大した　　　領土を　我が所の彼の命令はず　反論でき

　このようにハンムラピ法典の中において、王笏は法典を守る者と守らぬ

者にどのように作用するかが書かれているが、王笏はその両方の者の「王

権」だけではなく、統治者としての心構えにまで立ち入った内容の規範を

表わしているように思われる。

　このような記述の後で、ハンムラピ法典の後文は、この法典を守らない

　　　　　　　　　　　　　　一289一
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|昨問問時〈間作用昨時~~

像を 我が ないなら変え

間一傘匡凋時間I~日間秒←~踊炉@酬肝緋十

人に この ように私の 王正義の

岬ミミロ同昨二占i15問題例b 同旦羽
araku延長する

神シャマシュが王者5ーを彼の延ばすように(そして)

昨>-手-~I~φ修制肝耕総判可司

人民を彼ので 正義 支配するよう仁、

また、この法典を守らぬ者に対する罰則は以下の通り、

閉廷開衿ト凶1¥1杯争か-(i;>位>11同持嬬訴え間II

アヌが偉大なる 父神々の制定した治世を我が

1子賛同相手ゆC>I問題例制i:>JfI

栄光を 王権の取り上げるように、彼から

に:f岸=占11務割問ゆT-II十日時〈直議制主主Jl::1
hatti Su li-iS-bi-ir Si-ma-ti Su li-ru-ur araru呪う

玉2告を彼の破壊するよう仁、運命を彼の呪うように、 色aban1援す

i時:FK曾|射←附子一日わ!
a-tlm 主amu たする

神エンリルが主なる 決定者 運命の

|め司令時同岡11明。例制ID~町議口災斗罰|細企時〈聞|
Sa qi2-biz-zu la ut-ta-ka-ru 

所の彼の命令はず 反論でき 拡大した 領土を 我が

このようにハンムラピ法典の中において、王努は法典を守る者と守らぬ

者にどのように作用するかが書かれているが、王努はその両方の者の「王

権Jだけではなく、統治者としての心構えにまで立ち入った内容の規範を

表わしているように思われる。

このような記述の後で、ハンムラピ法典の後文は、この法典を守らない

-289-



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　17

者（国王）がどのような罰則を受けるかが詳細に、何と百行以上にもわた

って、記述され、ハンムラピ法典の結びの文句としてこの法典は終ってい

るのである。

　ハンムラピ法典の違反者処罰規定（後文）

　すなわち、このような経過によって、このハンムラピ法典の内容を守る

者は保護されるが、ハンムラピ法典を遵守しない者の「王笏」は破壊さ

れ、更に以下の如き抽象的な罰則が（主として）天罰という形で加えられ

るのである。つまりこれ以降の後文の内容が「ハンムラピ法典の罰則」と

して法文に違反した者に下されると、みてよいだろう。

Sa　qi2－bi2－zu　laut－ta－ka－ru　　　　皿u－Sar－bu－u3Sar｝ru『ti　ia

所の彼の命令はず　反論でき　　　　　　　　拡大した　　　　領土を　我が

煕禰・・萌．te－si　　　　　　　　　la　　Su－ub－bi－im　　ga－zu

反抗と（所の）ない押さえられ　彼の手を

ra－ah　　　　　　　　　ha－1a－qi2　Su

呪いで（所の）破壊的な彼には

　　　　　　　　　　　　　　趣トー恥＞
1｝RaSu』ub－nSuh－Sa－ab－bi－ha－aSSu皿　Sapahu紋らす、追㌧、出す

から　住まい彼の追い出すように、　（又）

pali　　ta－ne－hし一玉m

治世、　嘆息の

U4－mi　1一ZU－t工m

日、欠乏の

1SU　小さい 蓉a－na－a－at

年月、

hu－Sa－ah－hi一ユ皿

空腹の

ik一互i－it　正a　na－wa－ri－i皿

闇、　　ない　光の

．韻　　　　　目＝
mu｝ut　ni－ti－11　i－ni皿

　死を、　見つめる　目を

a－na　　si－i皿一t1皿　li－si－im　　Su皿

として運命　　　決定するように、　（又） samu決する

ha－1a－aq　ali　Su　na－aき2－pu－uh2

破壊、　町の　彼の　　　分散、

　　　　　　隔
Sar－ru－zu　　su－bi－1a皿　　Sum　　Su

彼の領土の除去、　　　名彼の

　　陰＞ぐL』目
ni－si　Su

人民の彼の

　　　　　abalu　もたりす、取り去る

一288一

法の象徴図像「王務J17 

者(国王)がどのような罰則を受けるかが詳細に、何と百行以上にもわた

って、記述され、ハンムラピ法典の結びの文句としてこの法典は終ってい

るのであるo

ハンムラピ法典の違反者処罰規定(後文)

すなわち、このような経過によって、このハンムラピ法典の内容を守る

者は保護されるが、ハンムラピ法典を遵守しない者の「王勿」は破壊さ

れ、更に以下の如き抽象的な罰則が(主として)天罰という形で加えられ

るのであるo つまりこれ以降の後文の内容が「ハンムラピ法典の罰則」と

して法文に違反した者に下されると、みてよいだろう o

l桝〈帰国同11明。例制丘I~町議口災斗萄11窓口￡玉砕〈閤干|

所の彼の命令はず 反論でき 拡大した 領土を 我が

間守一智占販偉~~吾平~碕- 車事1四巧耳~- JJI 
te-si la Su-ub四bi-i皿 ga-zu

反抗と(所の)ない押さえられ 彼の手を
呪いで(所の)破壊的な彼には

I~高崎広刷冒l関節制別問ゆ長ト同!ii:>1 併をゆ干時間ゆ断一九
u-ub-t 1 孟U 11-主a-ab-bi-ha-as Su皿 Sapahu依らす、追い出す pali ta-ne-hl-im 

から 住まい彼の追い出すように、 (又) 治世、 嘆息の

阿佐a:=岡ゆc>lゆやく事lf__~悶!桝ゆ<fゅに〉糊←4
u.-mi l-zu-tlm I:;;U '1'、きい きa-na-a-at hu-sa-ah-hi-lm 

目、欠乏の 年月、 空腹の

lT??;開貯や何軒咽|官官??令<rI
問、 ない光の 死を、見つめる目を

Il干時4一挙肝ーゆC>I問題ゆ刊一勝F防i:>l
a-na きi-im-tlmli-Si-im 主um

として運命 決定するように、 (又) 主昌mu決する

lfTRR戸J豆町!?nmr〉 44|
破壊、 町の彼の 分散、 人民の彼の

I~窓口品開局ゆ民!1m!馬E著
abalu (，た勺す、 nり去る

彼の領土の除去、 名彼の
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u3zi－kir帥　1－na　ma－ti脇　1aきu－ub一甑一a－am

と　名称を　彼の　で　国土　　持たないこと、などを

1－na　pi　Su　kab－ti皿　IHq－bi　　　　　baSOある、赫つ

で　命令彼の力強い　　述べるように

命令が反論できず、我が領土を拡大した所の神エンリルが、その者の

手が押さえられない反抗やその者には破壊的な呪い（を与えること）に

よって、その者を居住しているところから追い出してしまうように。

　嘆息するような治世、欠乏の日々、空腹の年月、光のない闇、目を見

つめる死を（その者の）運命として決定するように。町の破壊と人民の

分散と領土の除去、その国土でその者の名と名称を持たせないこと等

を、力強く命令で述べ（させ）るように。

・1“nin－1i13u皿mun　ra－be8－tu皿　　きaq・2－b・2－za　i－nae2－ku「

神ニンリル母　偉大な　　　所の彼の命令はでエクール神殿強力である

nin　恥一dam一皿i－ga－at　i－gi－ir－riia

女王は　　お気に入りの　　　計画を我が

a一きar　　ゑi－1P一（ii－i皿　　U3

場所で　　判決　　　　や

pu－ru－zi－i皿

決定の

　　　　　　　go
i－na　ma－har　ilロen－1i12　a－wa－zu　li－h－mH聴

で　　の前　神エンリル彼の訴訟に　悪意あるように、

Su－u1－pu－ut　孤a－tiSu　ha－1a－aq　ni－Si　Su

　襲撃と　　国への彼の　破壌と人民の　彼の

i－na　　p玉　　31ロen－1112　　　　きar－ri－1皿　　1五一Sa－aS－k　i－in

の中に口神エンリルの　王　　　　置くように、　訟kanu量く、指定する

　エタール神殿で、その命令が強力である偉大な母、ニンリル神、我が

計画をお気に入りの（この）女王は、エンリル神の前の判決や決定の場

で、その者の訴訟を歪めるように。その者の国への襲撃と人民の破壊と

水のような生命の流出を、王であるエンリル神のロの中に置くように。

　　　　　　　　　　駆蘭闘・。・一
BI・en－ki　nun　ra－bi－um　SaSi簡皿a－tuSui－na皿ah－ra・一la－ka

　神エンキは王子偉大なる　　　所の運命が　彼の　を　　前　　行き

　　　　　　　　　　　　　一287一

ta－ba－ak　　na－piS－tユ　　Su　　ki－ma　　ロe－e

流出を　　生命の　彼の　の如き　水

18論説

守宮市箱路昌l医局〈与'回帰C>l 1晴直販制Tf~争|

と名称を彼ので国土 持たないこと、などを

IS:時時=晴昌ヨゆ亡>l困問題f1><fι-I. ta:G> I 
l-na pi 主u kab-tim li-iq-bi baSu ある、持つ

で命令彼の力強い 述パるように

命令が反論できず、我が領土を拡大した所の神エンリルが、その者の

手が押さえられない反抗やその者には破壊的な呪い(を与えること)に

よって、その者を居住しているところから追い出してしまうように。

嘆息するような治世、欠乏の日々、空腹の年月、光のない閣、目を見

つめる死を(その者の)運命として決定するように。町の破壊と人民の

分散と領土の除去、その国土でその者の名ど名称、を持たせないこど等

を、力強く命令で述べ(させ)るように。

IR習でlJFr??児問 !?1玄関 i自門事句閉t
神ニンリル 母 偉大な

所の彼の命令はで エクール神殿強力である

降国嵯崎博彦争ほ111住帯型住〉刷間，1 IT穏口+τI!I!ICI~騎枠4停留争ト企肝紛糾
i-ga-at i-gi-ir-ri ia a-主ar 呈i-lp-di-im U3 pu-ru-

女王は お気に入りの 計画を主主が 場所で 判決 や 決定の

桝相時偽壇画|開時峨争勝格調脳
j-na ma-har i 'Uen-lilz 白wa-zu li-ll-mi-in 

で の前 神エンリル彼の訴訟に懇意あるように、

|民防争回目臥間開習砕位><1-占| ゆ相時時臓や姐|ゆEヨト面|
主u-ul-pu-ut ma-ti Su ha-la-aq ni-Si Su ta-ba-ak na-pi呈-tl 主u ki -ma me-e 

襲撃と 国への彼の破線と人民の彼の 流出を 生命の彼のの如き水

|民側#恥E圃|関口肝:J~照射制ト号頚þl

の中に口神エンリルの 王 置くように、 sakanu置し指定する

エクール神殿で、その命令が強カである偉大な母、ニンリル神、我が

計画をお気に入りの(この)女王は、エンリル神の前の判決や決定の場

で、その者の訴訟を歪めるように。その者の国への襲撃と人民の破壊と

水のような生命の流出を、王であるエンリル神のロの中に置くように。

除シ邸時干闇ゆ咽 跨亨平二回羽閏圏内I~婦が網開止用問l
.'uen-ki nun ra-bi-um sa Si-ma-tu Su i-na mah-ra l-la-ka 

神エンキは王子偉大なる 所の運命が彼のを 前 行き

-287-



法の象徴図像「王笏」　19

　　㏄』
　　皿

abqaH3－1i2mu－di　皿i－m－masu回｝su龍sa榊ri－ku／・4－u紬a鳴1a－tiia

指導者、神々の　知る者、何でも　その名が　　延ばす者であって　日を人生の　我が

UZ－na皿U3ne－me－ga－a皿　1i－te一』r　言U皿a　　駐e億壱qは知慮　　　i－na皿i－S卜t加

　耳　　と　　知恵を　　取り返すように、彼から　　taru返す、回復する　　に　　忘却

1ユー夏t－ta－ar－ru　　Su

戻すように、彼を

1d2一まd2　Su　1－na　皿a－aq－b1一ユm　　h－is－kl－w　　　sakaru堰き止める

河々を　彼ので　　水源　　　堰き止めるように、naratu＜id2っ碗

i－na　ir－si－ti　Su81“aSuan

では地彼の穀粒の神を

　その者の命令が、優先する所の偉大なる王子（によって）、神々の指

導者、全てを知る者、我が人生の日を延ばす者、エンキ神はその者から

耳と知恵を取り上げるように。その者を忘却の彼方へ戻すように。その

者の河川を水源で堰き止めて、その地においては人民の生命である穀物

を存在させしむるな。

燈　　　駅匡＞←
na－pi－IS－ti　　nエSl　　a　　　u2－Sa－ab一きi

生命である人民の　　な　あらしめる

aSnanく　恥Samaゑ　da－a－a－nu－u皿ra－bi－um

ba薗存在する神シャマシュは裁判官　　　偉大なる

SaSa『皿e－eU3ir－3i鞠tim皿U－US－te－SeT　aSarU聴で支配する

所の　天　　　と　　地で　　　正義を

　　　　　　k｝潮目
＄a一ak－na－at　na－pi－i忌一ti躍

置く（敷く）生ける物に

be－1mtu－ku1－ti　Sar－ru－zu　li－is－kユー三P　sakapu転倒する

主であリ　我が力の彼の王国を　　転覆するように、

判決を彼のないように、決し　　　道を彼の誤るように、　danu決する

基礎を軍の　　彼の　　破壊するように、　　　　の中に幻視彼の　前兆を　悪い

所の根こぎにし　基礎を治世の　彼の　　　　　破壌する　　国の彼の見せるように、　（彼に）

　　　　　　　　　　　　　一286一
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CoL 

---.-ー ー・1陸路傍蜘日持閥1 I間関刷岡山10咽困層苓閤干l
abqal Is-li2 mu-di mi-lm-ma 主um-主U 血u-Sa-ri-ku / Urum ba-la-ti ia 

指導者、神々の 知る者、何でも その名が 延ばす者であって 日を人生の我が

繍府寝察関幅員同~静止~I国自制ゆ<T1iii>Jj回| .1院時倖←ゆC>I

耳 と 知恵を 取り返すように、彼から taru返す、図聾する に 忘却

勝報町ゆ持制企占| 肝留H回 ~W偉時ゆ野ゆ期刊灘ゆ<r~才~Þl
lI-lt-ta-ar-ru i!u ld2-1d2 i!u J-na na-aq-bl-lm 1i-is-kl-lr sakaru種き止める

戻すように、彼を 河々を彼ので 水源 堰き止めるように、 naratu< id2-1d2 

I~ゆ偉〉同邸時私聞 l噸モミ縄羽鴎二手|
i-na ir-$i-ti Su " "asnan 

では 地 彼の穀位の神を

その者の命令が、優先する所の偉大なる王子(によって)、神々の指

導者、全てを知る者、我が人生の日を延ばす者、エンキ神はその者から

耳ど知恵を取り上げるように。その者を忘却の彼方へ戻すように。その

者の河川を水源で堰き止めて、その地においては人民の生命である穀物

を存在させしむるな。

|防除問時-<ti>-<l-I肝棒割問←除問問m号明朗砂町l
生命である人民の な あらしめる ba剖存在する神シャマシュは裁判官 偉大なる

除手刷ト二回18f田P閣ゆC>ll~何ゆ平穏i>l

所の天 と 地で 正義を

断峰崎惇ミIゆゆ闘拡>¥
主a-ak-na-at na-pi-i主司tilll

貫く(敷く)生ける物に

排他信網毒自制掴鷹百五回羽射に印刷
ーlu皿 u-kul-ti Sar-ru-zu li-is-kt-ip sakapu転倒する

主であり 我が力の彼の王国を 転覆するように

I-~麹Þ--ll1fTfl昨苓紘司i昨え刷局鶏削ヰ← l
(jL-LU su a l-<!l-ln u2-ru-uh Su li-si eSu誤る

判決を彼のないように、決し 道を彼の誤るように、 danu決する

rkfypi再開号苦情問 l照?円fl怜 jF欄
基礎を軍の 彼の 破壊するように、 の中に幻視彼の前兆を悪い

lF点王h閉庁警q空で冒|明帯骨明慰問町駅um
所の根こぎにし 基礎を治世の彼の 破壊する 国の彼の見せるように、(彼に)
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20論　　説

一繭｝　　網鞭副a¶a－t眼m皿a－ru－US－tum　Sa　Ih＄a皿as　　ar申hHs正Hk－S・一zu

　言葉が　枯らせる（呪いの）の　神シャマシュ　　急いで　　落ちるように・

　漁　　　　　　　鞭e－li－iSi－na　ba－a1－tu－ti殴　1i－iz－zu－uh2Su

上の　　では（地上）生活　　　根こぎにするように、彼を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω
Sa－ap－li－i言i－na　ir－3i－tim　　　　　eki皿皿6Su皿e冒eh－Sa麿az一鳳i

下の　　　　では　　地中　　　　　　　　　　　亡霊に彼の水を　剥奪するように・

　天地で生ける物に正義を敷く偉大な裁判官、わがカの主、神シャマシ

ュはその者の王国を転覆するように。その者の判決を認めないように。

その者の道が誤るように。その者の軍隊の基礎を破壊してしまうよう

に。その者の幻視の中では治世の基礎を根こそぎにして、国を破壊する

悪い前兆が見えてくるように。シャマシュ神の呪いの言葉が急ぎ落ちる

ように。上の地上生活ではその者たちを根こそぎにするように。下の地

中ではその者の亡霊から水を剥奪してしまうように。

巴1ロsiロbe－el　Sa¶e－e　ilu皿ba－nu

神シンが　主、天の　　　神、私を作った

　　　　　　　前繍口
aga皿　kussa皿　　Sa　　Sar－ru－ti霞　Ii－te－ir　　Su

王冠玉座を　の　治世　　　戻すように、彼から

Sa　　　　　　きe－r1－ZU　　　三一na　13－112　SU－pa－a－at

所の彼の三日月刀が中に神々の輝く

ago〈皿ir

kussO＜…gu－za

ar－na皿　　kab－ta皿　　きe－ri－zu　　ra－bi－tam

　罰　　重い　　罪を　　　大きい

＄a　　i－na　　zu－um－ri　　Su　　互a　i－hal－1i－qu2　三i－mu－zu　　ma

所の　から体　　彼の　　失せない課するように、　　e回6du結ぽれる、課する

uボ皿i　arhi　arhi　Sa－na－a－at　pa1亘　Su

日々　　月々　　　年々は　　治世の彼の

i－na

で

ta－ne－hi－i皿u3di－i四噸a－ti皿　1i唯a－aq－ti　qat醸りにする、切幡てる

嘆息　　　　　と　　涙　　　終らせるように、

ka皿一阻a－al　Sar－ru－ti皿

負担を　　　王国の

　　　園¢咽
1i－Sa－a（1－di－il　　SU　　　　　Sadalu　堪やす、広げる

増加するように、彼に

　　　　一285一
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Ilf手号奇弔事啓司!制限1 柄。闇|除額制民芝居岡i

言葉が枯らせる(呪いの)の神シャマシュ 急いで 落ちるように、

|回線以惇ヨ1"1割問号機駒倒防相国協祖
e-l i-i呈 i-na ba-al-tu-tim li-iz-zu-uh2 Su 

上の では{地上)生活 叡こぎにするように、後を

せ円??-F司竺?関砂I!盟府県:TFf削除絹
下の では 地中 亡霊に彼の水を 剥奪するように、

天地で生ける物に正義を敷〈偉大な裁判官、わがカの主、神シャマシ

ュはその者の王国を転覆するように。その者の判決を認めないように。

その者の道が誤るように。その者の軍隊の基礎を破壊してしまうよう

に。その者の幻視の中では治世の基礎を根こそぎにして、国を破壊する

患い前兆が見えてくるように。シャマシュ神の呪いの言葉が急ぎ落ちる

ように。上の地上生活ではその者たちを根こそぎにするように。下の地

中ではその者の亡霊から水を剥奪してしまうように。

偽星崎糊制下掛閉そ回位〉障ゴ|ゆ七T~篇肝牙岡11砂場tì>þ直朝関|

神シンが主、天の 神、私を作った 所の彼の三日月万が中に神々の輝く

1暫 k思円r刊可燃判断で片r晶
王冠玉座を の治世 戻すように、彼から kussu < •• 'gu-za 

同制を鋸~!t:ゴロi問題刷岡削除~Kfl

罰 重い 罪を 大きい

削除舗に町柑恩師|昭住ゆ側斜回目節制密主回Eヨ|
主a i -na zu-um-!"I Su la 寸lal-li-qu2 li-[山町zu ma 

所の から体 彼の 失せない課するように、 e皿edu結ぼれる、謀する

|ロ~悶悶11制矧T闘畦組i
arhi arhi 邑a司na-a-at p也li Su 

日々 月々 年々は 治世の彼の

|時制断。樹ト~..備時折制ゆþl博組制射瀞時イ
i-na ta-ne-hi-im U3 di-ill-ma-tim li--sa-aq-ti qatu・4弓にする、切り捨τる
で 嘆息 と 言葉 終らせるように、

惨相捗礎臨わ|紗f ゆ守閣〈歩取~JlI

負担を 王国の 指加するように、彼に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」21

　ba一正a－ta皿　Sa　　it－ti　皿u－ti皿　5i－ta－an－nu　　　　Sananu似ている、対立する

　　入生を　　所の共の　死と　　ような

　a曹na　　S五一im－ti皿　　li一きi｝iロ　言um　　　　　　　　　　　　　　Sam面　決する

　として　運命　　決するように、彼に

　三日月刀（月）が神々の中で輝く神（となりて）、天の主、私を作っ

た神シンが王冠と治世の玉座をその者から取り上げてしまうように。そ

の者の体から失せない重い罰と大きい罪とを課するように。その者の治

世の日々、月々、年々は嘆息と涙で終わらせるように。

　その者に王国の負担を増加させるように。死と共にあるような人生を

運命として決するように。

晋

B1“adad　　be－el

　　マ神アダドが主・

h6galli皿gu－ga1Sa－me－eu3ir－31－tlm　n－Su　u2－a

充足の　　指導職、　天　　と　地の　　援助者、　我が

一R目…蘭．一zu－nエ　　ユーna　　尊a－me－e　皿1－lam　　1－na　　na－ak－b1一ユm

雨とからの天　洪水からからの泉

皿a－zu　　ユーna　　hu一言a－ah2－h1－i皿　u3

彼の国をで　　　飢餓　　　　と

1三，te－1r　　きu

拒むように、彼を

　　　　　　笥
bu－bu－tm　li－haH1－1q

渇望　　破壌するように、

e－1i　ali　Suユz－zmS　h－is－s・皿a　　獣iS－Si一皿a〈naSu運ぶ

　を　町　彼の熱狂的に　暴れるように、　　　　1唱1咽a〈sa皿U決する

皿a－zu　　a－na　　til　　a－bu－b夏一i皿　　Ii－te－ir

彼の国をに　丘　　嵐で　　　　変えるように、

　充満の主、天地の指導者、我が援助者である神アダドが、天から（降

る）雨水や泉の洪水からその者（の助け）を拒むように。その者の国を

飢餓と渇望で破壊するように。その者の国を嵐によって丘に変えてしま

うように。

　　　　　　　　　　　　　　　　一繭
　za－ba4－ba4qar－ra－du－u鳳ra－bi－u回　　　皿a「ri－eS－tu－u皿Sa　e2－kur

神ザババが　　　　　戦士、　偉大な　　　　　　　息子・　長男の　　所のエクル神殿で行く

一284一
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|悶暗砂降司|田断問時徒勃凶|守一例綜号令|

人生を 所の共の死と ような

怖く夢+酬干悦>l機ゆ?を蛍肝時i>1

として 運命 決するように、彼に

三日月万(月)が神々の中で輝く神(どなって)、天の主、キムを作っ

た神シンが王冠ど治世の玉座をその者から取り上げてしまうように。そ

の者の体から失せない重い罰ど大きい罪どを課するように。その者の治

世の日々、月々、年々は嘆息と涙で終わらせるように。

その者に王国の負担を増和させるように。死ど共にあるような人生を

運命として決するように。

隊納付φ司暗証羽 |原þ昏ー制下萄\[空軍jit:::>同百喰t:>l l肝4 岡町~ lfl 
• • "adad be-el h吾，gallim gu-gal sa-me-e U3 ir-~p-tl 

神アダ'ドが主、充足の 指導職、 天 と地の 媛助者、我が

|燭!t>住持制下回I~ Þ:::騎1 ，. 1肱ゆφ野樟!þ瞬併{ 隙判ゆ<fi::>--:m 
zu-nl l-na ~a-me-e ml-lam l-na na-ak-bl-lm ll-te-tr SU 

爾と からの天 洪水からからの泉 拒むように、彼を

匹軍国|防φHゆ神州特|持国治吋トゆC>I明制ゆ~lþ<f且4
ma-zu l-na hu-主a-ah.-hl-im U3 bu-bu-tlm 1 i-hal-ll-lq 

後の国をで 飢餓 と 渇望 破渡するように、

l厨羽ゆ<fほ:r~冒111=ゴ併殺層雪|閣ゆ司区=耳目~ nl主U 荒れる
ーli ali Su lZ-Zl-lS il-is-Sl ma 注意is-主i-ma< na主U運点

を町 彼の熱狂的に暴れるように、 l-Sl-ma < 呈呂田u~売する

陣=f岡1f.母国T干お←砂駅慣例ゆ<ft.j
田a-zu a-na til a-bu-bl-im li-te-ir 

彼の国をに丘 嵐で 変えるように、

充満の主、天地の指導者、我が援助者である神アダドが、天から(降

る)雨水や泉の洪水からその者(の助け)を拒むように。その者の国を

飢餓と渇望で破壊するように。その者の国を嵐によって丘に変えてしま

うように。

I~刷噸側関岡!め<11醇雪~
ra-bi-u凪 mar rl-e主ーtu-um Sa e2-kur 

神ザパパが 験士、 偉大な 息子、 長男の 所のエクル神殿で行く
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22論　　説

a－1ユーku　im－n　I　ia

　　右を　我が

a－Sar　　tam－ha－ri－i皿　　kakka　　Su　　11－1S－bi－ir

場で　戦いの　　　武器を彼の　壊すように、

Sabaru　鍛す

　u尋一ma－a皿a－namu－S・一i蹴1、一te一、r　Su皿mana－k、一・rきu　e一生f　Su　h－iS－z・一・z

　昼を　　　に　　夜　　　　　変えて、彼には　敵が　　彼の　上に彼の　立つように、

　エタル神殿で、我が右を行く長男、偉大な戦士神ザババが、戦いの場

でその者の武器を壊してしまうように。昼を夜に変えて、その者の敵が

その者の上に立つように。

pa－t1－a－at　　　kakk1　　エa

　　　　　　　　　　　　　　　　plto　開報『する、穀す
（所の）開いた武器を我が

　　inanna　be－h－1t　tahazlm眩3qabl6　　　tahazu〈me3

　神イナンナ　女神、　戦い　　と　抗争の　　　qablu〈Sen磁en

　1a一皿a冒zida－m－iq－tu皿ra－i－ma－at　pah　ia　ra皿u野る

　守護霊、　慈悲深い　　　　愛する　　　治世を我が

　　　　　　　　ゆ　i一na　Ii－ib－bユSa　ag－9、一i皿

　で　　心　　彼女の怒りの

　1－na　uz隔za暫tユSa　ra－be8－a一し・皿言ar－ru－zu　li－ru－ur

　で　　激怒　彼女の　大きな　　彼の王国を　呪うように、

　わが武器を改良したところの戦いと抗争の女神イナンナ、我が治世を

愛する慈悲深いこの守護神が、その怒りの心で、また大きな激怒でその

者の王国を呪うように。

da皿一ga－ti鋤a－na　h一・皿一ne－tim　li－te－ir　araru呪う

慈悲を　　彼のに　　悪　　　　　　変えるように、

（1i－te一・r）a－Sar　ta－ha－zi皿u3qab16

璽複　　　　の場で　戦い　　と　抗争

kakka　　Su　　　li－is－bi－1r

武器を彼の　壊すように、

i一きユーta皿za－ah－ma－aS－tam　h－i豊一ku－un　Su皿　iSitu混乱

　混乱　　反乱を　　　　　起こすように、　注意嬉a馳火

　　　　　　　　　　　　一283一

22論説

i背紗干鴎緋b聞朝 間組鋪隠桝断ー~I同百勝折田齢i>I
a-Sar tam-ha-ri-im kakka Su 11-1S-bi-ir 主abaru援す

右を我が 場で戦いの 武器を彼の 壊すように、

|即日瑚陶岡新|問題削削除〉除炉日! 神号炉画自紗4直l関射~肝奇襲 ~I

昼を に夜 変えて、彼には 敵が 彼の上に彼の立つように、

エクル神殿で、我が右を行く長男、偉大な戦士神ザノ〈ノfが、戦いの場

でその者の武器を壊してしまうように。昼を夜に変えて、その者の敵が

その者の上に立つように。

間=時〈汗悼君臨位二f8'位二 7干|
pl tu開拓する、較す

(所の)開いた武器を我が

閉そ時干~ゆ司匡町11 ト野ーキ国陣留国百l

神イナンナ 女神、 戦い と抗争の qabluく Sen-主en

|昭~ヨ鼎羽IJJ司告事-I宅~I問時オ閑将位朝

守護霊、慈悲深い 愛する 治世を我が

掛母給問ゆ制LJ陸一砕罰則一|
i-na li-ib-bl Sa ag-gl-i皿

で 心 彼女の怒りの

問領例研似ゆ<11'開局同 W 睡~日窓口正珊鮮肉呂田|

で 激怒彼女の大きな 彼の王国を呪うように

わが武器を改良したところの戦いと抗争の女神イナンナ、我が治世を

愛する慈悲深いこの守護神が、その怒りの心で、また大きな激怒でその

者の王国を呪うように。

時干~トφ-<~買いlJf)<&:紛輸局同ゆþ8開制ゆ<fIi:>:l 
dam-ga-ti主u a-na ll-lm-ne-tim li-te-ir araru呪う

怒悲を 彼のに 悪 変えるように、

問題~ゆ~Ilf~覇ロト嘗一手国随留国百|
( li-te-u) a-Sar ta-ha-zim Ul qabl吾

重檀 の場で戦い と抗争

|同臥国|関隣自民>~
kakka su li-is-bi-lr 

武器を彼の 漉すように、

IS::<F-ー矧肝ゆ'国』一回i開制固目嗣税制

混乱 反乱を 起こすように、 注意iSatu大

-283-



法の象徴図像「王笏」　23

qar－ra－di　Su　li－Sa－am－ki－it

戦士を　彼の　崩すように、

1Stu　ヤの後

皿aqatu　屡ちる、崩れる

da一皿i　Su－nu　　lr－3i－tam　　Ii－1S－ki

血を彼らの　土地に　　注ぐように、 SaqU水を庄ぐ

gu＿ru－un　　Sa－a正一ma－at　　u皿一皿a一11a一し具　　Su

山積みを　死体の　　　　軍隊の　　彼の

i－na　si－ri－im　Ii－it－ta－ad－di

　に野　投げ出すように、 nadO　役げる、無視する

　　　　　　　汗
3ab　　きu　　　　一一一am　　　a－i　　u2－Sar一言i　　Su－a－t1

軍に彼の埋葬？を　ず　許さ　　（それを）

raき0　得る、受ける、許す

a－na皿a－at　nu－ku－ur2－ti　suka－m1一1s　H－ru　Su　aru運ぶ

に　　国　　　敵意の　　彼の　縛って　運ぶように

　その慈悲を悪に変えてしまうように。戦いと抗争の場でその者の武器を

壊してしまうように。混乱と反乱を起こすように。その者の戦士を崩して

しまうように。それらの者どもの血を土地に注ぐように。その者の軍隊の

死体の山を野に投げ出すように。その者の軍に埋葬を許さず、敵の手に満

たしてしまうように。敵対する国にその者を縛って運ぶように。

　　　　　　　．　　　　　一d。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　qa2－ba－al　　la　　皿a－ha－ar

　ne3－ir10rgaldan¶u一服i－na13－li2
　神ネルガルが　　　強者、　の中の神々　　　　　　　　戦士・ない　並ぶ者の

mu噌a－ak－S1－du　lr－ni－ti　ia

　得させる者　　　勝利を　我が　　　　　　　　kasadu達する、打ち饒っ

　ロ　　　ヒ　　ミレミユ　　ロ　　でまロ　ト　ハ

　で　　　カ　　その　　　　な

　履　　　　k5曙一幅
a－na　ga－at　na－ak－rl　Su　li一皿a－al－h　Suma　　　総10激す、完成する

　に手　敵の彼の満たすように、彼を

岬断＞
ki－ma　　i－Sa－ti皿　夏z－zi－ti己　 Sa　　a－bi－1皿

のように　炎　　狂暴な　　の　芦草

一282一
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|齢問。局防砂妙。画JI 1主tu~の後

maqatu落ちる、崩れる

戦士を 彼の 崩すように、

幅二司~眉ヤI!;>崎町ゆf図書号l
da-mi主u-nu tr-:;;i-tam li-Ui-ki 

血を彼らの 土地に 注ぐように、 Saqu水を注ぐ

ト4立与!爾桝n酬明T{P同院国11曜日多時〈眉j
gu-ru-un Sa-al-ma-at u皿ー皿a-na-tl Su 

山積みを死体の 軍隊の 彼の

匠薄日百肝萄隔司勝司岡ゆfti国璽
i-na :;;i-ri-i田 li-i t-ta-ad-di 

に野 投げ出すように、 nadu投げる、集祖する

|今蔀機感鱒ゆjllfS=昨司臨ロ←11占 H降ベl

寧に彼の埋葬?をず 許さ (それを)

肝k1~炉関ゆ瞥ー刷局附日砂勝沼目|

に 手 敵の 彼の満たすよ今に、彼を

Ilf)φ間関電7日陀ゴキス耳障椎聾勝手仏間
a-na ma-at nu-ku-ur2-ti su ka-ml-1S li-ru Su aru量点

に 国 敵意の 彼の縛って 運ぶように

その慈悲を悪に変えてしまうように。戦いと抗争の場でその者の武器を

壊してしまうように。混乱と反乱を起こすように。その者の戦士を崩して

しまうように。それらの者どもの血を土地に注ぐように。その者の軍隊の

死体の山を野に投げ出すように。その者の軍に埋葬を許さず、敵の手に満

たしてしまうように。敵対する国にその者を縛って運ぶように。

!ぞ芳!?E13F?内ザ| !?RqFPH啄相|
神ネルガルが 強者、 の中の神々

戦士、ない 並ぶ者の

降4静静子関llfiit:>lt::>砕〈聞朝

得させる者 勝利を裁が ka主adu遣する、打ち厳つ

伊場開L冒み占i割問主主〉馴←i
i-na ka-Su白主i 主 ra-bi-im

で カ その 偉大な

~日偉材OC>II 同肝祭神c>砂羽干除草〉併j

のように炎 狂暴な の芦草
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24論 説

　n1－si　　　　Su　　li－ik－me

人民を　彼の　燃やすように、

qa皿U燃やす

で　武器　その　強力な　切り落すように、彼を　qa樋切り蕗す、終りにする

騙目　　　　サ③bi－n1－a－ti　su　　ki一皿a　　3a－1am　　dユーd1－im　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i1－ih－pu－us

肉体を　彼の　如く　　像　　　土の・　　　　　短面加鵬、生括　壌すように・

　　　　　礁目
』Lunln－tU　　nln　　　　　S1－1r－tUm　　Sa　　ma－ta－tエm

神ニントゥは　女王、　気高い　　の　　国

u皿皿u皿　　ba－n1－t　i　　　　mara皿　　11－te－1r　　　　　　きu　　ma

　母、　私を生んだ　息子として否定するように、彼を

＄U－ma－am　　a　　u2－sar冊…3王　　SU

名を　　ず、　許さ　　（彼に）

　に　　　の中　　人民　 彼の　種を　人間の　　　な、　生む

量監Unエn－kar－ra－ak　　皿arat　　an層nユm

神ニンカルラが　娘　　アンの

皿aratu〈du皿u－mi2

qa2－b1－a－at　　du皿一ki　　ia　　i－na　　e2－kur

（所の）告げる好意を我がでエクール神殿

一酬く亀．脚醜舷
　　疾病、　重い　　　病気、　　悪い

　　　　　　　　　　則L耳
＄1－im一皿a－a皿　 皿ar－Sa－a皿　 Sa　 里a　 i－pa－aき一きe－hu　 Paきahu癒される

　　怪我等を、重大な　所のず　　快徳せ

汗闘婚冊必田　・o
a－su　 qi2－ri－ib　Su　　la　　i－1am－ma－du　　　　　　　　la皿adu短る

医者が　原因を　　その　ず　診断でき　（又）

　　　　　　　　　　　　　賄　　命

・一na　Si－i皿一dl　la　u≧一na－ah－hu　Su　　　　nahu静める、減ずる

　でも　包帯　　ない　軽減でき　それを

礁穣＿＿切，＿一ぎ…．
の如く噛みつき　死の　　ない　除去でき

一281一
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1 lÞ>手-Jfll~慣例 ιゴトi
nl-si Su li-ik-me qa皿白書E中す

人民を 彼の燃やすように、

|警Etk円円plTJ府守子相|
で武器 その 強力な 切り落すように、彼を qat百切り落す、終

肉体を彼の如く 像 土の・ binutu鼠肉、生活 壊すように、

|期延ミP回線医ゴ11縮図野昨〉宅三司|ゆ<frE=1ゆ平均c>l

神ニントウは女主、気高い の 国

区霊雪国 þ帰~I酔ごト伺縦断削除者自|
ummum ba司nl-ti maram 11-te-lr Su ma 

母、 私を生んだ 息子として否定するように、彼を

IT冒1t:ゴゆI1腎副主主義口<f-占|

名を ず、 許さ (彼に)

l野空?円計uそer明jrtjR戸空間Hzpr
に の中 人民彼の種を人聞の な、生む

|際閉め1開株十l砕かー噂そ φ<fl
.lun1n-kar-ra-ak marat an-nlm 皿aratuく dumu-mi2

神ニンカルラが娘 アンの

|砂防>1干隊司|宅:?:~間千勝〈争時ヨミ4

(所の)告げる好意を我がでエクール神殿

|問?k肘mqf智内野望T眠関 山〈…g.羅鬼気
疾病、 重い 病気、 悪い

|時:Ft竺円17討~I摂?fF
怪我等を、重大な所のず 侠絵せ

Ilf岡〈昏胸囲占|回開民主母国同i
qiー・ーib Su la i-lam-ma-du lamadu知る

医者が原因を そのず診断でき (文)

昨ゆ肝畿財ト〈到|晴同1Iê~ゆ同居1

でも包帯 ない軽減できそれを

|???野吟u???句R-U nasahu切り落す、担乙ぎにする

の如く噛みつき 死の ない除去でき



法の象徴図像「王笏」　25

　　　　　　　　　　　　　　。　　　　π卜購＞
　　　　　　　　　5uli－Sa一＄1－a－aS　Su皿　　　雛廼出かける、逃げる

　　　から　　肉体　　彼の　発病させて、　彼に

　　　　奪K〉　　　ゆζ且
　　　a－di　　na－pi－iS－ta　　きu　　ユーbi－e1－1u－u2　　　　　　　　　ba1〔1　破壌する

　　　までは　　人生を　　彼の終える

　　　a－na　　ed－lu－ti　　Su　　li－id－dam一皿a　a皿　　　　　　　　　　damamu　悲しむ

　　　に対し　活力　彼の　　悲しむように、

　神々の中の強者、並ぶ物のない戦士、わが勝利を得させる者、ネルガル

神がその偉大な力で葦草の狂暴な炎のようにその者の人民を燃やしてしま

うように。その強力な武器でその者を切り落としてしまうように、その者

の肉体を土の像のように打ち砕いてしまうように。

　（わが）国の気高い女王、私を生んだ母、ニントゥ神はその者を息子と

しては否定するように。その者に名を許さず、その者の人民の中に人間の

種を生ますな。

　エクール神殿で我が好意を語る所のアンの娘、ニンカルラ神よ、重い疾

病、悪い病気、（さらに）快癒せず、医者もその原因を診断出来ず、包帯

でもそれを軽減できず、死に神の一噛みのように取り除けない所の重傷を

その者の肉体に発病させて、人生を終えるまで、その者の力を悲しませる

ように。

　　　　11ani　　rabOtl　　Sa　　3a一皿e－e　u3　　1r嘗串1－Li皿

　　　　　タや　　　なるの　　　　　と　　　

　　　　““a－nun－na　・一na　su－nigin2豊u－nu　　　ISten蛤くきu－nigin2

　　　　神々アヌンナキはで　会合　彼らの

Se－it　　bi－ti皿　　Iibit　　e2－babbar－ra　　Su－a－ti　　　e2－babbar－ra　〈　e2－babbar－ak

壁、　神殿の　　煉瓦、エパッパール神澱のこの　　　　　　　　エパッノ｛一鱒殿の

Z6で　　SU　　侃a－ZU　　3ab　　Su　　　　ni－si　　SU　　U3　　um一皿a－an　　Sじ

種、彼の彼の国、人彼の、入民、　彼のと　軍等を　彼の

一280一
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除時偉fT-t>Tf降〈畠i将桝断口司Hトロ偉〉日1

から 肉体 彼の発病させて、 彼に

1 1T~~く争時〉醤ヨゅ<1jlflf除草幹事司回牒司
a-di na-pi-iS-ta Su l-bi-el-Iu-u2 balu破壊する

までは 人生を 彼の終える

lTf同信可百時ぺ国縦断岡野T日ゆ|
a-na ed-lu-ti 主u 1 i -id-dam-ma am da皿亙凹u悲しむ

に対し 活力彼の 悲しむように、

神々の中の強者、並ぶ、物のない戦士、わが勝利を得させる者、ネルガル

神がその偉大な力で葦草の狂暴な炎のようにその者の人民を燃やしてしま

うように。その強力な武器でその者を切り落としてしまうように、その者

の肉体を土の像のように打ち砕いてしまうように。

(わが)国の気高い女王、私を生んだ、母、ニントゥ神はその者を息子と

しては否定するように。その者に名を許さず、その者の人民の中に人間の

種を生ますな。

エクール神殿で我が好意を語る所のアンの娘、ニンカルラ神よ、重い疾

病、悪い病気、(さらに)快癒せず、医者もその原因を診断出来ず、包帯

でもそれを軽減できず、死に神のー噛みのように取り除けない所の重傷を

その者の肉体に発病させて、人生を終えるまで、その者の力を悲しませる

ように。

機昏ート-l~制ト国l時iTi:>同制c>l
llani rabutl Sa Sa-皿e-eU3 lr-:;a-ti皿

神々や偉大なるの 天 と 地

併乏Tf冊干時jlS=時国 J1~
ー， I "a-nun-na l-na su-niginz 主u-nu lStenl色<!;u-niginz 

神々アヌンナキはで 会合後らの

l羽国耳障即応>!~閉口開1\~TT時--<1
Se-it bi-tim libit ez-babbar-ra 主u-a-ti e2-babbar-ra < ez-babbar-ak 

壁、 神殿の 煉瓦、エパッバール神澱のこの エパヲパール待瞳の

l持~ JTIIl'国間今占j田広〉牛ー眉持箇明日塀ら冒i

種、彼の彼の圏、人後の、人民、彼のと 箪等を 後の



26論　　説

呪いで　　　破滅的な　　　呪うように、

　呪いで　　強力な　　神エンリルよ

　　　　　　　　　　　　　　　　暗一嗣
　　i－na　　PI　SU　　Sa　　　la　　ut－ta－ak－ka－ru　　　　　　　nakaru　異なる、敵盆ある

　　　で　声彼の所のない変わら

　　　　　　　　　り　　h＿ru＿ur　Su　皿a　　ar一血1－is　h－1k－Su－da　Su　　kasadu手が届く、打ち負かす

　　呪うように、そして急いで　圧倒するように、彼を

　　天地の偉大な神々、集会しているアヌンナキ達よ、神殿の壁、このエ

　バッバール神殿の煉瓦、その者の種族、その者の国、その者の人間や人

　民と軍隊を破滅的な呪いで呪うように。

　　変わることのない命令で、エンリル神が強力な呪いをもって呪うよう

　に、そして至急その者を圧倒してしまうように。

（以上、懊形文字とそのインターリネアルの部分は『ハンムラビ法典』泰

流社刊を著した飯島紀氏の下原稿をもとに作製した、但し『ハンムラビ法

典』には量が多くなりすぎて、これらの模形原典は掲載されていない。飯

島氏は『ハンムラビ法典』とビの字を使っているが、Pとbは唇音の無気

無声音と無気有声音の関係で、法律学文献の上ではP音として扱うことが

多いので、本稿では「ハンムラピ」とP音を採用している。アッカド語の

当時、はたして有声音であったか、無声音であったか立証は困難である

が、拙稿では無声音のほうを採ることとする。）

　バビロン第一王朝時代（B．C．1830～1530）に、ハンムラピ法典の石柱上

部でハンムラピ王が太陽神シャマシュから受け取ろうとしている王笏は、

それ以前の時代にメソポタミア地方で実際の戦闘において使用されていた

「戦棍」の一種を、この図像においては象徴的に表現して特殊な意味をも

たせたものであったろうが、このハンムラピ法典の石柱などで、神の権威

を賦与されてからは、ずっと「王権の象徴」としてバビロニアやアッシリ

　　　　　　　　　　　　　　ー279一
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lp翌月lH会円lqF間色色l
呪いで 破滅的な 呪うように、

I Þ-肝4ゆc>l田庄司ll:> l干唱討I~ ト星座ヨ|

呪いで 強力な 神エンリルよ

位大$昨4 占j妙手晴間ゆれ嘗ー昨二1企l

で声彼の所のない変わら

問題桝益田5日|柿l重刑に〉陸割強魁匙品目白』冒|
li-ru-ur Su ma ar-hl-i主 li-lk-Su-da Su ka主adu手が届〈、打ち貴かす

呪うように、そして急いで 圧倒するように、彼を

天地の偉大な神々、集会しているアヌンナキ達よ、神殿の壁、このエ

パッバール神殿の煉瓦、その者の種族、その者の国、その者の人間や人

民と軍隊を破滅的な呪いで呪うように。

変わることのない命令で、エンリル神が強力な呪いをもって呪うよう

に、そして至急その者を圧倒してしまうように。

(以上、模形文字とそのインターリネアルの部分は『ハンムラビ法典J泰

流社刊を著した飯島紀氏の下原稿をもとに作製した、但し『ハンムラビ法

典jには量が多くなりすぎて、これらの模形原典は掲載されていなしh 飯

島氏は『ハンムラビ法典Jとビの字を使っているが、 Pとbは唇音の無気

無声音と無気有声音の関係で、法律学文献の上ではP音として扱うことが

多いので、本稿では「ハンムラピJとP音を採用しているo アッカド語の

当時、はたして有声音であったか、無声音であったか立証は困難である

が、拙稿では無声音のほうを採ることとする。)

パピロン第一王朝時代(B.C.1830------1530)に、ハンムラピ法典の石柱上

部でハンムラピ王が太陽神シャマシュから受け取ろうとしている玉努は、

それ以前の時代にメソポタミア地方で実際の戦闘において使用されていた

「戦根」の一種を、この図像においては象徴的に表現して特殊な意味をも

たせたものであったろうが このハンムラピ法典の石柱などで、神の権威

を賦与されてからは、ず、っと「王権の象徴」としてパビロニアやアッシリ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」27

ア等のセム系民族の中で、王位が世襲された「証拠の宝物」として代々の

国王に受け継がれてきた、と考えられる。

　栄枯盛衰、やがてバビロニアが衰退し同じセム系民族のアッシリアが台

頭してメソポタミア全域の覇権を握り、中近東から北はコーカサス、西は

アナトリア、南西にエジプトまでを版図に広げることになるのであるが、

国王の象徴としての王笏は、アッシリア時代まで杖状のままハンムラピ王

の法典上部に描かれたものと同様の形態で受け継がれていったものと考え

られる。

　考古学調査の結果、イラクのバグダードの北でティグリス河が分岐する

ところにあった古都ニムルドでシャルラト・ニプヒのイシュタル神殿から

発掘されたアッシュール・ナシルパルII世（B．C．875～860）の立像は、左

手にこの王笏が握られ、右手には儀式に使われたとみられる「農耕儀礼用

の鎌」が下げられている。

　王笏を持っている同じ掌中に楕円球状のものが少し見えているが、これ

が正確には何であるか判然としない。王笏頭部の飾りかあるいはハンムラ

ピ王の受けた輪に関わる「珠」状の象徴的なものであったろうと思われる

（これは後に、インドから伝わった各地の仏像において「如意宝珠」とい

う形に発展する）。

　国王像の胸部には、懊形文字でその偉大さを示す銘文が刻まれ、先代の

トゥクルティ・ニヌルタ王と先々代のアダド・ニラリ王の名前も記されて

いるところから、明らかに血統的な世襲がおこなわれ、こうした王権を明

示する象徴的な宝物の「神器」も則位の際に伝えられてきたもの、と考え

られるのである。

　この王笏が、はたしてハンムラピ王が太陽神シャマシュから伝授された

ものと同一かどうかは千年近くの歳月が経っているので良くわからない

が、神から賦与された国家の統治権と世俗の法（実定法）を施行できる権

　　　　　　　　　　　　　一278一

法の象徴図像「王第J27 

ア等のセム系民族の中で、王位が世襲された「証拠の宝物jとして代々の

国王に受け継がれてきた、と考えられる。

栄枯盛衰、やがてパビロニアが衰退し同じセム系民族のアッシリアが台

頭してメソポタミア全域の覇権を握り、中近東から北はコーカサス、西は

アナトリア、南西にエジプトまでを版図に広げることになるのであるが、

国王の象徴としての王努は、アッシリア時代まで杖状のままハンムラピ王

の法典上部に描かれたものと同様の形態で受け継がれていったものと考え

られる。

考古学調査の結果、イラクのパクゃダードの北でティグリス河が分岐する

ところにあった古都ニムルドでシャルラト・ニプヒのイシュタル神殿から

発掘されたアッシュール・ナシルパノレII世(B.C.875------860)の立像は、左

手にこの王勿が握られ、右手には儀式に使われたとみられる「農耕儀礼用

の鎌」が下げられている。

王勿を持っている同じ掌中に楕円球状のものが少し見えているが、これ

が正確には何であるか判然としない。王勿頭部の飾りかあるいはハンムラ

ピ王の受けた輪に関わる「珠」状の象徴的なものであったろうと思われる

(これは後に、インドから伝わった各地の仏像において「如意宝珠」とい

う形に発展する)。

国王像の胸部には、模形文字でその偉大さを示す銘文が刻まれ、先代の

トゥクルティ・ニヌルタ王と先々代のアダド・ニラリ王の名前も記されて

いるところから、明らかに血統的な世襲がおこなわれ、こうした王権を明

示する象徴的な宝物の「神器」も則位の際に伝えられてきたもの、と考え

られるのであるo

この王第が、はたしてハンムラピ王が太陽神シャマシュから伝授された

ものと同ーかどうかは千年近くの歳月が経っているので良くわからない

が、神から賦与された国家の統治権と世俗の法(実定法)を施行できる権
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「アッシュール・ナシルパルII世の立像」

大英博物館「アッシリア大文明展」解説書p，37
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28 論説

「アッシュール・ナシノレパルII世の立像J

大英博物館「アッシリア大文明展」解説書p.37
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法の象徴図像「王笏」　29

この玄武岩の石碑の断片には，王か神々のシン

ボルを崇拝している姿が描かれている。このよ

うな記念碑は神殿の内外に建てられ，また同じ
　　　　　さがい
ような場面が摩崖に彫刻されることもあった。こ

のような石碑はアッシリアの覇権を主張するもの

であった。

　王はあたかも指を鳴らしているようなポーズ

で右手を上げているが・これは標準的な崇拝の

姿勢である。王の右手には権威の象徴である

棍捧が握られている。神のシンボルは・上から

順に，太陽神シャマシュを表す有翼日輪，愛や

戦争において表される人間の情熱を司る女神

イシュタル（金星）を表すロゼット文ないしは星，

そして天候神アダドを表す稲妻となっている。

　粗雑な彫法や石材のタイプから，この作品が

アッシリアの属州で制作されたことが推測され

る。この石碑は，出土したシェイク・ハマドの地を

長年にわたって治めた地方総督のネルガル・エ

ーレシュによって建立されたものと推測される。

碑文には，紀元前805年にユーフラテス河を渡っ

て西方に遠征を行なった時の出来事が記され

ている。　　　　　　　　　　　　　　（JER）

アダド・ニラリIII世の部分レリーフ（ibid．）

一276一

法の象徴図像「王務J29 

この玄武岩の石碑の断片には，王か神々のシン

ボルを崇拝している姿が描かれている。このよ

うな記念碑は神殿の内外に建てられ，また同じ

ような場面が車産に彫刻されることもあった。こ

のような石碑はアッシリアの覇権を主張するもの

であった。

王はあたかも指を鳴らしているようなポーズ 粗雑な彫法や石材のタイプから，この作品が

で右手を上げているが，これは標準的な崇拝の アッシリアの属州で創作されたことが推測され

姿勢である。王の右手には権威の象徴である る。この石碑は，出土したシェイク・ハマドの地を

提棒が握られている。神のシンボルは，上から 長年にわたって治めた地方総督のネルガル・エ

順に，太陽神シャマシュを表す有翼日輪，愛や ーレシュによって建立されたものと推測される。

戦争において表される人間の情熱を司る女神 碑文には，紀元前805年にユーフラテス河を渡っ

イシュタル(金星)を表すロゼット文ないしは星， て西方に遠征を行なった時の出来事が記され

そして天候神アダドを表す稲妻となっている。 ている。

アダド・ニラリ111世の部分レリーフ(ibid.)
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　30論　　説

限は、この「王笏」によって伝統的に象徴され、すでに代々世襲されてゆ

くべきものという概念が確立していたもの、と思われる。

　この王位継承に伴う宝物伝授の慣習は、その後もおこなわれてゆき、三

代後のアダド・ニラリIII世（B．C．805～800）の部分レリーフにも、王笏の

頭部だけが残った形で出土している。現在のシリア東部にあたる、シェイ

ク・ハマド（古代名ドゥル・カトリンム）で発掘されたこの玄武者の石碑

では、どうも太陽神シャマシュは、このアダド・ニラリ皿世の前部頭上部

に「有翼日輪」の姿で象徴図像化されているように思われる。

　有翼日輪は、エジプトの太陽神が象徴図像となった神々とも深く関わっ

ているが、メソポタミアにおいては同じくニムルドの北西宮殿から発掘さ

れた象牙版にもさらにはっきりと刻まれ、東方におけるゾロアスター教の

最高神アフラ・マツダの象徴図像としても使用され、インド・ヨーロッパ

語族の文明にもその宗教的象徴として展開されてゆくことになる。

　　　　　　　　　　　古代の有翼日輪

6一・ゾ㌧蒐

　　V4　　奴
　　A

妻謬 灘

disque　ail6dubo蓋de　Hasanlu

　　　（『フルリ民族関係問題』II、p．177、p．181．ドミニック・パイレル著）

　この図像は、インド・ヨーロッパ世界で更に洗練されたものになってゆ

くが、キリスト教文化の中で発展してゆく原点となったギリシア・ローマ

に文字を伝えたフェニキアの源流、セム系都市国家のウガリットにおいて

は、

このような図形だった（op．cit．，p．178）のであり、それが時代とともに洗

練されて、以下の如く変化してゆき、現代のアメリカ合衆国空軍の胸章・

　　　　　　　　　　　　　一275一

30論説

限は、この「王勿」によって伝統的に象徴され、すでに代々世襲されてゆ

くべきものという概念が確立していたもの、と思われる。

この王位継承に伴う宝物伝授の慣習は、その後もおこなわれてゆき、三

代後のアダド・ニラリIII世(B.C.805"-'800)の部分レリーフにも、王勿の

頭部だけが残った形で出土しているo 現在のシリア東部にあたる、シェイ

ク・ハマド(古代名ドゥル・カトリンム)で発掘されたこの玄武者の石碑

では、どうも太陽神シャマシュは、このアダド・ニラリIII世の前部頭上部

に「有翼日輪Jの姿で象徴図像化されているように思われる。

有翼日輪は、エジプトの太陽神が象徴図像となった神々とも深く関わっ

ているが、メソポタミアにおいては同じくニムルドの北西宮殿から発掘さ

れた象牙版にもさらにはっきりと刻まれ、東方におけるゾロアスター教の

最高神アフラ・マツダの象徴図像としても使用され、インド・ヨーロッパ

語族の文明にもその宗教的象徴として展開されてゆくことになる。

古代の有翼日輪

\よJ~ ←ワ万考及。}ポポ
f →!ミ 一日・

J・『、1¥.

disque aile du bol de Hasanlu 

crフルリ民族関係問題.1II、p.l77、p.181.ドミニツク・パイレル著)

この図像は、インド・ヨーロッパ世界で更に洗練されたものになってゆ

くが、キリスト教文化の中で発展してゆく原点となったギリシア・ローマ

に文字を伝えたブェニキアの源流、セム系都市国家のウガリットにおいて

は、

このような図形だった (op.cit.， p.178)のであり、それが時代とともに洗

練されて、以下の如く変化してゆき、現代のアメリカ合衆国空軍の胸章・
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法の象徴図像「王笏」　31

肩章などの象徴図像にも展開してゆくのである。

《Quelques　ance加es　du　chasseur　royal　d’Uga1it》，019αガ廊cαVI，P・5。6，行9・7，

　　　　　　　　　　　　　　　　＿撒』4

　　　　　　　　　　　　　　　黛　　　　o　　鰍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

nO1

　
　
　
　
8

δ
〃
，
　
o

噌
～
、

、　ボ
｝

nO3 nO5

　　　　　講
　　　　　　　　　　　　ログ　　　　　　　　　シイ　をニニニニ

＿馨●●　　7

n◎9

　アダド・ニラリIII世の浮彫りには、太陽神を示す有翼日輪の右下に、女

神イシュタルを示す星型があり、一般的には「金星」に仮託された（愛や

戦闘の情熱を示す）ものを表わしていると解されている。さらにこの国王

の左手上には、かつて太陽神シャマシュを表わす象徴としてハンムラピ王

の石柱で描かれていた「肩の上の光が拡散する象徴図像」が杯状の上部か

ら発散する形となって描かれ、これは「天候神アダド」を示す稲妻と理解

されているが、いずれも自然の光線を図像化したものに他ならない。

一274一
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肩章などの象徴図像にも展開してゆくのである。

4CQuelques ancetres du chasseur royal d'Ugarit>>， Ugaritica VI， p. 5・6，fig. 7， 

湾建子一

nO 1 
nO 3 nO 5 

、‘1iaJ
F
A
H
A
v

，

f
b
Q
I
 

j
ー

j
nO 8 

n
O 9 

アダド・ニラリIII世の浮彫りには、太陽神を示す有翼日輪の右下に、女

神イシュタルを示す星型があり、一般的には「金星」に仮託された(愛や

戦闘の情熱を示す)ものを表わしていると解されているo さらにこの国王

の左手上には、かつて太陽神シャマシュを表わす象徴としてハンムラピ王

の石柱で描かれていた「肩の上の光が拡散する象徴図像jが杯状の上部か

ら発散する形となって描かれ、これは「天候神アダド」を示す稲妻と理解

されているが、いずれも自然の光線を図像化したものに他ならない。
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32論説

アッカド時代の円筒印章:水(蛇)を得た女神と冥界で苦しむ太陽(ライオン)が、春

の水へ向けて進んでいる

アッカド時代の円筒印章:冥界を行くシャマシュ
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アッカド時代の円筒印章

　　　　　　　硅
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　　　＝シャマシュ神

醗
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）

　さて、考古学上の発掘例から類推する限り、メソポタミアで描かれた王

笏は、その形態的には戦棍の上品質のものであったようで、その後、杖上

部の装飾としてさまざまな玉や貴石が使われる一方、戦闘上は実用的な鉄

製の突起がついたものや、丁度チェス駒のルーク状のもの四方にライオン

を型どった円柱形の柱頭も多数出土していることから武器としても使用さ

れていたことがわかっている。

一一272一

法の象徴図像「王街J33 

アッカド時代の円筒印章:シャマシュ神

さて、考古学上の発掘例から類推する限り、メソポタミアで描かれた王

努は、その形態的には戦梶の上品質のものであったようで、その後、杖上

部の装飾としてさまざまな玉や貴石が使われる一方、戦闘上は実用的な鉄

製の突起がついたものや、丁度チェス駒のルーク状のもの四方にライオン

を型どった円柱形の柱頭も多数出土していることから武器としても使用さ

れていたことがわかっている。
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34論説

le vocabulaire 
des institutions 
indo・europeennes

ダレイオス I世の侍座謁見の浮彫(テへラン国立博物館蔵)右手に黄金の王坊を持ち、

左手に蓮華状の玉杯をもって玉座に腰掛けるのが大玉、その後に右手を挙げて左手に蓮

華状の玉杯をもつのが皇太子のクセルクセスである。その後に右手で布を握るのは神官

であると思われる。エミーJレ・パンヴェニスト著、前田耕作監修「インド・ヨーロツパ

諸制度語葉集」言叢社刊。 p.14・p.24、訳註6を参照のこと。(訳文は筆者)
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　　　　　　　　　　メイス　　　　　　セプター
第二部　英語の「職杖」と「王笏」

　英語では、市長や大学の総長などが、その職席を標示する象徴として、

儀式の際などに使用する杖のことをメイスmace（「職杖」と訳す）と呼

び、このmaceはその同じ綴りのままで中世以前の「戦棍（金属の棍棒状

の武器）」をも意味していた。また、この単語は中古フランス語のmasse

から英語となったものと考えられ、大陸では農耕用具の大槌から変化した
　つちほこ

「鎚矛」を指していたもので、現代英語でも職工が用いる工芸用の「槌

矛」として使われているものである。

　語源的には、ラテン語のmatteolaから派生しているが、いずれにせよ

「木の棒の先に何かを打ちつける頭部の固い部分をとりつけて道具として

使われていたもの」であったようだ。古代ローマの政治家大カトーMar－

cus　Porcius　Cato（B．C．234～B．C．149）が著した『農業論』には、この語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわ中の多重子音t音がひとつになったmateolaという形で、「鍬の柄」とい

う意味で使われているところからして、固い木の棒状にした道具がその語

源であったろう、と考えられている。この単語と印欧語のうえで語源的に

共通するサンスクリット語のmatyamもインドで用いられた農耕用具で

「スパイク状の歯または円板を立てて横並べにつけた農具」で、耕作地を

ならしたり、土塊を砕いて細かくしたりあるいは雑草の根を引き抜くのに

用いられたから、木の棒に何かをとりつけて道具としたものがインドにお

ける農耕器具の本来意味するところであったようである。

　セム語族であるアッシリアの国王アッシュール・ナシルパルII世が右手

に持っているものも一般的には「儀式用の鎌」であって、本来農耕する領

民が耕作するために使っていたか狩猟民の野獣捕獲用の道具が、神話の中

で「神が怪物と戦闘する時に用いられる武器」に発展していったものであ

　　　　　　　　　　　　　一270一
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メイス セプター

第二部英語の「職杖」と「王勿」

英語では、市長や大学の総長などが、その職席を標示する象徴として、

儀式の際などに使用する杖のことをメイス mace(1職杖jと訳す)と呼

び、このmaceはその同じ綴りのままで中世以前の「戦根(金属の梶棒状

の武器)Jをも意味していた。また、この単語は中古フランス語の masse

から英語となったものと考えられ、大陸では農耕用具の大槌から変化した
っちほこ

「鎚矛」を指していたもので、現代英語でも職工が用いる工芸用の「槌

矛」として使われているものである。

語源的には、ラテン語のmatteolaから派生しているが、いずれにせよ

「木の棒の先に何かを打ちつける頭部の固い部分をとりつけて道具として

使われていたものJであったようだ。古代ローマの政治家大カトーMar-

cus Porcius Cato (B.C.Z34"-'B.C.149)が著した『農業論jには、この語
くわ

中の多重子音t音がひとつになった mateolaという形で、「鍬の柄」とい

う意味で使われているところからして、固い木の棒状にした道具がその語

源であったろう、と考えられている。この単語と印欧語のうえで語源的に

共通するサンスクリット語のmatyamもインドで用いられた農耕用具で

「スパイク状の歯または円板を立てて横並べにつけた農具」で、耕作地を

ならしたり、土塊を砕いて細かくしたりあるいは雑草の根を引き抜くのに

用いられたから、木の棒に何かをとりつけて道具としたものがインドにお

ける農耕器具の本来意味するところであったようであるo

セム語族であるアッシリアの国王アッシュール・ナシルパルII世が右手

に持っているものも一般的には「儀式用の鎌」であって、本来農耕する領

民が耕作するために使っていたか狩猟民の野獣捕獲用の道具が、神話の中

で「神が怪物と戦闘する時に用いられる武器」に発展していったものであ
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　36論　　説

ろうと考えられている。

　もともと「職杖」なる地位を表わす単語ができあがったのも、その共同

体の内部で、本来その杖を使ってある道具を生産するか、その杖を使う立

場を象徴し、そこで実際に使われる杖状のもの（例えば、教師の場合教壇

　　ムチで使う鞭や黒板で示す棒）をその職業分野の長を象徴するものに投影した

「象徴物」がその本来の姿であったろう、と考えられるのである。

西欧諸国の「王笏」の由来

　その職域の長として就任した者が誰でも手にすることができるメイス

maceと違って、国王が即位の時や公的な儀式の時に手に持つ「王笏」の

ほうは、英語ではセプターscepterと言い、英国内で各団体の長が手にす

る杖とはその名称を異にしている。語中のCが黙字なのは、もとのフラン

ス語sceptre（セプトル）も同じであり、この単語が英語に入ったのはA．

D．1066年the：Norman　Conquest（ノルマン征服）以降のことである、と

考えられる。

　これは、もともと印欧語族の北ゲルマンに属するノルマン人が当初バイ

キングとして南下し、ヨーロッパ各地の海岸地帯を劫掠していた一環とし

て北仏の半島部に「ノルマンディー公国」を建国（A．D．10世紀初め）、文

化的にはフランス化した民族が、対岸のイギリスを侵略して王位についた

歴史的事件を言うのであるが、王権等の制度的なものは、フランスから持

ちこんだものがかなり多いとみられている。

　　　　　　　　　ざんげ
　この事件の発端は、’戯悔王エドワードが死にその義弟ハロルドが即位し

た時、ノルマンディー公ウィリアム（仏名ギョーム）がイギリスヘ侵入し

て英国王位を要求したことに始まる。若干39歳であったウィリアムは1066

年10月14日におこなわれた「へ一スティングの戦い」で勝利し、ノルマン

朝のウィリアム征服王として英国王の名を冠して戴冠することになるわけ

　　　　　　　　　　　　　一269一
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ろうと考えられている。

もともと「職杖jなる地位を表わす単語ができあがったのも、その共同

体の内部で、本来その杖を使つである道具を生産するか、その杖を使う立

場を象徴し、そこで実際に使われる杖状のもの(例えば、教師の場合教壇
ムチ

で使う鞭や黒板で示す棒)をその職業分野の長を象徴するものに投影した

「象徴物Jがその本来の姿であったろう、と考えられるのである。

西欧諸国の「王考古Jの由来

その職域の長として就任した者が誰でも手にすることができるメイス

maceと違って、国王が即位の時や公的な儀式の時に手に持つ「王努」の

ほうは、英語ではセプタ-scepterと言い、英国内で各団体の長が手にす

る杖とはその名称を異にしている。語中のCが黙字なのは、もとのフラン

ス語sceptre(セプトル)も同じであり、この単語が英語に入ったのはA.

D.1066年theN orman Conquest (ノルマン征服)以降のことである、と

考えられる。

これは、もともと印欧語族の北ゲ、ルマンに属するノルマン人が当初ノfイ

キングとして南下し、ヨーロッパ各地の海岸地帯を劫掠していた一環とし

て北仏の半島部に「ノルマンディー公園」を建国 (A.D.10世紀初め)、文

化的にはフランス化した民族が、対岸のイギリスを侵略して王位についた

歴史的事件を言うのであるが、王権等の制度的なものは、フランスから持

ちこんだものがかなり多いとみられている。
ざんげ

この事件の発端は、機悔王エドワードが死にその義弟ノ¥ロルドが即位し

た時、ノルマンディ一公ウィリアム(仏名ギョーム)がイギリスへ侵入し

て英国王位を要求したことに始まるo 若干39歳であったウィリアムは1066

年10月14日におこなわれた「へースティングの戦いJで勝利し、ノルマン

朝のウィリアム征服王として英国王の名を冠して戴冠することになるわけ
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であるが、その時から従来イギリスでは、ウィンチェスターでおこなわれ

ていた英国王の戴冠式coronationと戴冠祝祭crown－wearingが、ウェ

ストミンスター寺院Westminster　Abbeyでおこなわれることが多くなる

ようである。

　ノルマン人が「王笏」を王権の象徴として意識したのは、イギリス侵入

以前に住んでいたフランスのノルマンディー半島を含む大陸内で、この制

度が定着していたからであろう。その祖国フランスでは、一番最初にフラ

ンスにおいてキリスト教を伝道して殉教した、聖ドニを讃えて建立したサ

ン・ドニ修道院で国王の戴冠式がおこなわれ、フランス革命後持ち去られ

たが、その後回収され、フランスの王笏の多くは今もここに納められてい

るのである。

　英語のもとになったフランス語のsceptreは、ラテン語の中性名詞Sc6－

ptmmから出ており、ラテン語でこの名詞は「1．笏、2．王権、王位、

王たること、支配」を意味していることからsceptri－gerあるいはsce－

ptri｛er（sceptmmにferoあるいはgeroという動詞がついて出来あがっ

たもの）「王笏を持つ、王である」という動詞が創られることになる。

　英語では、scepterという単語自体が、名詞であるとともに動詞として

も使われ「笏を与える」ことから「王権を与える、王位につかせる

（invest　with　authority）」という意味を持つようになる。

　もっともラテン語では、後の英語の慣用とは異って教師などの持つ職杖

なども広くsceptmmという単語で表わしていたようで、ローマ初期の王

政から共和制を経てカエサルが出現して帝制が築かれる頃まで「笏を持つ

こと」がかなり広くゆきわたっていた、と言えるだろう。

ローマとギりシアの「王笏」の由来

ヨーロッパ諸国で、国王が笏を持つことによって「王であること」の象

　　　　　　　　　　　　一268一
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であるが、その時から従来イギリスでは、ウインチェスターでおこなわれ

ていた英国王の戴冠式coronationと戴冠祝祭crown-wearingが、ウエ

ストミンスター寺院WestminsterAbbeyでおこなわれることが多くなる

ようである。

ノルマン人が「王勿Jを王権の象徴として意識したのは、イギリス侵入

以前に住んでいたフランスのノルマンディー半島を含む大陸内で、この制

度が定着していたからであろう D その祖国フランスでは、一番最初にフラ

ンスにおいてキリスト教を伝道して殉教した、聖ドニを讃えて建立したサ

ン・ドニ修道院で、国王の戴冠式がおこなわれ、フランス革命後持ち去られ

たが、その後回収され、プランスの王努の多くは今もここに納められてい

るのであるo

英語のもとになったフランス語の sceptreは、ラテン語の中性名詞Sce-

ptrumから出ており、ラテン語でこの名詞は r1.街、 2.王権、王位、
王たること、支配」を意味していることから sceptri-gerあるいはsce-

ptri-fer (sceptrumにferoあるいはgeroという動詞がついて出来あがっ

たもの)r王努を持つ、王である」という動詞が創られることになる。
英語では、 scepterという単語自体が、名詞であるとともに動詞として

も使われ「勿を与える」ことから「王権を与える、王位につかせる

(invest with authority) Jという意味を持つようになるo

もっともラテン語では、後の英語の慣用とは異って教師などの持つ職杖

なども広く sceptrumという単語で表わしていたようで、ローマ初期の王

政から共和制を経てカエサルが出現して帝制が築かれる頃まで「勿を持つ

こと」がかなり広くゆきわたっていた、と言えるだろう D

ローマとギリシアの「王勿」の由来

ヨーロッパ諸国で、国王が坊を持つことによって「王であること」の象
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シャルルマーニュ大帝の所持していたものとみられる

王冠（上部写真）と王笏（下部写真）
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シャルルマーニュ大帝の所持していたものとみられる

王冠(上部写真)と王努(下部写真)
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徴を示すようになったのは、宗教界の指導者ローマ法王がやはり笏を持っ

ていたことに由来し、多くの場合ローマ法王から世俗の王として認めても

らったことで、法王の聖なる姿を真似たものと思われる。これはローマ時

代からカトリック指導者として、ローマ法王が儀式の際に用いていたもの

を世俗の君主たる後世の神聖ローマ帝国（Heiliges　R6misches　Reich

Deutscher　Nation）の王たちが真似したのが、最初であったろうが、そ

もそもこのsceptmm（王笏）という綴りの単語は、ローマで創られたも

のではなく、すでにギリシア時代から使われていたもので、もともとギリ

シア語の硫加poレをそっくりそのままラテン文字に置き換えたものであ

る（一〇レが一umに変化した形でラテン語となった）。この事情について

は、すでに印欧比較言語学の泰斗エミール・バンヴェニストEmile

Benvenisteがその著書“1e　vocabulaire　des　institutions　indo－europeen－

nes”第二巻の中で指摘しているので、その部分をみておくことにしたい。

（なお、この著書は和光大学の前田耕作教授が監修して邦訳されているの

で、その訳をそのまま添える）

　Dans　la　s6rie　des　termes　relatifs　au　roi　etゑ1a　royaut6，

il　parait16gitime　d’inclure　le　nom　d’un　des　insignes　prα

1）res　ム　Ia　fonction　royale，1e　sceptre，qui　est　d（5sign6　en

grecpar∫飾〃o・2（σ埆πτρ。v）．Cen’estpasuntermeindα

europ6en，il　est　restreint，en　fait，au　grec．Nous　voyons

1ムquelquech・sedesingulier，car1’instituti・ndusceptre
s’est　trとs　t6t　r6pandue　chez　nombre　de　peuples　euro－

p6ens．En　effet，du　grec　le　terme　est　pass6au　latin　et

au　slave，puis　du　latin　au　germanique，couvrant　ains董

unegrandepartiederEur・pe．Celarendd’autantplus
notable1’absence　de　la　notion　en　indo－iranien．

　王と王権に関連する一連の用語のうちに、王の権能と切っても切り離

せない権標の1つを指す名詞、ギリシア語で言うところのs鋤ケ碗

　　　　　　　　　　　　　一266一
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徴を示すようになったのは、宗教界の指導者ローマ法王がやはり勿を持っ

ていたことに由来し、多くの場合ローマ法王から世俗の王として認めても

らったことで、法王の聖なる姿を真似たものと思われるo これはローマ時

代からカトリック指導者として、ローマ法王が儀式の際に用いていたもの

を世俗の君主たる後世の神聖ローマ帝国 (Heiliges Romisches Reich 

Deutscher N ation)の王たちが真似したのが、最初であったろうが、そ

もそもこのsceptrum(王勿)という綴りの単語は、ローマで創られたも

のではなく、すでにギリシア時代から使われていたもので、もともとギリ

シア語のσx号7C'l'pOVをそっくりそのままラテン文字に置き換えたものであ

る (-ω が umに変化した形でラテン語となった)。この事情について

は、すでに印欧比較言語学の泰斗エミール・パンヴェニスト Emile

Benvenisteがその著書“levocabulaire des institutions indo-europeen-

nes"第二巻の中で指摘しているので、その部分をみておくことにしたい。

(なお、この著書は和光大学の前田耕作教授が監修して邦訳されているの

で、その訳をそのまま添える)

Dans la serie des termes relatifs au roi et a la royaute， 
il parait legitime d'inclure le nom d'un des insignes pro-
pres a la fonction royale， le sceptre， qui est designe en 
grec par skeptro1t (σχ号πτpov).Ce n'est pas un terme indo-
europeen， il est restreint， en fait， au grec. Nous voyons 
la quelque chose de singulier， car l'institution du sceptre 
s' est tres tot repandue chez nombre de peuples euro-
peens. En effet， du grec le terme est passe au latin et 
au sIave， puis du latin au germanique， couvrant ainsi 
une grande partie de l'Europe. Cela rend d'autant plus 
notable l' absence de la notion en indo・iranien.

王と王権に関連する一連の用語のうちに、王の権能と切っても切り離

せない権標の 1つを指す名詞、ギリシア語で言うところの skφtron
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　40論　　説

　（σ吻πτpoり）、つまり王杖を当然含めるべきだろう。この用語はイン

　ド＝ヨーロッパ語ではなく、実際はギリシア語に限定される。ただ、そ

　こには幾分特異なところもあって、王杖にまつわる制度はごく早い時期

　に多数のヨーロッパ民族に広まっている。確かに、繭砂吻％という用

　語はギリシア語からラテン語やスラヴ語へ、さらにラテン語からゲルマ

　ン語へ、といった具合に伝播し、ついにヨーロッパの大半を覆うまでに

　なった。そして、このことは、インド・イラン語派における王杖という

　概念の欠如をいやがうえでも際立たせるのだ。

（エミール・バンヴェニスト著『インド・ヨーロッパ諸制度語彙集』第二

巻「王権・法・宗教」前田耕作監修、言叢社刊p．24）

　この訳文中「王杖」とあるのは勿論「王笏」と同じことで、ただこの原

著の第二巻表紙にある「イランのダレイオス1世の僑座謁見の浮彫」にみ

られるように、印欧語を話す民族において展開された王笏はその大多数が

ダレイオス1世の椅座謁見の浮彫（テヘラン国立博物館蔵）右手に黄金の王笏を持ち、

左手に蓮華状の玉杯をもって玉座に腰掛けるのが大王、その後に右手を挙げて左手に蓮

華状の玉杯をもつのが皇太子のクセルクセスである。その後に右手で布を握るのは神官

であると思われる。エミール・バンヴェニスト著、前田耕作監修「インド・ヨーロッパ
諸制度語彙集」言叢社刊。p．14・p．24、訳註6を参照のこと。（この部分の翻訳は筆者）
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(σx考7lTPOV)、つまり王杖を当然含めるべきだろう。この用語はイン

ド=ヨーロッパ語ではなく、実際はギリシア語に限定される。ただ、そ

こには幾分特異なところもあって、王杖にまつわる制度はごく早い時期

に多数のヨーロッパ民族に広まっているo 確かに、 skφtronという用

語はギリシア語からラテン語やスラヴ語へ、さらにラテン語からゲルマ

ン語へ、といった具合に伝播し、ついにヨーロッパの大半を覆うまでに

なった。そして、このことは、インド・イラン語派における王杖という

概念の欠如をいやがうえでも際立たせるのだ。

(エミール・パンヴェニスト著『インド・ヨーロッパ諸制度語葉集』第二

巻「王権・法・宗教j前田耕作監修、言叢社刊p.24)

この訳文中「王杖jとあるのは勿論「王努」と同じことで、ただこの原

著の第二巻表紙にある「イランのダレイオス I世の侍座謁見の浮彫」にみ

られるように、印欧語を話す民族において展開された王坊はその大多数が

ダレイオス I世の侍座謁見の浮彫(テへラン国立博物館蔵)右手に黄金の王者百を持ち、

左手に蓮華状の玉杯をもって玉座に腰掛けるのが大王、その後に右手を挙げて左手に蓮

華状の玉杯をもつのが皇太子のクセJレクセスである。その後に右手で布を握るのは神宮

であると思われる。エミール・パンヴェニスト著、前田耕作監修「インド・ヨーロツパ

諸制度語象集」言叢社刊。 p.14・p.24、訳註6を参照のこと。(この部分の翻訳は筆者)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」41

細長く、まさに杖状となっているので敢て「王杖」の訳語を使用した、と

思われる。

　エミール・バンヴェニストは、さらにこの箇所に続けて、インドやイラ

ンにおいてこれに共通する印欧共通基語の展開がないことから、言語とし

ての王笏が普遍的でないことを述べているが、本稿の主旨とは一致しない

ので割愛する。しかしながらバンヴェニストは、古代ローマにおいてsce－

ptrumという単語がギリシア語から入るまではhastaという語が使われ

ており、これが「槍の柄としての王杖を意味していた」ことを指摘してい

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Or，

auxoriginesdeR・me，1esceptredesroissed6nommait
乃4∫云4，selon　Justin43，3　：《　乃45∫4∫4〃43G1480∫∫08P翻召

4∫‘818．．．》　H45∫4　est　bien　a血si　en　lat血　1’6quivalent　du

《　scepn℃　》　comme　bois　de　lance、Quant　au　sceptre　des

Gemains，1es　historiens　latins1’appellent　me《pique》，

ω撹蹴　Le　nom　gemanique　est　v．h．a．‘ろμκ’κ一98吻，
v．anglais　‘ツπθ一98■4　《　baguette　de　roi　》3　0r　le　vieux。

haut－allemandg8吻《baguette》（9・t．94z4∫《aiguiU・n》）

correspond　au　latin乃4∫14．

　　ところで、ローマの始まりにおいて王杖はh4吻と名付けられ、ユニ

　ティヌス、43、3には、《hαs砺g％硲G鵤66Js6のオ観漉6醐6…》［ギリシ

　ア人たちがs6吻剛卿と呼んでいるh召s如を…］という記述がみられる。

　このように、h薦如はラテン語においてまさに槍の柄としての《王杖》

　を意味していたと思えるのである。ゲルマン民族の王杖に関していえ

　ば、ラテンの歴史家たちはそれを《槍》60窺欝と呼んでいる。ゲルマ

　ン語派での名称は古高ドイツ語で6h観初望吻、古英語での％一g酩4

　《王の細杖》。古高ドイツ語のg6吻《細い棒》（ゴート語g鶴4S《［牛を

　駆るための］突き棒》）はラテン語のh硲如に対応する。（10c．cit．，p．25）
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細長く、まさに杖状となっているので敢て「王杖Jの訳語を使用した、と

思われるo

エミール・パンヴェニストは、さらにこの箇所に続けて、インドやイラ

ンにおいてこれに共通する印欧共通基語の展開がないことから、言語とし

ての王努が普遍的でないことを述べているが、本稿の主旨とは一致しない

ので割愛するo しかしながらパンヴェニストは、古代ローマにおいて sce-

ptrumという単語がギリシア語から入るまではhastaという語が使われ

ており、これが「槍の柄としての王杖を意味していた」ことを指摘してい

るo
Or， 

aux origines de Rome， le sceptre des rois se denommait 
hasta， selon Justin 43， 3 <<hastas quas Graeci sceptra 
dicere... >) Hasta est bien ainsi en latin l'equivalent du 
<< sceptre >> comme bois de lance. Quant au sceptre des 
Germains， les historiens latins l'appellent une << pique >>， 
contus. Le nom germanique est v. h. a. chunin-gerto， 
v. anglais cyne-gerd << baguette de roi >); or le vieux・
haut-allemand gerta << baguette >) (got. gazds << aiguillon >)) 
correspond au latin hasta. 

ところで、ローマの始まりにおいて王杖は hastaと名付けられ、ユニ

ティヌス、 43、3には、〈初stl俗 quasGraeci sce.ρtra dicere"・)[ギリシ

ア人たちがscettrumと呼んでいる加s胞を…]という記述がみられる。

このように、 hastaはラテン語においてまさに槍の柄としての〈王杖〉

を意味していたと思えるのであるo ゲ、ルマン民族の王杖に関していえ

ば、ラテンの歴史家たちはそれを〈槍)contusと呼んでいる。ゲルマ

ン語派での名称は古高ドイツ語で chuηingerta、古英語で cyne-gerd

〈王の細杖〉。古高ドイツ語のgerta{細い棒)(ゴート語gazds{[牛を

駆るための]突き棒})はラテン語の hastaに対応する。(loc.cit.， p.25) 
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第三部　ソークラテース裁判における「王笏」

　ところで、古代ギリシアで、「王笏」が述べられたもので最も良く知ら

れているのは、何と言ってもギリシア最古の叙事詩人ホメーロスの英雄叙

事詩『オデュッセイアー』の中の一節であって、これはソークラテースの

裁判においても、ソークラテースを告発した人々によってこの「王笏をも

って打つ」箇所が「詩人が下賎の民衆や貧しい人々を打つこと」としてソ

ークラテースが賞讃したこと、が告発の主たる理由のひとつとなってい

る、というのである。

　そこで先ず、その告発に使われた「オデュッセイアーの箇所」をクセノ

フォーンの引用から引いてみてみよう。

げ0り丁躍αμ初β‘zσ5λ弓ακα，≧者ξoκo〃4レδρακ5κε‘η，

7δ〃δ’伽〃・躍π6εσσ5ン♂ρη丁伽σκε7αρασ749・

δ岬6〃♂，・西σεぎ・‘κεκακδ諭9δαδ6σσεσθαら

己λλ，’αOTδ97εκ4θησ0κα≧膨λλ，oug　Zδρびελ，α06“

δ〃δ’αδδづμ0りT’伽δραぎδ0多β06ω〃76・丁’♂φε6ρ0ら

7δ〃σκ伽仰♂λ伽σκεフδμ・κλ伽σκ6丁εμ6θ¢・

δ岬6％’，伽6郷乃σ・κα≧ぬλω〃μ9θ・読κ・りε，

・分σ6・φ6ρ即・6ε～σ4・のδ’伽76λ6μ・9κα≧

　　　みαλκ59，

0翫επ・ゲ♂〃π0λ6μ砂♂〃αρ‘θμ090渉τ’♂協βOUλ多．

　　王将の者身分よき者にはこれに逢ふ毎にかたはらに進みて、穏やかな

　　　　　　　　　　　　　だ　ふ
　る詞にて制したり、『尊下、儒夫のごとく驚くは見よからず、みづから

　先づ坐して残る者どもをも坐せしめ給へ。……』されど下民の者を見出

　　　　さけ
　でその号ぶを聞くごとに、王杖をもって打ち大音に叱咤しぬ、『尊公、

　じつとして汝より勝れたる人々の言葉を聴かざるか、汝は臆病者の弱卒

　　　　　　　　　　　　　　一263一
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第三部 ソークラテース裁判における「王務j

ところで、古代ギリシアで、「王勿Jが述べられたもので最も良く知ら

れているのは、何と言ってもギリシア最古の叙事詩人ホメーロスの英雄叙

事詩『オデュツセイアー』の中の一節であって、これはソークラテースの

裁判においても、ソークラテースを告発した人々によってこの「王努をも

って打つ」箇所が「詩人が下賎の民衆や貧しい人々を打つこと」としてソ

ークラテースが賞讃したこと、が告発の主たる理由のひとつとなってい

る、というのである。

そこで先ず、その告発に使われた「オデ、ユツセイアーの箇所」をクセノ

ブォーンの引用からヲ|いてみてみよう o

t'Q 、n 、向、，F'F F 
YT;グそ μEVグヤt̂，ηακαtqoxovαVd匂ρακω品χ炉ε勺
寸ov0 αγαVOt侭守 ε7πrεεσσ4ωv εpηTVσασκε 守切7rαpασ7α守γ. 
8αω6μ6vM品どム，:so6 σe gO4ωκe καMωらvゐ守 dEωtdiσσεσ0αtら， 
dλ，A'αOTdgTekdOησo/Cαhd入AOV守'tdPVEAαo氏.
8V8'α884μOU T'dv8pαお01，βodωzyd子付εdpos，
吋vσK47TTP?dλdσασkevdμoκλイσασkdTeμ68ft>・
8ωμ6vf，&Tpdμα守号σO/CαidλλωvμGOovdκove， 
o?σdoがpTepoidσ4・ σ心8'&T76入εμ0守 καi
dva〉wn，

067e TOT，du 71・OAEμ?21Fαpi8μtO守OUT，21yiβOVAs.

王将の者身分よき者にはこれに逢ふ毎にかたはらに進みて、穏やかな
だふ

る詞にて制したり、『尊下、情夫のごとく驚くは見よからず、みづから

先づ坐して残る者どもをも坐せしめ給へ。……』されど下民の者を見出
さけ

でその号ぷを聞くごとに、王杖をもって打ち大音に叱時しぬ、『尊公、

じっとして汝より勝れたる人々の言葉を聴かざるか、 j女は臆病者の弱卒
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　43

　　　　　　　　　　　かぞ
　なり、戦にも謀議にも数まへらるる者にあらず。』

　（クセノフォーン『ソークラテースの思い出』佐々木理訳、岩波文庫、青

603－1、　p．42。）

　しかしながら、この解釈をめぐって、ソークラテースは決してそのよう

なことは言わなかった、とクセノフォーンは反論するのである。

　そのクセノフォーンの反論は、

7α｛）丁αδわα∂7δり～ξカγεεσθα‘，あ9δπo多η7わ9♂π・α‘〃06η

瓢εσθ伽↑・わ9δημ6τα9κα≧π鋤禰・Σωκρ47η9
δ’・δταδ丁’ぎλεγε，κα≧卿ぎαび7δソ・がTωγ’伽φετ・

δ62〃πα6εσθα‘，虜λλ’ぎφηδεεソ701〉9μづ7ελ’6γ穿》μづ丁’

ぎρツ⑬φε梅・び96μ7α9κα≧μづ7εσ7卿ε6μ75吻ε

ワr6λε5μ6τεα所φ7φ　δづμ¢，εガ鳴δ60ε，βoηθεεり

∫κα〃069，δ1λλω97’♂鹿〃　πρδ9　To6丁甲κα≧θρασε2㌢

あσ多，π6〃7ατ爾・ソκωλ6εσθα多，κ伽π伽πλ・6一

　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ヅ
σ605Tぴyλ1α”ωα”0πε9・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちようちやく
　　これを彼は詩人が下賎の民および貧しい者を打櫛することを賞讃す

　るものと、解説したと言うのである。しかしソータラテースはそんなこ

　とは言わなかった。なんとなれば、この考えからすれば彼は自分が打郷

　を受けなくてはならぬと思ったことであろう。そうでなくて彼が言った

　のは、言葉を以ても行為を以てもなんら人の役に立てぬ者、軍隊なり国

　家なり人民そのものなり、必要の際にこれらを助けるカのない者は、た

　とえそれが大富豪であろうとも、ことに無能に加えて傲慢な場合は、あ

　らゆる手段をつくしてしゃべるのをやめさせなくてはならぬ、と言うの

　である。（10c．cit。，p．42～p．43）

　このような引用からもわかるように、ギリシアが民主主義化されても、

王笏を持つ者が国家の統治者であったことは認識されていたようで、クセ

ノフォーンがソークラテースについて記した書物（一般的には16世紀から

　　　　　　　　　　　　　　一262一

法の象徴図像「王坊J43 
かぞ

なり、戦にも謀議にも数まへらるる者にあらず。』

(クセノフォーン『ソークラテースの思い出j佐々木理訳、岩波文庫、青

603-1、p.42o)

しかしながら、この解釈をめぐって、ソークラテースは決してそのよう

なことは言わなかった、とクセノフォーンは反論するのである。

そのクセノフォーンの反論は、

向。、，、，~内 A 、，

7αVTαoηαVTOV ε~.ηγeLσuα1" ω守 o 7rOtηTη守ε7TαtvOtη
7rateσOαt 7'OV~ Oημ67α守 καi7rduηTα守. ~ωkpdTη守
8" 《， M、、、守、げ，仇 M

OV TαVT eんεγε，"αLγαP EαVTOV OVTωγαvヂεTO
8ε'iv 7rαteσ8at， a入λ'Eゆ)7OεZVTokμ47eMγ?μ47' 
gpγψゐやeAIμOV守6vTα何αiμ47eσTpαTedμαTtμdTe
qT6λe('μイTεα07φTesdμψ，er TL860t，βoη8eiv 
fMαVO氏， dλ.Aw守 T' tazF Tpら守 706799 Kα~ 8paσε2守
&σん切・4vTaTP67TOZFKω入tjeσ8at，"av 71・duty7r入023-
(1"(，01， 7"vryχαVωσ(，V OVTε守・

ちょうちゃく

これを彼は詩人が下賎の民および貧しい者を打櫛することを賞讃す

るものと、解説したと言うのである。しかしソークラテースはそんなこ

とは言わなかった。なんどなれば、この考えからすれば彼は自分が打榔

を受けなくてはならぬと思ったことであろう。そうでなくて彼/]'.'言った

のは、言葉を以ても行為を以てもなんら人の役に立てぬ者、軍隊なり国

家なり人民そのものなり、必要の際にこれらを助けるカのない者は、た

とえそれが大富豪であろうとも、ことに無能に加えて倣慢な場合は、あ

らゆる手段をつくしてしゃべるのをやめさせなくてはならぬ、ど言うの

である。(Ioc.cit.， p.42'""'-'p.43) 

このような引用からもわかるように、ギリシアが民主主義化されても、

王第を持つ者が国家の統治者であったことは認識されていたようで、クセ

ノブォーンがソークラテースについて記した書物(一般的には16世紀から
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のラテン語名称でMemorabiliaそれ以前はギリシア語で

AHOMNHMONEYMATA、邦訳はクセノフォーン『ソークラテースの思

い出』岩波文庫33－603－1）の中に、ソークラテースの言葉として「統治

する術を心得た者」は王笏など持たずともそれだけで国家の統治者たりう

ることが指摘されている。

　Bασるλ麟δさκα≧膨ρκ・〃7α9・δ丁・的丁ゐσκ加7ρα

ぎκ・〃7α9ぎφηεZ雌・δδき7・釣δπδ7伽7uκ6〃丁ωり

αψεθ6ツ7α9・∂δき丁の9κ入づ仰λαX6ツ7α9・δδ壱丁・わ9

β4ασαμ6ッ・ug・西δき7・む9♂ξαπα丁づσα〃7α9，己入λあ7・的

つ　　　　　　　　　ノ　　　　　　ソ

επ多σ7αμ6〃oび9αρκ6多”・

　国王とか統治者という者は「王笏を手に持っている者」のことではな

　く、また人民によって選挙されたものやクジで当った者とか詐欺的手段

　でなった者ではなく「統治する術を心得た者」なのである（クセノフォ

　ーン『ソークラテースの思い出』佐々木理訳、岩波文庫p．153～p．154）

イーリアス中の「王笏」

　このソークラテースが引用したとされるオデュッセイアーの「王笏」

は、その同じ古典作品の著者とされるホメーロスの『イーリアス』におい

ては、もともと鍛冶や工匠の神であったへ一パイストスによって作製され

たもの、と伝えられている。

　その経過と王笏のはたす機能は、原文において以下の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　d滅δ≧κρ⊂ごωソ’Aγαμμωレ

ぎσ7ησκ伽ρ・ソぞxωツ，7δμ≧ゾHφωσ7・∫κ6μ∈

　　　　ノ
　　7ωxωソ・

”Hφα鵬卿δあ餐ξ△る≧Kρ・ソ吻劇ακ欝・
αδ7δ，ρδραZξδ9δωκξδ‘ακ76ρ¢αργ∈齢oソη7●

一261一

44論説

のラテン語名称で Memorabiliaそれ以前はギリシア語で

AIIOMNHMONEYMATA、邦訳はクセノフォーン『ソークラテースの思

い出』岩波文庫33-603-1 )の中に、ソークラテースの言葉として「統治

する術を心得た者」は王努など持たずともそれだけで国家の統治者たりう

ることが指摘されている。

Baσ仏eK8ekaidpχOV'Ta守06TOK7AσICTJ7T'Tpα
" "''''。、、守、内 FeXOV7a雪 εφηειvatOVOE 'TOV守 V7rO 'TωV 'TUχOV'TωV 
dpeodvTm oる8870KM入dp伊入αχ6v'Ta~ otjo~ 'TOV~ 
βtασαμdvoU雪0088TokdgαπαTdσαV'Tαゎ&入λaTok

" ε1('1，σTαμεVOVすαpχεtV.

国王とか統治者という者は「王坊を手に持っている者」のことではな

く、また人民によって選挙されたものやクジで当った者とか詐欺的手段

でなった者ではなく「統治する術を心得た者」なのである(クセノフォ

ーン『ソークラテースの思い出J佐々木理訳、岩波文庫p.153'"'""'p.154)

イーリアス中の「王考古」

このソークラテースが引用したとされるオデユツセイアーの「王務」

は、その同じ古典作品の著者とされるホメーロスの『イーリアス』におい

ては、もともと鍛冶や工匠の神であったへーパイストスによって作製され

たもの、と伝えられている。

その経過と王勿のはたす機能は、原文において以下の通りである o

dzyasをkpdωv'Aγαpdμ，Vjωv 

EσTη σκ句作Tpov Eχωv， Td 〆V "HctαtUTOS Kαμε 
TεuχωV. 

-HC/>αt.CM"OSμtEF8tDkeAd kpovfωm dvαK~‘' 
αd吋pdpα'ZEVS OWKE 8"αKT6pqJαpγεめ仰q・
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¢Eρμ∈‘α9δ邑ソαξδあκσn：6λ・π‘πληξ‘ππ甲，

αδ7aρδαδ7∈H6λoψδφκ”A7P畜，πoるμどソ‘λαφソ・

，ATρξδ9δ～θゆσκωッ～λ‘πξッπoλ6αρ陽㊦”6στη，

α所aρδαδ7‘⑧”6σ7”Aγαμくμソoソ‘λξεπ∈φoρうソα‘，

πoλλガσるソ功σooσ‘κα≧》Aργ（τ・παソ7こdレdσσ∈るツ・

7φδγ’～ρασ邸（レ09者πξ”Aργξ605σ‘μση6δα・

　　　　　　　　　　　　　　しやくじよう
　　そのときアガメムノーン王は笏杖を執り立ち上った、これこそへ一

パイストスが骨折ってこしらえたもの、へ一パイストスは（この杖を）

　クロノスの子の大神ゼウスに奉ったのを、さらにまたゼウスは、知って

のとおりお使神なるアルゴスの殺し手にやり、ヘルメイアース神はまた

　それを馬を鞭うつペロプスにと授けられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　さ
　　それをまた今度はそのペロプスが　つわもの共の牧者なるアトレウス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまた
　にやり、アトレウスは世を去る際に　羊を数多もつテユエステースに伝

　えた、それを今度はそのテユエステースが　アガメムノーンに、多くの

　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のこ
島々またアルゴスの国中を知ろすしるしとして持つようにと　遣しつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っわもの
　えた、その笏杖に身をもたせつつ、アルゴスの兵どもに言いかけるよ

　う、（この訳文中の「笏杖」は王笏、王杖と全く同じ意味として用いら

　れる。ホメーロス『イーリアス』上巻、呉茂一訳、岩波文庫、p．52）

　このように、もともと王笏は神々の王であるゼウスが持っていたもの

で、それをアルゴスという別名を持つ体中に無数の眼を持つ怪人「ヘルメ

ース神」にやり、それからアガメムノーンの祖父にあたるペロプスに渡っ

たものとされる。なお「馬に鞭打つ」というのは騎士階級の象徴で、ペロ

プスの出身が騎馬民族であったと、考えられるのである。

　ギリシア神話において、王笏はすべてここから伝わったものとみられて

いるが、しかし当然のことながら、この当時生存していたセム系民族の国

王も王笏を有していたものであり、その王笏に関する由来は、旧約聖書の

　　　　　　　　　　　　　　一260一

45 

ーEp，μεtαS8tdvαe 8Cn(EV rr'A01TI， 1T，入ηel'1Tπψ，
αbrdp d αDTE II EAorp 8ぷ~， ， A_̂J:・ _̂. ， . J.... l.，.…・・
'ATpds8204σKωv 
αfJ7・apdαDTε0v'，σT-rwpLPFVF，，…… '1'''''''''/…勺
1T0滅。σLVV4σowsmi 

~， ， 
7・・qJo γ εpEI，σαμEVOS 

しゃくじよう

そのときアガメムノーン王は勿杖を執り立ち上った、

法の象徴図像「王第」

これこそヘー

(この杖を)パイストスが骨折ってこしらえたもの、へーパイストスは

クロノスの子の大神ゼウスに奉ったのを、さらにまたゼウスは、知って

のとおりお使神なるアルゴスの殺し手にやり、ヘルメイアース神はまた

それを馬を鞭うつペロプスにと授けられた。
おさ

つわもの共の牧者なるアトレウス
あまた

羊を数多もつテュエステースに伝

それをまた今度はそのぺロプスが

の

た

く

つ
多

し
、径一層

ンノムメガア

にやり、アトレウスは世を去る際に

えた、それを今度はそのテュエステースが

島々またアルゴスの国中を知ろすしるしとして持つようにと
つわもの

えた、その第杖に身をもたせっつ、アルゴスの兵どもに言いかけるよ

う、(この訳文中の「努杖Jは王第、王杖と全く同じ意味として用いら

『イーリアス』上巻、呉茂一訳、岩波文庫、 p.52)れる。ホメーロス

もともと王務は神々の王であるゼウスが持っていたものこのように、

で、それをアルゴスという別名を持つ体中に無数の眼を持つ怪人「ヘルメ

ース神」にやり、それからアガメムノ」ンの祖父にあたるペロプスに渡っ

たものとされる。なお「馬に鞭打つ」というのは騎士階級の象徴で、ペロ

プスの出身が騎馬民族であったと、考えられるのである。

ギリシア神話において、王勿はすべてここから伝わったものとみられて

この当時生存していたセム系民族の国いるカ宝、

王も王勿を有していたものであり、その王勿に関する由来は、旧約聖書の
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46論　　説

『創世記』にみることができる。

第四部　旧約聖書における「王笏」

　こうした懊形文字で書かれた「王笏」は、バビロニアやアッシリアと同

じセム系民族の王位継承において、そのままユダヤ系の民族に受け継がれ

ていったものと思われる。因みに旧約聖書の『創世記』にはアブラハムや

直系ヤコブの言葉として以下の内容を記している。

、加　　欝　　PR脚　　噴胴・や凋ψ　r毎9｝　一磯
feet・of－him　　from－between　　nor－ruling－5taff　from・｝udah　　scepter　he－will－depar吐　not　（10）

：口・牌　囎で　　rう1　河5》　　瞭　　一・ゑ　r箕
peoples　　　obedience－of　　and－to－him　　　whose－he　　　he－comes　　when　　　un髄1

（王笏は、ユダから離れず、統治の杖は足の間から離れない。逐にシロが

来て、諸国の民族は彼に従うのである）（日本聖書協会『聖書』新共同訳、

創世記第49章10節）

　同じくこの『創世記』の第49章28節から、いわゆるイスラエルの十二部

族なるものが派生してくるので、ユダヤ系の王族もその統治の象徴として

このような「王笏」を所持し、王位継承の証拠となすようになるのであ

る。この伝統はユダヤ教からキリスト教そしてイスラーム教にも伝播して

いったものと思われる。

　このヘブライ文字によって記述された「王笏（瑚ψ）」という単語は、

同じ旧約聖書として編纂された『詩篇』psalmsの中で、新たに変化して

王笏から「あなたの杖」という意昧に発展し、ユダヤ教の教義においては

「羊（イスラエル）が、外敵から襲撃される時に、その外敵を追い払って

くれる戦棍」という象徴的な意味が加わって宗教的に解釈され、更にキリ

スト教徒にとっては「羊飼いである主たる神ヤーウェによって守られる守

　　　　　　　　　　　　　一259一

46論説

『創世記』にみることができる。

第四部 旧約聖書における「王勿」

こうした模形文字で、書かれた「王努」は、パビロニアやアッシリアと同

じセム系民族の王位継承において、そのままユダヤ系の民族に受け継がれ

ていったものと思われる。因みに旧約聖書の『創世記』にはアプラハムや

直系ヤコプの言葉として以下の内容を記している。

ャ与~， 1~~~ pf?，.n~1 円「月円、口 白:ltiJ 「可。、 -~与
feet-of-him from-between nor-ruling-staH from-Judah scepter he-will-depart not (10) 

:口、白P 町内w; 1与1 斤ち~iZi ~:l、 ー~:;， ，l1 

peoples obedience-of and-to-him whose-he he-con'les when until 

(王第は、ユ夕、から離れず、統治の杖は足の聞から離れない。逐にシロが

来て、諸国の民族は彼に従うのである) (日本聖書協会『聖書』新共同訳、

創世記第49章10節)

同じくこの『創世記Jの第49章28節から、いわゆるイスラエルの十二部

族なるものが派生してくるので、ユダヤ系の王族もその統治の象徴として

このような「王勿」を所持し、王位継承の証拠となすようになるのであ

る。この伝統はユダヤ教からキリスト教そしてイスラーム教にも伝播して

いったものと思われるo

このヘプライ文字によって記述された「王勿 (bお )Jという単語は、

同じ旧約聖書として編纂された『詩篇jpsalmsの中で、新たに変化して

王窃から「あなたの杖Jという意味に発展し、ユダヤ教の教義においては

「羊(イスラエル)が、外敵から襲撃される時に、その外敵を追い払って

くれる戦梶」という象徴的な意味が加わって宗教的に解釈され、更にキリ

スト教徒にとっては「羊飼いである主たる神ヤーウェによって守られる守
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47 法の象徴図像「王努」

ここに『詩篇j第23篇の原文と前記の新共という意味に転化するo護者」
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しゅひつりか な」

主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。
しゅ あおくさはらやす

2主はわたしを青草の原に休ませ
みず ともな

憩いの水のほとりに伴い
たましいい かえ

3魂を生き返らせてくださるo

しゆ みな

主は御名にふさわしく
ただ みちみちび

わたしを正しい道に導かれるo
し かげたに ゆ

4死の陰の谷を行くときも
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48論　　説

　　　　　わざわ　　　おそ
　　わたしは災いを恐れない。

　　　　　　　とも
あなたがわたしと共にいてくださる。

　　　　むち　　　　　　　　　つえ
あなたの鞭、あなたの杖

　　　　　　ちから
それがわたしを力づける。

　　　　くる　　　　　もの　　まえ
5わたしを苦しめる者を前にしても

　　　　　　　　しよくたく　ととの
あなたはわたしに食卓を整えてくださる。

　　　　あたま　こうゆ　そそ
わたしの頭に香油を注ぎ

　　　　さかずき　あふ
わたしの杯を温れさせてくださる。

　いのち　　　　かぎ

6命のある限り
　めぐ　　　いつく　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　恵みと慈しみはいっもわたしを追う。
　しゆ　　いえ　　　　　　　　　かえ

　主の家にわたしは帰り
　しようがい

　生涯、そこにとどまるであろう。

　この詩篇第23篇は、一般的にみて「牧者二羊飼い」としての神ヤーウェ

を賛美したダビデの詩としてキリスト教徒には受け入れられているが、旧

約聖書にはるか先行する「ハンムラピ法典の前文」においても、既に「牧

者」という比喩がそっくりそのまま使われており、ハンムラピ王自身の尊

称のひとつとして　繭（牧者）二（保護者）としての名が確定
　　　　　　　　『LFlFa，u亀

していたことから、中近東における「神名の呼称あるいは神の代理人の名

称」はすでにハンムラピ法典においてその魁をみることができるだろう。

　ハンムラピ法典の前文における「牧者」の記述は以下の通り、

　　　’。　　　　　　　　目＝粁
　　　　ha－a目一礪睦一ra－bi　　　ri－i－a－u鷹　　 ni－bi－1t

　　　　ハンムラビとは　　　牧者　　　名付けた

　　．　　　丁千
1巳讐en囎1il2　a臼na－ku

エンリルが　　私である．すなわち

reau口　　際援書

nabu　　名付甘る

it〈a2

一257一

48 るAE岡 説

わざわ おそ

わたしは災いを恐れない。

あなたがわたしと共にいてくださる。
むち つえ

あなたの鞭、あなたの杖
ちから

それがわたしを力づける。

くる ものまえ

5わたしを苦しめる者を前にしても
しょくたく ととの

あなたはわたしに食卓を整えてくださる。
あたま こうゆ そそ

わたしの頭に香油を注ぎ
きかずき あふ

わたしの杯を溢れさせてくださるo

いのち かぎ

6命のある限り
お

話みと喜しみはいつもわたしを追う。
しゅいえ かえ

主の家にわたしは帰り
しょうがい

生涯、そこにとどまるであろう o

この詩篇第23篇は、一般的にみて「牧者二羊飼いJとしてのネ申ヤーウェ

を賛美したダピデの詩としてキリスト教徒には受け入れられているが、旧

約聖書にはるか先行する「ハンムラピ法典の前文」においても、既に「牧

者」 という比喰がそっくりそのまま使われており、ハンムラピ王自身の尊

称のひとつとしてffi-l ~Tf咽(牧者)= (保護者) としての名が確定

していたことから、中近東における「神名の呼称あるいは神の代理人の名

称」はすでにハンムラピ法典においてその魁をみることができるだろう o

ハンムラピ法典の前文における「牧者」の記述は以下の通り、

時丞ゆ怪主同時相~ ~Tf ~æ: 民二~lt 叩111長〉障~.恒三E
1>1・1t ['eaua 保護者

ハンムラピとは 教者 名付けた nabu 畠付吋品

同ミミト亙塀司lfK1r 目 it < h 

エンリルが 弘である.すなわち
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　49

（訳文）「エンリル神が、牧者ハンムラピと名付けた者、それはこの私な

のである」

　この牧者の概念が、ユダヤ教を通じてキリスト教徒に受容されたことに

よって、新たな宗教上の発展を遂げ、「牧師」という神の使徒たる者の聖

職者の名称に（特に新教プロテスタントにおいて）発展するのである。

イスラーム教国家における「王笏」の展開

　笏杖は、軍の将校が自分の軍隊を指揮する「指揮棒」としても使われ

る。

　写真はインドネシアで1997年12月19日士官学校の卒業式において、スハ

ルト前大統領と握手を交わすインドネシア軍の将校達、右手で握手する一

方、左手には「笏杖」の変化した指揮棒が脇の下に抱えられている。

　スハルト大統領退任後、ハビビ新大統領がインドネシアの社会的混乱を

収束させるため新たに軍幹部を更迭した時に、新たに任命されたチャニア

ゴ予備軍指令官が左手に持っていたのは、やはり「王笏」から派生した軍

隊の指揮棒であった。1998年5月24日「東京新聞」

アルメニア正教における「王笏」

　アルメニア正教の総本山である聖エチミアジンには、正教の大僧正カト

リコスが儀式の時に使用する王笏を始め、過去のカトリコスが持っていた

王笏や歴代の国王が所持していた王笏などが展示してある。

　これらの王笏は頂点が平らで、日本の笏のように（特に天皇が所持する

牙笏）象牙など白い牙を使用したものが圧倒的に多いようである。頂点に

平たい握りをつけるのは、アルメニア文字を創ったと仮託されている聖メ

スロープ・マシュトツの持つ頂上部分が二匹の蛇の形をした王笏をデザイ

ン的に踏襲した結果、それを模した握りをずっとっけていたものと考えら
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(訳文)rエンリル神が、牧者ハンムラピと名付けた者、それはこの私な
のであるj

この牧者の概念が、ユダヤ教を通じてキリスト教徒に受容されたことに

よって、新たな宗教上の発展を遂げ、「牧師jという神の使徒たる者の聖

職者の名称に(特に新教プロテスタントにおいて)発展するのであるo

イスラーム教国家における「王幼」の展開

務杖は、軍の将校が自分の軍隊を指揮する「指揮棒」としても使われ

るo

写真はインドネシアで1997年12月19日士官学校の卒業式において、スハ

ルト前大統領と握手を交わすインドネシア軍の将校達、右手で握手する一

方、左手には「勿杖jの変化した指揮棒が脇の下に抱えられている。

スハルト大統領退任後、ハビピ新大統領がインドネシアの社会的混乱を

収束させるため新たに軍幹部を更迭した時に、新たに任命されたチャニア

ゴ予備軍指令官が左手に持っていたのは、やはり「王勿jから派生した軍

隊の指揮棒であった。 1998年5月24日「東京新聞」

アルメニア正教における「王窃」

アルメニア正教の総本山である聖エチミアジンには、正教の大僧正カト

リコスが儀式の時に使用する王第を始め、過去のカトリコスが持っていた

王坊や歴代の国王が所持していた王勿などが展示しであるo

これらの王努は頂点が平らで、日本の勿のように(特に天皇が所持する

牙努)象牙など白い牙を使用したものが圧倒的に多いようであるo頂点に

平たい握りをつけるのは、アルメニア文字を創ったと仮託されている聖メ

スロープ・マシュトツの持つ頂上部分が二匹の蛇の形をした王第をデザイ

ン的に踏襲した結果、それを模した握りをず、っとつけていたものと考えら
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苺毒蓋聾轟

1997年12月19日、大統領官邸で士官学校の卒業式に臨み、インドネシア軍幹部と握手す

る前スハルト大統領＝ロイター（上下の写真とも「東京新聞」より転載）

ジャカルタで1998年5月23日、インドネシア陸軍戦略予備指令官に任命され、陸軍参謀

長と握手するチャニアゴ氏（右）。2人の間、後方にいるルミンタン氏は前日、スハル

ト前大統領娘婿のプラボウォ氏の後任に就任後、まもなく解任された＝AFP・時事
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1997年12月19日、大統領官邸で士官学校の卒業式に臨み、インドネシア軍幹部と握手す

る前スハルト大統領=ロイター(上下の写真とも「東京新聞」より転載)

ジャカルタで1998年5月23日、インドネシア陸軍戦略予備指令官に任命され、陸軍参謀

長と握手するチャニアゴ氏(右)0 2人の問、後方にいるルミンタン氏は前日、スハル
ト前大統領娘婿のプラボウォ氏の後任に就任後、まもなく解任された二AFP・時事
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神よりアルメニア文字を授けられる聖メスロープ、右側に王坊がある



　52論　　説

れる。

西欧諸国の王笏に、やはりこのようなスタイルのものが多いのは、中世

になってから地中海に面したキリキアのアルメニア王国が崩壊した後、こ

の王位が西欧諸国に伝えられ、それとともにこうした王笏などの形も伝わ

っていったと言われているが、王笏の形などというものは世界的にみて、

どこで造られようとも同じようなものになって、相互に似たものになると

みるほうが良いように思われる。

第五部　アメリカ合衆国における「王笏」

　ここで展開した英語のscepterという単語は、イギリスから独立し、共

和体制を確立したアメリカ合衆国においても、引き続き重要な意昧をもっ

て使用され、今日に至っている。

　例えば、コンピューターをめるぐIBMの独占体制に、1982年独禁法が

改正されたのを機に、発足当時からベル電話会社として電話・通信におけ

る全米独占を築いてきたA．T．＆T．（American　Telephone　and　Tele・

graph）社も分割されたのであるが、その代わりA．T．＆T．社は、従来研

究するだけで商業上参入できなかったコンピューター部門にも参加できる

ようになったのである。

　早速A．T．＆T．社は、この独禁法改正の翌年（1983年）の11月から、

先ず最初にフロリダ州のマイアミを中心として、全米の14州で日刊新聞の

24紙を発行する米国最大の新聞社ナイトリッダーと合併して「ビュートロ

ン」と呼ばれるビデオテックスによる情報サービスのシステムを構築した

のである。

　世界最大の電話・通信会社A．T．＆T．が、そのビュートロンのパソコ

ン端末に採用した端末機の名称こそがまさに「王笏scepter（セプター）」
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れる。

西欧諸国の王第に、やはりこのようなスタイルのものが多いのは、中世

になってから地中海に面したキリキアのアルメニア王国が崩壊した後、こ

の王位が西欧諸国に伝えられ、それとともにこうした王勿などの形も伝わ

っていったと言われているが、王勿の形などというものは世界的にみて、

どこで造られようとも同じようなものになって、相互に似たものになると

みるほうが良いように思われる。

第五部 アメリカ合衆国における「王努」

ここで展開した英語のscepterという単語は、イギリスから独立し、共

和体制を確立したアメリカ合衆国においても、引き続き重要な意味をもっ

て使用され、今日に至っているO

例えば、コンビューターをめるぐ IBMの独占体制に、 1982年独禁法が

改正されたのを機に、発足当時からベル電話会社として電話・通信におけ

る全米独占を築いてきたA.T.& T. CAmerican Telephone and Tele-

graph)社も分割されたのであるが、その代わり A.T.&T.社は、従来研

究するだけで商業上参入できなかったコンビュータ一部門にも参加できる

ようになったのであるo

早速A.T.& T.社は、この独禁法改正の翌年(1983年)の11月から、

先ず最初にフロリダ州のマイアミを中心として、全米の14州で日刊新聞の

24紙を発行する米国最大の新聞社ナイトリッダーと合併して「ビュートロ

ンJと呼ばれるビデオテックスによる情報サービスのシステムを構築した

のであるo

世界最大の電話・通信会社A.T.& T.が、そのビュートロンのパソコ

ン端末に採用した端末機の名称こそがまさに「王勿scepterCセプター)J 
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で、このセプターを使用することによって全米の電話回線利用者は、いつ

でもありとあらゆるニュースからレジャー情報、株式相場、不動産情報、

さらにショッピング・ガイドから交通機関の全情報までも入手することが

できるようになったのである。

　このようにして、このパソコン・ソフトの端末機を持つことになった一

般人は、まさに「王笏」を手に入れ、あらゆる情報を支配できるようにな

ったのである。A．T．＆T．社が、斯様に多くの機能をもつ端末に「セプタ

ー」という名をつけたのは、今日のインターネットにおける先鞭として恰

好の名称を見つけたものと言うべきであろう。

第六部　中国における「王笏」

　東洋では、中国においても中近東古代のバビロニアと同様「王笏」は王

の権威を表わすものとして儀式などで用いられていた、と考えられる。

　和漢三才図会の巻二十六によれば、周の武王の時とあるから、金文（銅

器銘文）などによって推察するに、紀元前1070年頃、現河南省の牧野で般

を破った国王が、統治の目的をもって王の権威たる「王笏」を用いた、と

思われる。その頃の王笏がいったいどのようなものであったか皆目見当が

つかないが『説文新附』に「笏、公及士所摺也、杁竹勿聲、案、籍文作

回、象形」とあるから、宮廷において後に「官位ある者が束帯の時に持つ

手板」として使われた時には、すでに「君前で指書する際これを使って、

また記憶すべき事件をこれに書いていた」ものであろうと想像される。し

かしながら、そのような目的をもって使われる以前は中近東やヨーロッパ

の王笏と似たものであったと想像されるのである。

　因みに、笏の儀式上の規定が初めて採用されたのは魏王朝の武徳四年で

あったとされているが、これは西暦の紀元で言えばA．D．495年である。こ
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で、このセプターを使用することによって全米の電話回線利用者は、いつ

でもありとあらゆるニュースからレジャー情報、株式相場、不動産情報、

さらにショッピング・ガイドから交通機関の全情報までも入手することが

できるようになったのであるo

このようにして、このパソコン・ソフトの端末機を持つことになった一

般人は、まさに「王第Jを手に入れ、あらゆる情報を支配できるようにな

ったのである。 A.T.&T.社が、斯様に多くの機能をもっ端末に「セプタ

ー」という名をつけたのは、今日のインターネットにおける先鞭として恰

好の名称を見つけたものと言うべきであろう。

第六部中国における「王努」

東洋では、中国においても中近東古代のパビロニアと同様「王第」は王

の権威を表わすものとして儀式などで用いられていた、と考えられるD

和漢三才図会の巻二十六によれば、周の武王の時とあるから、金文(銅

器銘文)などによって推察するに、紀元前1070年頃、現河南省の牧野で般

を破った国王が、統治の目的をもって王の権威たる「王勿」を用いた、と

思われる。その頃の王勿がいったいどのようなものであったか皆目見当が

つかないが『説文新附』に「第、公及士所措也、以竹勿撃、案、籍文作

回、象形」とあるから、宮廷において後に「官位ある者が束帯の時に持つ

手板」として使われた時には、すでに「君前で指聾する際これを使って、

また記憶すべき事件をこれに書いていた」ものであろうと想像される。し

かしながら、そのような目的をもって使われる以前は中近東やヨーロッパ

の王第と似たものであったと想像されるのである。

因みに、勿の儀式上の規定が初めて採用されたのは貌王朝の武徳四年で

あったとされているが、これは西暦の紀元で言えばA.D.495年であるD こ
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の魏王朝は長安と並び古くから国都が置かれていた洛陽に首都を定めたも

のであるが、洛陽は紀元前11世紀に周の成王が都を定めてから、後漢、曹

魏、西晋という時代にずっと都が置かれており、この後も後唐などによっ

て都が置かれたところから、この地でもずっと歴代の王朝によって国王の

権威として王笏は使われていたものと思われる。

　この時、魏王朝が儀式上の規定として定めた笏は「五品以上が象牙製の

笏とし、六品以下は竹木製のものが定められた」とある。

　しかしながら、歴代王朝の宮廷内で、階層によって所持する笏の種類を

最終的に細かく確定したのは、その後100年以上を経た唐王朝（A．D．

618～A．D．907）においてである。

　この時代まで、笏の材料としては恐らく天子（皇帝）だけが他の者と異

なり、唯一「玉」を使用していたのではないか、と思われる。

第七部　日本の「笏」

　日本の支配階層は、西暦A．D．630年ごろからこの唐王朝に遣唐使を派遣

し、唐の文物を輸入したばかりでなく、唐王朝の制度も積極的に学び、盛

唐の統治制度や儀礼をそのまま導入したのである。

　そして日本に律令国家体制を築くために、国内制度を整備する目的で、

百年前に遣階使の結果制定した「十七条憲法」を基礎として先ず「大宝律

令」（A．D．701）を制定し、すべて最初は宮廷等の衣冠束帯などの様式を

唐の定めたものに模倣したのである。笏についても平安中期になって『延

喜式』弾正台という言はば律令の施行細則の中で「凡五位以上通用牙笏・

白木笏・前識後直、六位以下官人用木、前挫後方」という一節があるが、

この牙笏・白木笏を解釈して「牙笏を用いるのは大儀をおこなう時礼服と

ともに用いるもので、木笏は一般的な朝服とともに用いられる」と解する
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の貌王朝は長安と並び古くから国都が置かれていた洛陽に首都を定めたも

のであるが、洛陽は紀元前11世紀に周の成王が都を定めてから、後漢、曹

委握、西晋という時代にず、っと都が置かれており、この後も後唐などによっ

て都が置かれたところから、この地でもずっと歴代の王朝によって国王の

権威として王勿は使われていたものと思われる。

この時、貌王朝が儀式上の規定として定めた第は「五品以上が象牙製の

坊とし、六品以下は竹木製のものが定められたJとある。

しかしながら、歴代王朝の宮廷内で、階層によって所持する第の種類を

最終的に細かく確定したのは、その後100年以上を経た唐王朝 (A.D.

618'"'-' A.D.907)においてである。

この時代まで、勿の材料としては恐らく天子(皇帝)だけが他の者と異

なり、唯一「玉」を使用していたのではないか、と思われる。

第七部日本の「努J

日本の支配階層は、西暦A.D.630年ごろからこの唐王朝に遣唐使を派遣

し、唐の文物を輸入したばかりでなく、唐王朝の制度も積極的に学び、盛

唐の統治制度や儀礼をそのまま導入したのであるo

そして日本に律令国家体制を築くために、圏内制度を整備する目的で、

百年前に遣惰使の結果制定した「十七条憲法Jを基礎として先ず「大宝律

令J(A.D.701)を制定し、すべて最初は宮廷等の衣冠束帯などの様式を

唐の定めたものに模倣したのである。勿についても平安中期になって『延

喜式』弾正台という言はば律令の施行細則の中で「凡五位以上通用牙努・

白木第・前諮後直、六位以下宮人用木、前挫後方」という一節があるが、

この牙努・白木務を解釈して「牙坊を用いるのは大儀をおこなう時礼服と

ともに用いるもので、木努は一般的な朝服とともに用いられるjと解する
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ようになっていったと思われる。

　そして、実際に牙笏は大儀の際の礼服を着用する時のみ帯同し、広く宮

廷の日常で朝服を着ける時は木笏だけを使用するようになっていき、やが

て牙笏は壊れたかそのまま材料の象牙等が入手できないで次第に忘れられ

ていったもの、と思われる。

　ところで、中近東やヨーロッパの王候・貴族やキリスト教の法主などの

持つ笏杖にもその頭部や杖の部分に多く象牙や牛の角などが用いられてお

り、その白い素材が笏の持つ意味として普遍的なものとなってくる。それ

に対して、笏という中国の儀式用祭具を導入した日本では、やがてその呼

称が問題となり、当時の中国語の音からきた「コツ」が骸骨の骨と同じ音

であるところから忌み嫌われるようになり、「シャク」と称されるように

なった。

　朝鮮半島では、李氏朝鮮の王朝において一般的に儀式の時などに用いら

れていた笏は、普通に「フル」と呼ばれていたようである。
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瞬歯降

　　　　民晶社『現代国語大辞典』梁柱東監修、1978年4月25日発行

（なおこの英訳wooden　maceのmaceは本稿で説明したように誤り、正

しくはscepterを使うべきもの）
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ようになっていったと思われる。

そして、実際に牙努は大儀の際の礼服を着用する時のみ帯同し、広く宮

廷の日常で朝服を着ける時は木努だけを使用するようになっていき、やが

て牙勿は壊れたかそのまま材料の象牙等が入手できないで次第に忘れられ

ていったもの、と思われるo

ところで、中近東やヨーロッパの王候・貴族やキリスト教の法主などの

持つ第杖にもその頭部や杖の部分に多く象牙や牛の角などが用いられてお

り、その白い素材が努の持つ意味として普遍的なものとなってくるo それ

に対して、第という中国の儀式用祭具を導入した日本では、やがてその呼

称が問題となり、当時の中国語の音からきた「コツ」が骸骨の骨と同じ音

であるところから忌み嫌われるようになり、「シャク」と称されるように

なった。

朝鮮半島では、李氏朝鮮の王朝において一般的に儀式の時などに用いら

れていた坊は、普通に「フル」と呼ばれていたようである。

番(勿)圃 C時五ヰ〈朝股〉合唱.:i!.
三宅〈朝見〉を叫州~-2-毛令。~l 靖
~J. l1司.W∞denmace

民晶社『現代国語大辞典J梁柱東監修、 1978年4月25日発行

【華】

(なおこの英訳woodenmaceのmaceは本稿で説明したように誤り、正
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　56論　　説

　　　　　　　　　　　　　わ　なるいじゆうしよう
　平安時代の漢和辞典とも言える『和名類聚抄』の服玩具という項目に

　　　　　　　シヤクはr爺箒芸．尺」という説明があり・この尺という文字力・ら・後に

「長さが一尺になった」という説もある。

　しかしながら、当時の笏の大きさについて『東大寺献物帳』などの記録

に残っているものは、だいたい一尺三寸ぐらいの長さがあったようで、こ

の献物帳の記載するところによると「牙笏一枚は長さが一尺三寸二分で本

広一寸九分、通天牙笏一枚は長さが一尺一寸三分で本広一寸六分、大魚骨

笏は長さが一尺二寸一分で本広一寸九分」というように詳細に定められて

いた。なお当時の牙笏の遺品が正倉院御物の中に残っているそうで、中国

からこのような儀式制度を導入した当初は本来大陸で使われていた王笏の

材料が日本でもそのまま用いられていたようである。本来中国で、牙笏、

通天牙笏、大魚骨笏が、いかなる材料によって作られていたかは知る由も

ないが、日本において入手できる材料は限られており、時代が経過すると

ともに次第にその材料は木材だけに限られていったものと思われる。

　今日、神社などの宮司も祭礼の時などに「笏を執持すること」すなわち

把笏の行事が許されているが、これは最初すでに奈良時代に神舐官の宮主

だけに許され、それから広く神職にも拡大していったようである。因みに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハフリ斉衡三年（A．D．856年）すでに諸国名神の神主、禰宜、祝に把笏が許され

たのが最初と言われているから、相当古いことが認められているのであ

る。

　平安中・後期の詩文や各種古文書等を集成・分類した『朝野群載』とい

う書物には「笏長一尺二寸（上広二寸七分、下広二寸四分、厚三分、頭体

令有半月之体、頗摩左右角、笏是上広下狭）」という詳細な規程があるが、

実際には夫々の貴族が、だいたいの形で少し上部を大きくした形態で好き

勝手に作製していたのが現実の姿であったようだ。
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日本古代の王笏

　日本において、聖徳太子が「冠位十二階」を定め、推古天皇の六色十二

階の冠制から用いられたとする笏の採用以前に、日本の首長あるいは各地

の領主は、一体どのようなものを所持することによってその「首長の地

位」を示していたのだろうか。

　勿論、冠位十二階を定める前であるから、遣階使など正式の使者によっ

てもたらされた中国の王宮における儀式上定められた細かい規定の影響は

なかったとみてよく、中国流の洗練された「王笏」あるいは日本各地で普

及する平たい薄板の「笏杖」の原形はまだ伝わっていなかった、とみるこ

とができよう。因みに、日本ではよく宮内庁の『聖徳太子二王子像』など

から、聖徳太子自身も笏杖を手に持っていたように錯覚されているが、笏

を持っことを国家の制度として規定したのは「大宝律令」（A．D．701）が

最初で、その後実際に「把笏（笏を執持すること）」がおこなわれたのは

太宝律令発令後18年もたった元正天皇の養老三年のことであった、と伝え

られる。

　笏は、日本ではその字源から「竹や木の薄板に文字を書く」ことと解釈

　　　　　　　　　　　　　　　　コツボウ
され、官邸などで儀式をおこなう時の「忽忘に備えるために用いられた」

のが最初と考えられているが、古代中国において本来用いられたのは、や

はり西欧と同じような「王杖」の形であったろうと考えられる。また、中

国で笏が始めて用いられたのは周の武帝の時からと伝えられるが、日本で

はこの「周」を孔子が理想とした古代の周王朝（B．C．1050～B．C．256）と

考え、儒教的伝統からその制度が中国でずっと伝えられてきた、と誤解さ

れたようである。一般的に、聖徳太子が日本に佛教を導入したことで、

「憲法十七条」と「冠位十二階」は佛教的な思想の影響で出来あがってい

　　　　　　　　　　　　　一248一
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日本古代の王勿

日本において、聖徳太子が「冠位十二階」を定め、推古天皇の六色十二

階の冠制から用いられたとする努の採用以前に、日本の首長あるいは各地

の領主は、一体どのようなものを所持することによってその「首長の地

位」を示していたのだろうか。

勿論、冠位十二階を定める前であるから、遣惰使など正式の使者によっ

てもたらされた中国の王宮における儀式上定められた細かい規定の影響は

なかったとみてよく、中国流の洗練された「王努」あるいは日本各地で普

及する平たい薄板の「努杖」の原形はまだ伝わっていなかった、とみるこ

とができょう o 因みに、日本ではよく宮内庁の『聖徳太子二王子像』など

から、聖徳太子自身も勿杖を手に持っていたように錯覚されているが、務

を持つことを国家の制度として規定したのは「大宝律令J(A.D.701)が

最初で、その後実際に「把努(第を執持すること)Jがおこなわれたのは

太宝律令発令後18年もたった元正天皇の養老三年のことであった、と伝え

られる。

努は、日本ではその字源から「竹や木の薄板に文字を書く」ことと解釈
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され、官邸などで儀式をおこなう時の「忽忘に備えるために用いられた」

のが最初と考えられているが、古代中国において本来用いられたのは、や

はり西欧と同じような「王杖」の形であったろうと考えられる。また、中

国で努が始めて用いられたのは周の武帝の時からと伝えられるが、日本で

はこの「周jを孔子が理想とした古代の周王朝(B.C.1050------B.C.256)と

考え、儒教的伝統からその制度が中国でずっと伝えられてきた、と誤解さ

れたようである。一般的に、聖徳太子が日本に{弗教を導入したことで、

「憲法十七条Jと「冠位十二階」はイ弗教的な思想の影響で出来あがってい



　58論　　説

ると誤解されているようであるが、階王朝はその前代の「六朝文化」をそ

のまま継承しており、六朝、特に梁末からの文化は儒教、佛教と道教（老

子・荘子を元祖とする自然宗教）とを混合した「三教一致」体なのであ

る。

　そこで導入された「笏」の概念は、平安時代の中期、律令政治を具体的

におこなってゆく施行細則を必要とする段階になって、弘仁式、貞観式、

延喜式が定められるようになる。この弘仁式・貞観式の後を受けて、禁中

の年中儀式や制度などを五十巻にわたって編集した「延喜式」のなかに、

どのような笏を用いるかという規程がなされ「五位以上は牙笏・木笏の併

用、六位以下は木笏」と定められたが、中世から江戸時代にかけて天皇即

位の時だけは牙笏、平常の儀式では木笏が使われるようになり、現代は天

皇即位の大嘗祭でも木笏が用いられるようになったと思われる。それより

も以前の奈良時代に「笏を執持すること」は、神舐官の宮主に許されたの

を最初に広い神職が持つことに拡張され、ついに斉衡三年（A．D．856年）

諸国名神の神主や禰宜にも許され、一般神職にも「把笏」の制度は拡大さ

れていったものである。現在では、神社の神職は当然のこと、神道系の新

興宗教の主催者でも神前奉仕や祭典の時には、いずれも祭服を着て笏を持

つことが日本の伝統として当然におこなわれている。

　しかしながら世界的にみた場合、神職にある者だけが「牙笏」を持つこ

とと慣習上決められていることが多く、アルメニア正教の教主カトリコス

の持つ「笏杖」はその殆どが牙笏（象牙製）となっている（アルメニア共

和国の宗教都市・聖エチミアジンに保存されているカトリコスの笏杖）。

　さて、日本における考古学の遺物としては、1997年9月4日、滋賀県守

山市の教育委員会が発表した「古墳時代初めの木製品」が掲げられよう、

この杖形の木製品は「全長が約1．2m、頭部が直径約15cmの円形部になっ

ており、その円形部分には直弧文風の模様が浮き彫りにされていて、円形
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ると誤解されているようであるが、惰王朝はその前代の「六朝文化」をそ

のまま継承しており、六朝、特に梁末からの文化は儒教、{弗教と道教(老
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延喜式が定められるようになる。この弘仁式・貞観式の後を受けて、禁中

の年中儀式や制度などを五十巻にわたって編集した「延喜式jのなかに、

どのような第を用いるかという規程がなされ「五位以上は牙務・木第の併

用、六位以下は木第」と定められたが、中世から江戸時代にかけて天皇即

位の時だけは牙務、平常の儀式では木勿が使われるようになり、現代は天

皇即位の大嘗祭でも木第が用いられるようになったと思われる。それより

も以前の奈良時代に「勿を執持することjは、神祇官の宮主に許されたの

を最初に広い神職が持つことに拡張され、ついに斉衡三年 (A.D.856年)

諸国名神の神主や禰宜にも許され、一般神職にも「把勿」の制度は拡大さ
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興宗教の主催者でも神前奉仕や祭典の時には、いずれも祭服を着て第を持

つことが日本の伝統として当然におこなわれている。

しかしながら世界的にみた場合、神職にある者だけが「牙努」を持つこ

とと慣習上決められていることが多く、アルメニア正教の教主カトリコス

の持つ「努杖Jはその殆どが牙努(象牙製)となっている(アルメニア共

和国の宗教都市・聖エチミアジンに保存されているカトリコスの勿杖)。

さて、日本における考古学の遺物としては、 1997年9月4日、滋賀県守

山市の教育委員会が発表した「古墳時代初めの木製品」が掲げられよう、

この杖形の木製品は「全長が約1.2m、頭部が直径約15cmの円形部になっ

ており、その円形部分には直弧文風の模様が浮き彫りにされていて、円形
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」59

の上部には左右に対象となった『耳状の飾り板』が二つついている」形態

で出土した。

「東京新聞」1997年9月5日

　この杖状の木製品が発掘された「下長遺跡」は、京都郊外で琵琶湖の東

岸に位置する古墳時代の遺跡で、この木製品が出土した約200m離れた場

所からは古代の祭祀建物跡が発掘されている。祭祀建物跡は、東西5m、

南北4mの規模で、弥生期の祭殿跡に比較するとやや小規模ではあるが、

この琵琶湖周辺の地は延暦13年（A．D．794年）に平安京が築かれる以前か

ら、政治的な中枢地域としての機能を担っていた土地と考えられ、古代の

首長がその館邸で儀式をおこなう時などに「権威の象徴」として使用した

と思われるこのような笏杖が出土する条件を整えていた、とみてよいであ

ろう。

　この遺跡の年代推定が、古墳時代の初期（三世紀後半）とみられている
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の上部には左右に対象となった『耳状の飾り板Jが二っついているJ形態

で出土した。

「東京新聞J1997年9月5日

この杖状の木製品が発掘された「下長遺跡Jは、京都郊外で琵琶湖の東

岸に位置する古墳時代の遺跡で、この木製品が出土した約200m離れた場
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ら、政治的な中枢地域としての機能を担っていた土地と考えられ、古代の
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ろう o

この遺跡の年代推定が、古墳時代の初期(三世紀後半)とみられている
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から、遣晴使によって階（A，D．589～618）の官邸において使用されてい

た「笏杖」の形状が大陸においても出来あがっていなかった時期である

が、A．D．413年、倭王讃が使者を東晋に派遣してから、倭王の使者はしば

しば東晋をはじめ、宋、斉、梁などに派遣されていたとみられ、これ以前

にも大陸への使者は派遣されていたとみるのが一般的であるので、この杖

状の木製品も大陸からの影響があったと考えられないわけではない。

　しかしながら、このような形態の「王笏」は、むしろどこの世界でも共

通する権威の象徴として、互いに共通する形状をもっていると解釈するの

が隠当である。

　なお、同様の木製品は奈良県の「四条古墳」でもすでに出土しており、

その用途は「女官が貴人にかざした儀式用うちわ「騎（さしば）」とみる

考古学者もいるようであるが、このように貴人に徒者が左右から差しかけ

る長柄のついた扇で、薄絹を張ったり鳥の羽根を束めて使った宮廷の儀式

用のものが、象徴図像として観念的にまとまったものとして使用される

時、それを統合して筆者が「王笏」と呼んでいることをここで改めて主張

しておきたい。

第八部天皇の「笏」杖

　天皇の持つ笏は「上下とも方形である」角形のものが正式だそうである

が、最近の大嘗祭を始め、宮中の行事等をテレビ中継で見る限り、笏の上

方は円形に角がとれているように見える。実際に宮廷でも「神事をおこな

う時は上円のものを使う」という説もあって、皇族等も最近の慶賀行事に

は上円となっているものを使用しているように見受けられるが、正式には

「上方下円」が慶賀用で、一般的に使うものは「上下とも円形」と伝えら

れている。しかしながら皇室と言えども、最近の日常生活は明治以降洋装
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から、遣惰使によって惰 (A.D.589------618)の官邸において使用されてい

た「勿杖」の形状が大陸においても出来あがっていなかった時期である

が、 A.D.413年、倭王讃が使者を東晋に派遣してから、倭王の使者はしば

しば東晋をはじめ、宋、斉、梁などに派遣されていたとみられ、これ以前

にも大陸への使者は派遣されていたとみるのが一般的であるので、この杖

状の木製品も大陸からの影響があったと考えられないわけではない。

しかしながら、このような形態の「王努」は、むしろどこの世界でも共

通する権威の象徴として、互いに共通する形状をもっていると解釈するの

が隠当であるo

なお、同様の木製品は奈良県の「四条古墳」でもすでに出土しており、

その用途は「女官が貴人にかざした儀式用うちわ「繋(さしば)Jとみる

考古学者もいるようであるが、このように貴人に徒者が左右から差しかけ

る長柄のついた扇で、薄絹を張ったり鳥の羽根を束めて使った宮廷の儀式

用のものが、象徴図像として観念的にまとまったものとして使用される

時、それを統合して筆者が「王勿Jと呼んでいることをここで改めて主張

しておきたい。

第八部天皇の「努」杖

天皇の持つ勿は「上下とも方形である」角形のものが正式だそうである

が、最近の大嘗祭を始め、宮中の行事等をテレビ中継で見る限り、第の上

方は円形に角がとれているように見える。実際に宮廷でも「神事をおこな

う時は上円のものを使うjという説もあって、皇族等も最近の慶賀行事に

は上円となっているものを使用しているように見受けられるが、正式には

「上方下円jが慶賀用で、一般的に使うものは「上下とも円形」と伝えら

れている。しかしながら皇室と言えども、最近の日常生活は明治以降洋装
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で、このような祭具は滅多に使わないから、最近ではその笏の形態もすで

にそれ程厳格には守られていないのであろう。
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　木笏の場合、笏という字が竹と勿から出来ており、最初は朝廷で儀式の

際に「板の内面に必要な事項を記載しておいて忽忘に備える」ことがその

目的であったとみる解釈もあり、勿論字の通り最初は竹製であったろう

が、次第に物事を記載し易い木質あるいは「必要な事項を書いた紙をその

笏頭に貼附する」から紙を貼り易い木質が用いられたと思われるが、最近

では櫟（いちい）や桜の材質が多く使われるようである。また柞椎、桧、

榊、樫なども用いられたと記述されている。
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　62論　　説

　大日本国史辞典では「木質は『ふくら』・『いちい』・桜の類を用い、御

料は『ふくら』、諸臣は位山（くらいやま）の一位の名称の瑞祥を随喜し

て『いちい』を珍重した」という記述があるが、「ふくら」という木がい

かなる樹木であるかは不明である。

　現在の道教の担い手である台湾道士の笏は、かなりの幅と厚みがあり、

木製のようであるがその材質は不明、なお李氏朝鮮の笏は、下広を取ら

ず、所持するところに台座が設けられてある。
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64論説

第九部 シャルルマーニュ大帝の王勿

シャノレルマーニュ大帝の所持していたものとみられる王冠と第杖
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ロンヌ
　（王冠二つの中央に置かれているもの、王冠の説明にCOURONNE
　ロワイヤル　　ディット　ドゥ　　　　シャルルマ　ニュ

ROYALE　dite　de　CHARLEMAGNEとあるからわかるように一応シャ

ルルマーニュ帝のものだったとされているが、詳細は不明である）

　このシャルルマーニュ大帝の王笏とみられているものは、現在パリ市の

　　　　　　　　　　バジリツク
北郊外「サン（聖）ドニ大聖堂」の中に安置されているものである。

　フランク王国の大帝シャルルマーニュ（仏語Charlemagne、独語は
カ　ル　　デア　　グロツセ

Karl　der　Grosse）という名前は、フランス語で歴史的にそう呼ばれてい

　　　　　　シャノレノレ
る（固有名詞Charleに一magne「偉大な」がついた形）ようで、後半
　　　　　　　　　　　　　　　マグヌス
の一マーニュはラテン語の形容詞magmsが語尾について変化したもの、

とみられている。

　当時のフランク帝国で、実際にどのような形で呼ばれていたかは知る由

もないが（文献上は、俗ラテン語でCarolus　imperator）、中世フランス

語（俗ラテンあるいはロマンス語）によって記述された叙事詩“1a　chan－

son　de　Roland”（ローランの歌）でもわかるように、シャルルマーニュ

は、まさにヨーロッパではジブラルタル海峡を超えて侵入してきたイスラ

ーム教徒に対抗して戦った神話上の英雄で、フランス語のシャルル、英語

　　　　　　　　　　　　　　　カルロ　　　　　　　　　　　　 カルロス
のチャールズCharles、イタリア語Corlo、スペイン語Corlos、ドイツ語
カ　ル

Kar1など、キリスト教を信仰するヨーロッパやアメリカの人々の間で、

子供の名をつける時などに良く使用され、固有名詞として普遍的に使用さ

れることで今日に至っているのである。

　パリの北郊外に「サン・ドニ」という地名がっけられたのは、紀元3世

紀フランスで初めてキリスト教を布教して、初代のパリ司教になったとい

う聖人サン・ドニの名をここに残した、ことに由来する。

　その理由は、キリスト教の聖人とされるサン（聖）ドニという人物が、

当時未だキリスト教が公認されていなかったローマ帝国の都市パリ（ラテ

ン語名はルッテティアLutetia）の市街で布教活動に従事し、現在は地下

　　　　　　　　　　　　　一240一
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れることで今日に至っているのであるo

パリの北郊外に「サン・ドニ」という地名がつけられたのは、紀元3世

紀フランスで初めてキリスト教を布教して、初代のパリ司教になったとい

う聖人サン・ドニの名をここに残した、ことに由来する。

その理由は、キリスト教の聖人とされるサン(聖)ドニという人物が、
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　66論　　説

で郊外に出発する三本の急行線RERが乗り入れる旧中央市場レ・アール

になったシャトレ駅の地上部分あたりで殉教し、首を切られたがその自分

の首を両手に持って北方に歩き出し、この地で倒れて死んだ、と伝えられ

ている。それゆえに、レ・アールから北に延びる細い道は「首を切られた

サン・ドニの歩いたまま」蛇行した形で現在まで残り、この北郊外のサ

ン・ドニ市に至っている、と古くからフランスのキリスト教伝説では伝え

られてきて今日に至っている。

　このサン・ドニが倒れ死んだというパリの北郊外に、五世紀の末頃に先

ず「修道院」が建てられ、フランク王国のダゴベルト1世がキリスト教の

都パリ市を守る宗教上の聖堂を七世紀に再建して以来、フランク王国歴代

王の墓が聖堂の中に造られることになった。

　そして、八世紀にこの王笏を持っていたとされるシャルルマーニュが建

て直し、それ以降「フランク王国の墓所」は正式にここに定められた。そ

れ以来、フランク王国の信仰によって支えられたキリスト教会の都市とし

て栄え、A．D。843年にヨーロッパが「ヴェルダン条約」によって今日の

仏・独・伊のもととなる三国に分割され、西フランク王国がカロリンガ朝

の断絶（A．D．987）によって、カペー朝のフランス王国になっても引き続

き聖堂を中心とする宗教都市として、存続したのである。

　さらに、カペー王朝となってからは、国王のいる軍隊内の先陣に「カペ

ー家の百合の紋章（写真、国王のガウンの模様を参照のこと）」とともに

「サン・ドニの軍旗」が掲揚されて、“Mon　joie，Saint　Denis！”（今日で

は、joieは女性名詞なのでma　joieとなるべきだが、当時はこのように呼

　　　　　　　　　　と　きばれたらしい）という「鯨波の声」をあげて進軍することが通例になっ

た、と言われている。

　戦前、旧日本軍の軍人がとなえたと言われる「天皇陛下、万歳！」がま

さにこのような鯨波の声に照合する。

　　　　　　　　　　　　　一239一
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　十三世紀になって、ルイ九世が「ヨーロッパで最初のゴチック式大聖

堂」をサン・ドニに建立し、途中で何度も破壊されながらも、そのオリジ

ナルの様式は今日まで残っているのである。なお、ヨーロッパのゴチック

式建築物はこの大聖堂を始めとしてここから各地に伝播し、特に北ドイツ

に多くのゴチック建築が造られるようになるのは、このサン・ドニ大聖堂

の建立の影響が大なのである。

　また、ヨーロッパ各国でこのように王の墓所がそっくりそのまま国王即

位の儀式会場に使われるようになったのも、サン・ドニ大聖堂が最初であ

った、とみられている。

　因みに、イギリスにおいても、国王の即位は最初ウィンチェスター

Winchester寺院で多くおこなわれ、1066年ノルマンディー公ウィリアム

WilliamItheConqueror（仏名GuillaumeleConqu6rant）のイングラン

ド征服以降、当時首都となったウェストミンスターの寺院（Westminster

Abbey）（今日、ロンドン市の中央に位置しているが当時は別の市）で、

国王の即位が一般的におこなわれるようになったのであるが、そのような

儀式が確定していったのも、フランス北西部のノルマンディーに居住して

ゲルマン民族のフランク王国から受け継いだサン・ドニ聖堂のはたす役割

りをウィリアム自身が熟知していたから、と思われる。

　フランス王国となってから、この大聖堂はブルボン王朝に対する貴族勢

力の最後の反抗によって起った「フロンドFrondeの乱（1648～52）」そ

して遂に「フランス大革命」などで修復できないほどの損傷を与えられ、

フランク王国時代の王族の遺骸などもすべて捨て去られてしまったため、

今日ここに残されている「王笏」や「王冠」なども、はたして本当にシャ

ルルマーニュのものであったかどうか、はっきりと考古学上は決定できな

いようであるが、考古学的に一番古いフランク時代の王笏と王冠そして王

のガウンを集め修覆して、この大聖堂の中に展示してある。

　　　　　　　　　　　　　　一238一
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りをウィリアム自身が熟知していたから、と思われる。

フランス王国となってから、この大聖堂はブルボン王朝に対する貴族勢

力の最後の反抗によって起った「フロンド Frondeの乱(1648""'52)Jそ

して遂に「フランス大革命」などで修復できないほどの損傷を与えられ、

ブランク王国時代の王族の遺骸などもすべて捨て去られてしまったため、

今日ここに残されている「王勿Jや「王冠」なども、はたして本当にシャ

ルルマーニュのものであったかどうか、はっきりと考古学上は決定できな

いようであるが、考古学的に一番古いフランク時代の王勿と王冠そして王

のガウンを集め修覆して、この大聖堂の中に展示しである。
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　68論　　説

　この王笏をみてもわかるように、中近東から欧州諸国で製作された王笏

は一本の細長い杖状のものではあるが、手で握る部分と長く伸びた棒状の

区切りに突起状のものを加工してつけるのが一般的となっているように思

われる。

　これは、単純に古代アッシリア時代からの「戦棍」の突端部分が装飾上

変化したとも考えられるが、神の懊形文字がアッカド語からヒッタイト語

になると単純化されDingirが十字架となってギリシアのアポロン神の象

徴図像となって、キリスト教文化においてイエスの処刑された十字架とし

て「神を表わす図像」に統合化してゆくことに関係すると思われる。

　すなわちキリスト教の神を最初は拒否した「フランス人権宣言」の上部

に描かれる天使が、右手に持つことによって、ピラミッドに神の眼をもつ

図像にたいして光を与える笏杖も、やはり十字形に描かれ（手に持つ握り

の部分と光を発する杖の部分の突起は近くで見ないとわからないように突

起して描かれてはいないが）、太陽神アポロンからキリスト教の十字架に

伝わった、光を発する源泉としての「太陽」を意識して描いている、とみ

えるのである。

　つまり、ハンムラピ法典上部に描かれた太陽神シャマシュがハンムラピ

王に手渡す「王笏と王冠」が中央に描かれているのは、後に十字架あるい

は他の神の象徴図像（アポロン神や佛教美術の後光などもそれにあたる）

に描かれる、より洗練された「太陽神の象徴図像」として開花する原点に

ある、とみなければならないであろう。

　因みに、この王笏に王冠の持ち主だったとみられるシャルルマーニュを

記した『ローランの歌』“1a　chanson　de　Roland”でも、

（以下は、現代フランス語で易しく翻訳し解説した冒頭の「裏切り（1a

trahison）」というタイトルでまとめられた「サラセン人の会合（ras－

semb16e　des　Sarrasins）」の1～9行目の現代語訳と解説）

　　　　　　　　　　　　　一237一

68論説

この王努をみてもわかるように、中近東から欧州諸国で製作された王努

は一本の細長い杖状のものではあるが、手で握る部分と長く伸びた棒状の

区切りに突起状のものを加工してつけるのが一般的となっているように思

われる。

これは、単純に古代アッシリア時代からの「戦梶Jの突端部分が装飾上

変化したとも考えられるが、神の模形文字がアッカド語からヒッタイト語

になると単純化されDingirが十字架となってギリシアのアポロン神の象

徴図像となって、キリスト教文化においてイエスの処刑された十字架とし

て「神を表わす図像」に統合化してゆくことに関係すると思われる o

すなわちキリスト教の神を最初は拒否した「プランス人権宣言」の上部

に描かれる天使が、右手に持つことによって、ピラミッドに神の眼をもっ

図像にたいして光を与える務杖も、やはり十字形に描かれ(手に持つ握り

の部分と光を発する杖の部分の突起は近くで見ないとわからないように突

起して描かれてはいないが)、太陽神アポロンからキリスト教の十字架に

伝わった、光を発する源泉としての「太陽jを意識して描いている、とみ

えるのである。

つまり、ハンムラピ法典上部に描かれた太陽神シャマシュがハンムラピ

王に手渡す「王第と王冠」が中央に描かれているのは、後に十字架あるい

は他の神の象徴図像(アポロン神や{弗教美術の後光などもそれにあたる)

に描かれる、より洗練された「太陽神の象徴図像」として開花する原点に

ある、とみなければならないであろう o

因みに、この王坊に王冠の持ち主だ、ったとみられるシャルルマーニュを

記した『ローランの歌』“lachanson de Roland"でも、

(以下は、現代フランス語で易しく翻訳し解説した官頭の「裏切り(1a

trahison) Jというタイトルでまとめられた「サラセン人の会合(1'as事

semblee des Sarrasins) Jの1------9行自の現代語訳と解説)
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法の象徴図像「王笏」　69

　　　Le　roi　Charles，notre　grand　empereur，sept　ansl　tous　pleins

　　est　rest6en　Espagne：jusqu’a　la　mer，il　a　conquis　la　terre

　　hautaine．皿n’y　a　pas　un　chateau　qui（levant　Iui　r6siste；il

　　n’y　a　mur　ni　cit6qui　reste　a　forcer，sauf　Saragosse2，qui　est

　　sur　une　montagne．Le　roi　Marsile　la　tient，qui　n’aime　pas
　　Dieu。Il　sert　Mahomet　et　prie　Apollon3：il　ne　peut　se　prot6－

　　ger　ni　empecher　le　malheur　de　ratteindre．

［註釈］

　　　1．Au　lieu　de5eグans，㏄rtaines　traditions　en　comptent吻gr－5εグ．Ce　fht　en
　　r6alit6beaucoup　Plus　bref（voir，dans　rlntroduction，183ル”5P・8）・Cette　donn6e
　　est　reprise　au　vers董97；2，5α7αgo53θ’ville　d’Aragon，sur　rEbre，est　sitロ6e　dans
　　une　plaine；mais　le　pays　est　montagneux；3，Confbndus　avec　les　paiens，Ies　musu1－
　　mans，dans　les　chansons　de　geste，sont　a㏄us6s　d’adorer　Apollon　et　aussi　le　dieu
　　Tervagant．Nombreux　exemples　dans　notre　texte　de㏄tte　curieuse　association。

このようにイスラーム教徒が「アポロン神を受けれること」を拒否する

ことが冒頭で記されているのである。（《疋1a　chanson　de　Roland’ヲ，tome　I

p．25Larousse，1972）

　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ラ　リ　ア
第十部　プルタールコスの『倫理論集』

「フランス人権宣言」をはじめとして、三角形（ピラミッド）の中心に

一ツ目を置き、そこから光が発生する「法の象徴図像」は、この図形にも

描かれているようにそこに点火する「笏杖」（あるいは王笏）とともに法

の象徴図像としては西欧世界で、かなり一般的に普及しているものと思わ

れる。そして王政時代に「国王が統治者として法律を施行する権限を神か

ら与えられる」象徴図像としての「王笏」は、フランス革命のように国家

体制が共和制となってからも「光を発する笏杖」として永遠に生き続ける

ことになる。

このような象徴図像を理論化したのは、『対比例伝』で有名なローマ時

代の著述家ルーキウス・メストリウス・プルタールコスで、ギリシア語で

　　　　　　　　　　モ　ラ　リ　ア
著わした78篇よりなる『倫理論集』こそが、その源流であると考えられ

る。

一236一

法の象徴図像「王務J

Le roi Charles， notre grand empereur， sept ans1 tous pleins 
est reste en Espagne : jusqu'a la mer， il a conquis la terre 
hautaine. 11 n'y a pas un chateau qui devant lui r・esiste;il 
n'y a mur ni citるquireste a forcer， sauf Saragosse2， qui est 
sur une montagne. Le roi Marsile la tient， qui n 'aime pas 
Dieu. 11 se吋 Mahometet prie Apollon3 : il ne peut se prote-
ger ni empecher le malheur de 1 'atteindr・e.

[註釈]
1. Au lieu de sept ans， certaines traditions en comptent vingt-sept. ce fut en 
rea1ite beaucoup plus bref (voir， dans l'Introduction， les jaits p. 8). Cette donnee 
est reprise au vers 197; 2. Saragosse : vilIe d' Aragon， sur 1 'Ebre， est situee dans 
une plaine; mais le pays est montagneux; 3. Confondus avec les paiens， les musul-
lllans， dans les chansons de geste， sont accuses d'adorer Apollon et aussi le dieu 
Tervagant. Nombreux exemples dans notre texte de cette curieuse association. 
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このようにイスラーム教徒が「アポロン神を受けれること」を拒否する

ことが官頭で記されているのであるo (円lachanson de Roland"， tome 1 

p.25 Larousse， 1972) 

第十部 プルタールコスの 『倫理論集』

「フランス人権宣言jをはじめとして、三角形(ピラミッド)の中心に

ーツ目を置き、そこから光が発生する 「法の象徴図像」は、 この図形にも

描かれているようにそこに点火する「勿杖J(あるいは王第) とともに1去

の象徴図像としては西欧世界で、かなり一般的に普及しているものと思わ

れる。 そして王政時代に「国王が統治者として法律を施行する権限を神か

ら与えられるJ象徴図像としての「王努」は、 フランス革命のように国家

体制が共和制となってからも「光を発する勿杖」 として永遠に生き続ける

ことになる。

このような象徴図像を理論化したのは、『対比例伝』で有名なローマ時

代の著述家ルーキウス・メストリウス・プルタールコスで、ギリシア語で
モラリア

著わした78篇よりなる 『倫理論集』 こそが、その源流であると考えられ

るo



　70論　　説

　　　　　　　　　　　　　　　モ　ラ　リ　ア
　プルタールコスの“moralia”『倫理論集』の中で、法に関わる象徴図

像「一ツ目と笏杖」それから「正義神が目隠しをする」根拠となった箇所

が同時に出てくる一節は、以下の通りである。

△・κめδ’者γωγξκα乞7δ7かμ・y6δα7・δゴレδρα9

9レ・μdζ∈乙ジ晒猷ωレα，κα勧レ8u6δα3、倭ρ7∈櫻・

謬鷲瓢鯉饗耀響欝・躍揮1
κα≧γλUφ・μξレ・乙94功△るακα。γραφ・μ∈レ・るキ7曾レγαρ

βα9繭κα≧5ゆloσ娩‘yδ鯉αλμφκα乙σκηπ7四
γPαφ・Uσむレ・　∈レ。・る　δ∈　κ（L。　7・uy・μ・α　δにρμηレ（U・Uσ‘

π・λU（φθαλμ・ゆε7・δ，μ～レ・∫7δπ・厘7・δ§’るぞ・

5蟷麗鵬器綾脇．2ρ灘9θ．器
～σxdρα∫δπ・καψη9．～レδ～oづβαる9∈～κ6y∈9和αレ

dレακ（‘μξレαるδ乙κασ7めレ＆xαρξ9，噂δ～丁・o己ρx乙δ乙κα一

σ7・θκα7αμ6・ησα7・なδμμασ‘レ，あ9δδωρ・レδμα7か

δ‘καる・σ助ソκα≧凝レ7∈Uκ7・レ・δσαレ・

　〈邦訳＞

　　　　・私自身が、これらをどう思っているかと言えば、これらの人々

　が、1はアポロン神、2がアルテミス神、7がアテネ神、最初の立法数

　がポセイドン神と呼ばれているのは、エジプトの民族宗教にしっかりと

　根を張っていること、秘儀において演出される身ぶりや手ぶり、それよ

　りも文献によく酷似している、と信じているのである。

　　それというのも、エジプトの祭司が国王の名やオシリス神の神名を文

　書に記す時は（その象徴として）一ツ目と笏杖をもってそれを表現する

　からである。

　　もっともその中に、オシリスという名前は「多くの目を持つもの」と

　いう意味である、と解する者もおり、エジプトの言語で「オスー」とい

　　　　　　　　　　　　　　一235一

70論説

プルタールコスの“mora1ia"r倫理論集』の中で、法に関わる象徴図
像「ーツ自と勿杖Jそれから「正義神が目隠しをする」根拠となった箇所

が同時に出てくる一節は、以下の通りである。

ムOKWO' Eyωγεkd767今νμovaSaTOVS avopas 
dvoidCεl，V 'A尚治ωναKα，iTηνovaSα3 "j¥.pTEJ.Ll，V， 
'A8ηvb8t吋vEs80μa8a， IIoaEl，8wvα8G76νπpa. 
701F FcdpolY920LkdIノαc， Tois E7Ti TWV iEpWV i8pりLdvOLg
KGiγ入VctOμEVOl，S4V今J1tlαkdγpα手oμbOLg.70νγαp
pασt)..Ea KαikdpωV"Oσ伊l，Vop8α入μφKαiuK4汀7"pヤ
γpactoυσw-E内0(， S主 KαiTodVoμα OtEPμηνεUouσL
πo入voct8α入μov，ri;g TOG μ21Y Og 付 7TOM7068'tpL
ヶdν 外Oα入μdvA;γuπTf予 γ入φT'TTJ 4>pá~O~-r.OS5_ TOV 
0' OOpαゆぬ dγ4pωVOc，' (h8かηTαKαp8t，守Ovwν6
20xdpGsbOKEmdvηs. EV OE 0~ßαIS ε;KOvεg すσαv
dvαKεLμεναl， 8l，KασTGvdχεLpq9486TOG αPXふKU-
σTOV KU'TαμUouσαTots 6MLασL九φs'a8ωIPOV ~μαTカレ
OC，Kα(，0σUvηνKα，i dlイνTε11KTovoSuαV.

く邦言尺〉

…私自身が、これらをどう思っているかど言えば、これらの人々

が、 |はアポロン神、 2がアルテミス神、 7がアテネ神、最初の立法数

がポセイドン神と呼ばれているのは、エジプトの民族宗教にしっかりど

根を張っていること、秘儀において演出される身ぶりや手ぶり、それよ

りも文献によく酷似している、ど信じているのである。

それというのも、エジプトの祭司が国王の名やオシリス神の神名を文

書に記す時は(その象徴として)ーツ目ど努杖をもってそれを表現する

からてやある。

もっともその中に、オシリスという名前は「多くの目を持つもの」ど

L 寸意味である、と解する者もおり、エジプトの言語で「オス-Jどい
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　71

うのは「多い一」という意味で、後半の「一イリ（ス）」とは「一目」

を表わす、というのである。

　天は、永遠なものであるがゆえに老いることがなく（エジプト人は）

それを小さな毒蛇で表わすし、人間の感情は心臓の下に炉を置いた形で

表現する。テーバイには、「手の無い裁判官の像」があった。（そして）

最高の裁判をおこなう者の像は眼をつむ（瞑）っている。これは、正義

というものが、贈り物にも動かされず、情にも動かされない、というこ

とを意味するからである。……

　本稿で何度も述べたフランス人権宣言の上部に描かれている「中央の光

を放つ一ッ目と右側に位置する笏杖を持つ天使」の象徴図像は、モンテー

ニュもその著『エッセー（随想録）rLes　Essais”de　Montaigneの中で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　ラ　リ　ア
しばしば引用している、プルタールコスの『倫理論集』にこのように記述

されている「エジプトの祭司は、国王名やオシリスの名を文書に書く時に

一ツ目と笏杖でそれを描く」に、直接由来すると考えられる。

　一般的に『対比列伝（英雄伝）』という著作で有名なこのプルタールコ

ス（A．D．46～A．D．125）という作家は、ローマ皇帝クラウディウスの治世

（A．D．41～A．D．54）初期に、東ギリシア西ボエオティアの一隅にあった

ギリシア人の古代都市カイロネイアに生まれ、アテナイとスミュルナで学

問を収め、ボイオティアで公職についた他は、かつて古代ギリシア世界の

　　　　　　　　　　　　　　　　　ピヴオツト
観念的な中心地（地政学で言うところの中心軸）であったデルポイの神殿

で神官職として一生を送った、とみられている。しかし、もう既にギリシ

ア時代ではなく、「デルポイの信託」の絶対性も失われていたので『神託

の廃頽』“De　Defectu　Oraculoru㎡’という書物を残した、と言われてい

るが、多分それ故にドミティアヌス帝（A．D．81～A．D．96）の治世下にロ

ーマに滞在し、そこで講義をおこなったものを収録したのが、ローマ史と

　　　　　　　　　　　　　　一234一

法の象徴図像「王努J71 

うのは「多いー」という意味で、後半の 1-イリ(ス)Jどは「一目」

を表わす、というのである。

天は、永遠なものであるがゆえに老いることがなく (エジプト人は)

それを4、さな毒蛇で表わすし、人間の感情は心臓の下に炉を置いた形で

表現する。テーパイには、「手の無い裁判官の像」があった。(そして)

最高の裁判をおこなう者の像は眼をつむ(嘆)っている。これは、正義

どいうものが、贈り物にも動かされず、情にも動かされない、というこ

とを意味するからである。..

本稿で何度も述べたフランス人権宣言の上部に描かれている「中央の光

を放つーッ目と右側に位置する努杖を持つ天使」の象徴図像は、モンテー

ニュもその著『エッセー(随想録)J "Les Essais" de Montaigneの中で
モラリア

しばしば引用している、プルタールコスの『倫理論集』にこのように記述

されている「エジプトの祭司は、国王名やオシリスの名を文書に書く時に

ーツ目と努杖でそれを描く」に、直接由来すると考えられる。

一般的に『対比列伝(英雄伝)jという著作で有名なこのプルタールコ

ス (A.D.46-----A.D.125) という作家は、ローマ皇帝クラウディウスの治世

(A.D.41 -----A.D.54)初期に、東ギリシア西ボエオティアの一隅にあった

ギリシア人の古代都市カイロネイアに生まれ、アテナイとスミュルナで学

問を収め、ボイオティアで公職についた他は、かつて古代ギリシア世界の
ピヴオツト

観念的な中心地(地政学で言うところの中心軸)であったデルポイの神殿

で神宮職として一生を送った、とみられている。しかし、もう既にギリシ

ア時代ではなく、「デ、ルポイの信託」の絶対性も失われていたので『神託

の廃類J“DeDefectu Oraculorum"という書物を残した、と言われてい

るが、多分それ故にドミティアヌス帝 (A.D.81'"'-' A.D.96)の治世下にロ

ーマに滞在し、そこで講義をおこなったものを収録したのが、ローマ史と
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　72論　　説

ギリシア史のうえで著名な人物の23組を比較した『対比列伝（英雄伝）』

となった、と言われている。

　このカイロネイア市は、現在廃嘘となっており過去の栄華を見る影もな

いが、B．C．338年マケドニアのフィリップ王が勝利を得、ミトリダテスVI

世が敗北を喫したところとして、有名な地である。

　西欧ルネッサンス期の巨人エラスムスやモンテーニュが「最も学識にお

いて深い…」と最大の称讃を与え、その後イギリスのべ一コンやフランス

革命に影響を与えたルソーなどが愛読したローマの著作家プルタールコス

の文章から作られた象徴図像が「フランス人権宣言」や「アメリカ合衆国

の国章」に使用されるようになったのも当然のことのように思われるが、

このピラミッドから光の発する象徴図像は、ヨーロッパではフランス革命

以前からしばしば使われていたようである。

　因みにリトアニアの現在は首都となっているビリニュス市のユダヤ人街

エジプト博物館「神の目ウジャットの現物」

　　　　　一233一

72論説

ギリシア史のうえで著名な人物の23組を比較した『対比列伝(英雄伝H

となった、と言われているo

このカイロネイア市は、現在廃櫨となっており過去の栄華を見る影もな

いが、 B.C.338年マケドニアのフィリップ王が勝利を得、ミトリダテスVI

世が敗北を喫したところとして、有名な地であるD

西欧ルネッサンス期の巨人エラスムスやモンテーニュが「最も学識にお

いて深い…Jと最大の称讃を与え、その後イギリスのベーコンやフランス

革命に影響を与えたルソーなどが愛読したローマの著作家プルタールコス

の文章から作られた象徴図像が「フランス人権宣言」や「アメリカ合衆国

の国章」に使用されるようになったのも当然のことのように思われるが、

このピラミッドから光の発する象徴図像は、ヨーロッパではフランス革命

以前からしばしば使われていたようであるo

因みにリトアニアの現在は首都となっているビリニュス市のユダヤ人街

エジプト博物館「神の目ウジャットの現物」
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法の象徴図像「王笏」　73

入口門上に中世から掲げられている象徴図像もこの形である。

　そして、このようにユダヤ社会やフリーメイソン社会の中に、多くこの

象徴図像が用いられるようになるが、もともとこの象徴図像はこうした民

族的あるいは宗教的社会団体特有の図形ではなく、プルタールコスの記述

から創作されたものが各地のいろいろな団体において採用され、さまざま

な意味を伴って発展したものであることが良くわかるであろう。

　1995年1月、新興宗教「オウム真理教」は、その機関紙『ヴァジラヤー

ナ・サッチャ』の第6号で、この図形をその機関紙の表紙に出し、その中

で「WANTED！　悪魔に魂を売り渡した黒い貴族たち」というタイトル

　　　　かいらい
のもと、「偲偶皇帝・平成天皇、地獄大使・小和田恒、死の丁稚・明石康、

亡国后妃・小和田雅子、難民殺し・緒方貞子、第六天魔・池田大作、暗黒

　　　　　　　　　　　　　　ママラ
帝王・小沢一郎、三日天下・羽田牧（誤字、本名は孜）、没落大名・細川

護煕」などの人物を抹殺しようとして「オウム真理教事件」を呼ばれる一

連の事件を起こすに至った。（なお「直角定規とコンパス」については拙

　　　　　　　　　　　　　一232一

法の象徴図像「王務J73 

入口門上に中世から掲げられている象徴図像もこの形である。

そして、このようにユダヤ社会やフリーメイソン社会の中に、多くこの

象徴図像が用いられるようになるが、もともとこの象徴図像はこうした民

族的あるいは宗教的社会団体特有の図形ではなく、プルタールコスの記述

から創作されたものが各地のいろいろな団体において採用され、さまざま

な意味を伴って発展したものであることが良くわかるであろう。

1995年1月、新興宗教「オウム真理教」は、その機関紙『ヴアジラヤー

ナ・サッチャJの第6号で、この図形をその機関紙の表紙に出し、その中

で rWANTEDノ 悪魔に魂を売り渡した黒い貴族たちJというタイトル

のもと、「健偏皇帝・平成天皇、地獄大使・小和田恒、死の丁稚・明石康、

亡国后妃・小和田雅子、難民殺し・緒方貞子、第六天魔・池田大作、暗黒

帝王・小沢一郎、三日天下・羽田牧(誤字、本名は孜)、没落大名・細川

護照」などの人物を抹殺しようとして「オウム真理教事件Jを呼ばれる一

連の事件を起こすに至った。(なお「直角定規とコンパスjについては拙
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　74論　　説

著『法の源流』芦書房p．199を参照のこと）

　荒唐無稽と言ってしまえばそれまでであるが、当時現役の弁護士・青山

吉伸が発行者として名を連ねた機関紙で、新興宗教が抹殺をとなえ「地下

鉄サリン事件」や不成功に終ったものの皇居周辺にボツリヌス菌を撒いた

ことなどを考えると、第二次世界大戦後の日本の国家機関と法制度がいか

に不充分なもので、根本的に欠陥をいかに多く残してきたかが察知される

ものである。

　宗教法人法や破防法といった各種の法律問題もさることながら、隣国の

全斗換元大統領や盧泰愚前大統領が裁かれた「内乱罪」（韓国刑法第87条

～91条）などの刑法の条文が我が国では全く適用されていない法実務状況

（日本刑法「内乱罪」は第77条～80条）と全斗換氏が裁かれた「光州事

件」での「戒厳法」（日本では第二次世界大戦後に旧大日本帝国憲法第14

条と戒厳令が昭和22年をもって廃止されて以降、それに代る立法なし）等

が無いために国際連合から要請されたPKFの派遣にも支障をきたしてい

る。

　更に、フランス革命以前に「三角形から光が発する図形」が描かれたも

のに、1761年ドイツのニュールンベルグで発行された1ターレル銀貨があ

り（P．74掲載）、こちらのほうは一ツ目ではなく三角形の中に三ツの点だ

けが描かれている。そしてその周辺に“de　pacem　domine　in　diebus　nos－

tris”（神よ！二主よ！　我等が日々に平和を与えられんことを）という

ラテン語の記述が記されている。

　このように、フランス革命以前から、この図形はヨーロッパ各地で、か

なり普及していたことがわかるのである。

　天使が右手に「笏」を握り、光り輝くピラミッド状の三角形に目（太陽

神の象徴）の図像に火を点火している。これこそ人権宣言の前文中に書か

れたsous　les　auspices　de　rEtre　supremeの象徴図像である。

　　　　　　　　　　　　一231一

74論説

著『法の源流』芦書房p.199を参照のこと)
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が無いために国際連合から要請された PKFの派遣にも支障をきたしてい

る。

更に、フランス革命以前に「三角形から光が発する図形」が描かれたも

のに、 1761年ドイツのニュールンベルグで発行された 1ターレル銀貨があ

り (p.74掲載)、こちらのほうはーツ目ではなく三角形の中に三ツの点だ
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tris" (神よノ=主よノ 我等が日々に平和を与えられんことを)という
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このように、フランス革命以前から、この図形はヨーロッパ各地で、か

なり普及していたことがわかるのである。

天使が右手に「勿」を握り、光り輝くピラミッド状の三角形に目(太陽
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法の象徴図像「王考古J75 

オウム真理教機関誌「ヴアジラヤーナ・サッチャ」表紙(第6号)に描かれた「ピラミ

ッドにーッ目」の図形
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説払面冊76

「オウム真理教」の攻撃対象となった人物像（その胸の部分にフリー・メイソンの象徴

図像とみられる「直角定規とコンパス」が描かれている）

貴族たち

暗
黒
帝
王
　
小
沢
一
郎

　
。
政
界
の
黒
幕
‘
と
呼
ば
れ
る
こ
の
男
は
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の

手
先
で
あ
る
。
彼
の
著
書
『
日
本
改
造
計
画
』
は
、
統
一
世
界
政
府

樹
立
へ
向
け
て
の
日
本
改
造
の
指
甫
書
と
い
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
世

界
統
一
政
府
に
完
全
隷
属
す
る
日
本
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。

没
落
大
名
　
細
川
護
煕

　
「
闇
の
世
界
政
府
」
の
操
り
人
形
。
日
本
新
党
旗
揚
げ
の
と
き
、

あ
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
二
〇
〇
億
円
も
の
大
金
が
融
資
さ
れ
た
こ
と

を
、
ジ
ャ
！
ナ
リ
ス
ト
の
広
瀬
隆
氏
が
暴
露
し
て
い
る
。

　
コ
メ
輸
入
自
由
化
、
小
選
挙
区
制
導
入
…
…
と
、
彼
ら
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
い
た
が
、
結
局
使
い
捨
て
に
さ
れ
た
。

三
日
天
下
　
羽
田
牧

後
継
で
あ
る
羽
田
も
操
り
人
形
の
｝
人
で
あ
る
。
細
川
・

羽
田
の
両
人
と
も
、
首
相
と
な
る
直
前
に
ダ
ボ
ス
会
議
（
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
出
席
し
、
首
相
と
し
て
の
指
名
を
受
け
た
。
ダ
ボ

ス
会
議
は
、
要
す
る
に
関
の
世
界
政
府
の
会
議
で
あ
る
。

第
六
天
魔
　
池
田
大
作

　
小
沢
｝
郎
と
と
も
に
、
日
本
破
壊
の
尖
兵
隊
長
と
し
て
知
ら
れ
る

男
。
フ
ラ
ン
ス
で
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
に
加
入
。
悪
魔
に
魂
を
売
り
渡

し
た
。
池
田
を
仏
と
仰
ぐ
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学
会
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人
は
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フ
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突
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、
つ
ま
り
使
い
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て
の
雑
兵
。
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説

「オウム真理教jの攻撃対象となった人物像(その胸の部分にフリー・メイソンの象徴

図像とみられる「直角定規とコンパス」が描かれている)
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77法の象徴図像「王笏」

か
い
ら
い

僥
偶
皇
帝
　
平
成
天
皇

　
昭
和
天
皇
は
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
加
入
を
拒
み
続
け
た
が
、
平
成
天

皇
は
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
思
想
に
毒
さ
れ
た
教
育
係
に
よ
っ

て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
メ
ー
ソ
ン
リ
ー
の
理
念
を
叩
き
込
ま
れ
て
い
る
。

皇
室
は
す
で
に
彼
ら
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

地
獄
大
使
　
小
和
田
恒

　
亡
国
の
ブ
リ
ン
セ
ス
の
パ
パ
・
小
和
田
国
連
大
使
も
、
ダ
ボ
ス
会

議
参
加
者
。
小
和
田
氏
は
ダ
ボ
ス
会
議
に
出
席
し
た
後
、
国
連
大
使

に
決
定
し
た
。
死
の
商
人
の
代
理
人
・
国
連
を
通
じ
て
、
彼
ら
は
日

本
の
皇
室
、
日
本
の
政
治
の
中
枢
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
　
で
っ
ち

死
の
丁
稚
明
石
康

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
問
題
担
当
事
務
総
長
特
別
代
表
・
明
石
康
。

池
田
大
作
に
国
連
の
賞
を
与
え
、
そ
の
代
金
と
し
て
寄
付
を
要
求
す

る
。
つ
ま
り
、
創
価
学
会
の
か
き
集
め
た
日
本
の
カ
ネ
を
国
連
に
吸

い
上
げ
さ
せ
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
彼
の
「
活
躍
」
に
よ
り
ユ
ー
ゴ
内
戦
は
激
化
し
、
非
難
を

浴
ぴ
て
い
る
。
だ
が
、
軍
需
産
業
・
国
連
が
、
儲
け
る
た
め
に
戦
争

を
煽
っ
た
の
だ
。

亡
国
后
妃
　
小
和
田
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子

　
プ
リ
ン
セ
ス
雅
子
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ハ
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大
学
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、
東
京
大
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外
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エ
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。
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に
追
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た
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な
の
だ
1

　
役
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と
し
て
は
通
訳
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
日
米
半
導
体
会
議
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
そ
の
会
議
で
、
日
本
は
旧
型
の
半
導
体
の

生
産
の
シ
ェ
ア
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
。

　
だ
が
、
そ
の
隙
を
突
い
て
ア
メ
リ
カ
が
新
型
を
開
発
。
今
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年

間
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
追
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つ
け
な
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よ
う
な
状
況
が
で
き
て
し

ま
っ
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の
で
あ
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。
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民
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緒
方
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連
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緒
方
貞
子
。
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ダ
ボ
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会

議
に
出
席
し
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い
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。
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日
本
か
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カ
ネ
を
寄
付

さ
せ
、
そ
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を
軍
需
産
業
に
与
え
て
い
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。

　
彼
女
の
夫
で
あ
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緒
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四
十
郎
、
そ
し
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日
本
開
発
銀
行
副
総
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あ
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日
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人
物
で
あ
る
。

恐怖のマニュアル特集17
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77 法の象徴図像「王努」

か
い
ら
い

健
偏
皇
帝
平
成
天
皇

昭
和
天
皇
は

7
リ
1
メ
l
ソ
シ
加
入
を
拒
み
続
け
た
が
、
平
成
天

皇
は
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
恩
忽
に
毒
さ
れ
た
教
育
係
に
よ
っ

て
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
メ

l
ソ
ン
リ
l
の
理
念
を
叩
き
込
ま
れ
て
い
る
。

皇
室
は
す
で
に
彼
ら
に
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

地
獄
大
使
小
和
田
恒

亡
国
の
プ
リ
ン
セ
ス
の
パ
パ
・
小
和
田
国
連
大
使
も
、
ダ
ポ
ス
会

議
参
加
者
。
小
和
田
氏
は
ダ
ポ
ス
会
議
に
出
席
し
た
後
、
国
連
大
使

に
決
定
し
た
。
死
の
商
人
の
代
理
人
・
国
連
を
通
じ
て
、
彼
ら
は
日

本
の
皇
室
、
日
本
の
政
治
の
中
拒
を
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

で
っ
ち

死
の
丁
稚
明
石
康

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
問
題
担
当
事
務
総
長
特
別
代
表
・
明
石
康
。

池
田
大
作
に
国
連
の
賞
を
与
え
、
そ
の
代
金
と
し
て
寄
付
を
要
求
す

る
。
つ
ま
り
、
創
価
学
会
の
か
き
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め
た
日
本
の
カ
ネ
を
国
連
に
吸

い
上
げ
さ
せ
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
彼
の
「
活
躍
」
に
よ
り
ユ

l
ゴ
内
戦
は
激
化
し
、
非
雛
を

浴
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て
い
る
。
だ
が
、
軍
需
産
業
・
国
連
が
、
儲
け
る
た
め
に
戦
争

あ
お

を
煽
っ
た
の
だ
。

?ti 
L Z妃
李撃小
里1:
f撃
学
を
経
て

外
務
省
の

ト
コ
ー
ス
一
直
線
。
英
語
堪
能
。
欧
米
的
価
値
観
に
染
め
上
げ
ら
れ

て
い
司
令
。

皇
太
子
妃
雅
子
は
、
実
は
、
ア
メ
リ
カ
の
多
国
籍
企
業
の
た
め
に

貢
献
し
、
日
本
企
業
を
破
局
に
追
い
や
っ
た
人
物
な
の
だ
l
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と
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て
は
通
訳
と
し
て
で
あ
っ
た
が
、
日
米
半
導
体
会
議
に

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
。
そ
の
会
議
で
、
日
本
は
旧
型
の
半
導
体
の

生
産
の
シ
ェ
ア
を
押
し
つ
け
ら
れ
た
。

だ
が
、
そ
の
隙
を
突
い
て
ア
メ
リ
カ
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新
型
を
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発
。
今
後
十
年

間
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
け
な
い
よ
う
な
状
況
が
で
き
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

難
民
殺
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緒
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連
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。
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ポ
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会
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。
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カ
ネ
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寄
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え
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。

彼
女
の
夫
で
あ
る
緒
方
四
十
郎
、
そ
し
て
日
本
開
発
銀
行
副
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畿
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あ
る
父
・
緒
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竹
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日
本
の

C
I
Aと
呼
ば
れ
る

J
C
I
A
、

す
な
わ
ち
内
閣
調
査
室
と
い
う
秘
密
諜
報
機
関
の
設
立
に
尽
力
し
た

人
物
で
あ
る
。
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説論

家
畜
の
父
　
文
鮮
明

　
世
界
基
督
教
統
一
協
会
の
文
鮮
明
も
や
は
リ
メ
ー
ソ
ン
の
一
員
だ
。

世
界
各
国
で
今
日
も
、
従
順
に
言
う
こ
と
を
聞
く
「
家
畜
」
を
製
造

し
続
け
て
い
る
。

　
笹
川
良
一
は
統
一
協
会
顧
問
お
よ
び
勝
共
連
合
名
誉
会
長
の
経
歴

を
持
つ
。
中
曽
根
康
弘
も
勝
共
連
合
に
名
を
運
ね
て
い
る
。
日
本
は

統
｝
協
会
経
由
で
も
カ
ネ
を
彼
ら
に
献
上
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

極
悪
用
心
　
笹
川
良
一

　
右
翼
の
大
立
者
、
A
級
戦
犯
．
”
日
本
の
ド
7
の
異
名
を
持
つ
。

．
一
日
一
（
偽
）
善
、
で
お
馴
染
み
の
お
爺
さ
ん
。
実
は
高
位
の
メ
ー

ソ
ン
だ
。
「
世
界
は
一
家
、
人
類
は
み
な
兄
弟
！
」
の
合
い
言
葉
は
そ

れ
を
反
映
し
て
い
る
。
競
艇
界
の
ボ
ス
、
つ
ま
り
平
た
く
言
え
ば
バ

ク
チ
の
胴
元
。
も
う
け
た
金
は
文
鮮
明
に
献
上
し
て
い
る
。

電
波
芸
者
　
デ
ー
ブ
・
ス
ペ
ク
タ
ー

　
バ
リ
バ
リ
の
ユ
ダ
ヤ
人
。
米
国
A
B
C
放
送
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
来
日
し
た
。

　
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
登
場
し
て
は
ア
メ
リ
カ
礼
賛
・
ユ
ダ
ヤ
礼
賛
を

臆
面
も
な
く
繰
り
広
げ
る
。
コ
メ
ン
ト
は
す
べ
て
無
責
任
か
つ
無
意

味
。
反
ユ
ダ
ヤ
的
言
動
に
対
し
て
は
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
打
ち
消
そ
う

と
し
て
、
理
性
の
か
け
ら
も
な
い
暴
言
を
吐
く
。

米
国
問
屋
　
中
曽
根
康
弘

　
中
曽
根
元
首
相
は
、
レ
ー
ガ
ン
元
ア
メ
リ
カ
大
統
領
と

「
ロ
ン

ヤ
ス
」
の
仲
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
。
当
時
の
日

本
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
ア
メ
リ
カ
に
引
き
渡
し
た
犯
罪
人
で
あ
る
。

　
民
営
化
さ
れ
た
N
T
T
は
、
I
B
M
と
合
弁
で
日
本
情
報
通
信
株

式
会
社
を
設
立
。
こ
の
会
社
を
通
じ
て
、
日
本
独
自
の
高
度
な
通
信

技
術
が
I
B
M
、
そ
し
て
多
国
籍
企
業
モ
ル
ガ
ン
財
閥
に
流
れ
て
い
っ

た
。
I
B
M
は
モ
ル
ガ
ン
の
傘
下
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
N
T
T
と
I
B
M
の
開
発
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

｝
本
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
日
本
国
民
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
消
費

生
活
の
全
情
報
が
モ
ル
ガ
ン
に
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
の
中
曽
根
を
通
し
て
、
　
｝
機
』
〇
六
億

円
も
す
る
P
3
C
戦
闘
機
を
自
衛
隊
に
一
〇
Q
機
も
売
り
つ
け
る
こ

と
に
成
功
。
こ
の
謝
礼
と
し
て
、
中
曽
根
は
ロ
ッ
キ
ー
ド
社
か
ら
三

〇
憧
円
の
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
曽
根
は
罪
を
問

わ
れ
て
い
な
い
。

欝人
間
原
爆
　
大
前
研
一

　
「
平
成
維
新
の
会
」
会
長
。
と
い
う
と
政
治
家
み
た
い
だ
が
、
ユ
ダ

ヤ
の
手
先
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ジ
ャ
バ
ン
の
日
本
支
社
長
。
真
の
黒
幕

は
政
治
家
に
な
ら
な
い
と
い
う
鉄
則
を
守
っ
て
い
る
。
が
、
そ
の
わ

り
に
は
派
手
に
日
本
を
崩
壊
さ
せ
る
策
謀
を
あ
ち
こ
ち
で
公
表
し
て

い
る
。
日
本
に
送
り
込
ま
れ
た
恐
怖
の
破
壊
兵
器
。
原
子
力
工
学
の

博
士
号
を
持
つ
。
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法の象徴図像「王笏」　79

結 論（補遺）

　　　　　　　　　　　　　　モ　ラ　リ　ア
　さて、このプルタールコス『倫理論集』より影響を受けた西欧の法律関

係者たちによって、法の女神像（女神ではなく性別不明のこともある）が

描かれる時は「目隠しをした姿」が多く使用されることになる。

（この「法の女神」に関しては、拙著『法の源流』一デルポイの神託と

般若心経、インド、ヨーロッパ比較法思想史の試み一芦書房1995年刊で

冒頭から詳しく述べたので、本稿では改めて論述しなかったが、あまりに

も誤解されていることが多いので、ここで若干補筆させていただくことに

する）

　ところで現在もスイス連邦の首都ベルンの中心街ゲレヒティッヒカイト

通りにある「正義の女神像」が、目隠しをしているのは良く知られている

　　　　　　　　　　　　　　一226一

法の象徴図像「王勿J79 

結 論(補遺)

モラリア

さて、このプルタールコス『倫理論集』より影響を受けた西欧の法律関

係者たちによって、法の女神像(女神ではなく性別不明のこともある)が

描かれる時は「目隠しをした姿」が多く使用されることになる。

(この「法の女神」に関しては、拙著『法の源流』一一デルポイの神託と

般若心経、インド、ヨーロッパ比較法思想、史の試み一一芦書房1995年刊で、

冒頭から詳しく述べたので、本稿では改めて論述しなかったが、あまりに

も誤解されていることが多いので、ここで若干補筆させていただくことに

する)

ところで現在もスイス連邦の首都ベルンの中心街ゲレヒティッヒカイト
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の象徴図像「王笏」　81

が、このような目隠し姿の女神が多く描かれるようになるのは、一般的に

みて16世紀後半のことであるとみられている。

　その好例として、バルトルス著作集の中の『勅法解析』がよく掲げられ

る。すなわち、この勅法解析の1556年ヴェネツィア版の扉絵には「目隠し

のない正義の女神」が使用されており、同じタイトル『勅法解析』の33年

後に出た1589年トリノ版では、その扉絵の部分が「目隠しをした女神像」

に置き換えられているからである。

　この図像の変化について、森征一・岩谷十郎編『法と正義のイコノロジ

ー』（慶鷹義塾大学出版会）では、このような目隠しをした女神が描かれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イコノロギア
るようになったのが1593年出版されたリーパ著『図像学事典』の記述によ

るとされているが、それ以前にも目隠しをした「法の女神」はいくらでも

描かれており、その原点はやはりプルタールコスにあると言うべきだろ

う。

　そして「法の女神」の持つ「剣」は、載きの場において「王笏」が処罰

を下す機能をもって変化したものであろうと思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ママラ
　『法と正義のイコノロジー』では、プルタールコスを「古代ギリシアの

歴史家」（op．cit．，p．61）と記しているが、プルタールコスはローマ時代の

著述家で、本稿で解説したように（本稿、第十部本文参照）ギリシア語で

ものを書いてはいるが「歴史家」などではなく、またギリシア時代の人物

でもない（創元社刊『西洋史辞典』には「ローマ帝政時代ギリシアの歴史

家……」という変な記述があるが、これは例外である）。プルタールコス

の著した“Vitae　Parallerae”『対比列伝（英雄伝）』には、確かにローマ

史とギリシア史に登場した著名人物の23組が対比され、その性格と人物の

比較がおこなわれている。しかしながら、その内容を見てみるならば、歴

史的な分析よりもむしろ「性格論」の比較検討をおこなったと言うべき

で、この人物を純粋な歴史家として扱っている書物など殆ど無いと言って

　　　　　　　　　　　　　一224一

法の象徴図像「王第J81 

が、このような目隠し姿の女神が多く描かれるようになるのは、一般的に

みて16世紀後半のことであるとみられている。

その好例として、バルトルス著作集の中の『勅法解析』がよく掲げられ

る。すなわち、この勅法解析の1556年ヴェネツィア版の扉絵には「目隠し

のない正義の女神」が使用されており、同じタイトル『勅法解析Jの33年

後に出た1589年トリノ版では、その扉絵の部分が「目隠しをした女神像J

に置き換えられているからである。

この図像の変化について、森征ー・岩谷十郎編『法と正義のイコノロジ

-j (慶慮義塾大学出版会)では、このような目隠しをした女神が描かれ
イコノロギア

るようになったのが1593年出版されたリーパ著『図像学事典』の記述によ

るとされているが、それ以前にも目隠しをした「法の女神jはいくらでも

描かれており、その原点、はやはりプルタールコスにあると言うべきだろ

フ。

そして「法の女神」の持つ「剣Jは、載きの場において「王勿」が処罰

を下す機能をもって変化したものであろうと思われる。

『法と正義のイコノロジー』では、プルタールコスを「古代ギリシアの

歴史家J(Op. cit.， p.61)と記しているが、プルタールコスはローマ時代の

著述家で、本稿で解説したように(本稿、第十部本文参照)ギリシア語で

ものを書いてはいるが「歴史家」などではなく、またギリシア時代の人物

でもない(創元社刊『西洋史辞典』には「ローマ帝政時代ギリシアの歴史

家……Jという変な記述があるが、これは例外である)。プルタールコス

の著した“VitaeParallerae" r対比列伝(英雄伝)jには、確かにローマ
史とギリシア史に登場した著名人物の23組が対比され、その性格と人物の

比較がおこなわれているo しかしながら、その内容を見てみるならば、歴

史的な分析よりもむしろ「性格論jの比較検討をおこなったと言うべき

で、この人物を純粋な歴史家として扱っている書物など殆ど無いと言って



　82論　　説

よいだろう。

　王笏は、地政学的見地からみた場合、まさに国家の中心に置かれるもの

で、それがどのような形をしていようとも（例え無形のものであっても）

その王笏をピヴォット（回転軸）として国家機能が営まれてゆくもので、

王制時代だけに留まらず、共和制においても実際に「観念的な王笏」をど

こかに置いておかなければ、国家の存在が成り立たないのである。

　すなわち古代より王笏こそが、法を施行する権能を神より与えられたこ

とを証明するもので、かつては王笏を持たない者などが法的な命令を人民

に下すことなど出来なかったのである。

　また、王笏は国家の中で具体的な姿をとっていなくとも観念的な中枢と

　　　ピヴォット
して「回転軸」の中央に位置していることがよくある。

　その一例として、1998年2月2日から日本の郵便番号が7桁となった

が、その番号の原点としての100－0001という郵便番号は「皇居」から始ま

っている。天皇が、則位の儀式としての大嘗祭の時に持っ笏杖が「三種の

神器（八腿鏡、草薙剣、八坂環曲玉）」を統合して神に奉げる象徴とみる

ならば、郵便番号の原点の決定は、単に郵政官僚がそこを基本に定めたこ

とだけに留まらず、国家領域の中核として領域全体を統合してゆく権能を

与えることにもなる、と言えるのではないだろうか。
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82論説

よいだろう。

王努は、地政学的見地からみた場合、まさに国家の中心に置かれるもの

で、それがどのような形をしていようとも(例え無形のものであっても)

その王努をピヴォット(回転軸)として国家機能が営まれてゆくもので、

王制時代だけに留まらず、共和制においても実際に「観念的な王勿Jをど

こかに置いておかなければ、国家の存在が成り立たないのであるo

すなわち古代より王勿こそが、法を施行する権能を神より与えられたこ

とを証明するもので、かつては王努を持たない者などが法的な命令を人民

に下すことなど出来なかったのである。

また、王第は国家の中で具体的な姿をとっていなくとも観念的な中枢と
ピヴォット

して「回転軸」の中央に位置していることがよくある。

その一例として、 1998年2月2日から日本の郵便番号が7桁となった

が、その番号の原点としての100-0001という郵便番号は「皇居」から始ま

っている。天皇が、則位の儀式としての大嘗祭の時に持つ勿杖が「三種の

神器(八照鏡、草薙剣、八坂理曲玉)Jを統合して神に奉げる象徴とみる

ならば、郵便番号の原点の決定は、単に郵政官僚がそこを基本に定めたこ

とだけに留まらず、国家領域の中核として領域全体を統合してゆく権能を

与えることにもなる、と言えるのではないだ、ろうか。
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法の象徴図像「王務J83 

["1:>';のただみち

関白となった藤康忠通(後白河天皇方についた姿)、坊は上方が角形に描かれている
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84論　　説

叢縷

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふじわらのよしふさ
　　　　　　文徳天皇時代の太政大臣、藤原良房
（笏は、文徳天皇と同じく上方が円形だが、全体に短いように思われる）
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84論説

仲直 .itA~' 

ふUわらのよしふさ

文徳天皇時代の太政大臣、藤原良房

(第は、文徳天皇と同じく上方が円形だが、全体に短いように思われる)
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法の象徴図像「王第J85 

文徳天皇の画像

(坊は上方円形、上広は二寸七分くらいに見えるが、下広はかなり狭い)
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